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　第一章　気配







　　　　１




　頭のうしろに手を組むと奈な生おは、となりに並ならんで倉庫の陰かげから波は止と場ばの様子を窺うかがう三み輪わ芹せり也やに声をかけた。

「彩さいもホント、旅たび慣なれてきたよねー」

「……だといいが」

　奈生ほど楽観できない芹也は、短く刈かった銀ぎん髪ぱつの上で帽ぼう子しをかぶり直し、動きやすいように薄うす手でのジャケットのファスナーをきっちりと締しめた。最悪の場合、一気に飛び出して彩を救わなくてはいけない。

　彩は今、一人、炎えん天てんの陽ひ射ざしで純じゆん白ぱくに染そまった石いし畳だたみの波止場にいた。

　彼女の足元にはコントラストのきつい真っ黒な影かげが生れている。

　白い波止場の向こうにはコバルトブルーの大洋があった。緩ゆるやかに弧こを描えがいた水平線が遥はるか彼方かなたで煌きらめいている。

「大だい丈じよう夫ぶだって。彩はもう上う手まくやれるよ。船がどうなっているかくらい、きちんと聞いてくるって」

　茶色に染めた三つ編あみを背せ中なかに流した有あり本もと奈生は、ショートパンツに半はん袖そでシャツという軽けい装そうである。さっきまでかけていたサングラスも、今は外して頭の上に乗せた。柔やわらかい顔の輪りん郭かくと華きや奢しやな体に重ねて、きゅっと引き締しまった腰こしのラインのせいで、男なのだがどうにも少女に見えた。しかも、涼すずやかな美少女である。

「……だと思うが」

　芹也はそんな友人に苦く笑しようしてから、やはり緊きん張ちようした面おも持もちで、水夫の一いち団だんに歩み寄よっていく彩のうしろ姿すがたを見つめる。

　緋ひ色いろに輝かがやいた髪かみを背中のリュックにまで垂たらした小こ柄がらな彩は、つばの広い帽子を目ま深ぶかくかぶり、ズボンにシャツという姿だった。

　今、一行が訪おとずれているこの町──ロアンは、アジアへの窓まど口ぐちとなる南米大陸南部の港町である。

　人口は、約五〇〇〇人。

『鉄てつ槌つい』で半はん壊かいした石いし造づくりの町を木板などで補ほ修しゆうし、褐かつ色しよく肌はだの人々が漁業と運うん輸ゆ労ろう務むで暮くらす。砂さ塵じんが舞まう丘おかの斜しや面めんに貼はりついた辺へん境きようの小さな町だが、外洋船が停てい泊はくするために異い国こく人じんの姿は多い。

　堂々とさえ振ふる舞まっていれば、外国の世間知らずなお嬢じようさまかと水夫も納なつ得とくするのではないかと芹也は思わなくもない。

　実際、彩という少女にはお嬢さまの雰ふん囲い気きがある。整った白はく貌ぼうには、にっこりと笑えば愛らしさが溢あふれて、澄すましていれば物もの怖おじしない余よ裕ゆうが生れる。日焼けしない白肌と輝きを内包した瞳ひとみは人間のものではないが、水夫たちはおそらく天使がいかなるものかを知らない。だから堂々とさえ振舞っていれば騒さわぎになることはない──

　天使のことをよく知らない人間は、天使とは、銀髪かつ瘦そう身しん長ちよう軀くで人を見れば見み境さかいなく襲おそってくる凶きよう暴ぼうな魔ま物ものだと考えているのが常つねだった。

　天使と人間は世界中で争う。

　それは、神が大地に『鉄槌』を打ち下ろし、それまで人類が築きずいてきた魔道文明が壊かい滅めつしてから、もう二〇年の間つづいていた。

　神の行こう為いに異い議ぎを唱えた天使は、翼つばさをもがれると共に『楽園』を追放され、大地に墜おち、人間からは神に鉄槌を打ち下ろさせた犯はん人にんだとして一方的な虐ぎやく殺さつを受けた。

　翼をもがれたことで力を喪そう失しつしていた天使はそのときに大おお勢ぜいが殺されたが、今ではかつての力を取り戻もどし、人間社会に潜せん伏ぷくして復ふく讐しゆうの牙きばを剝むき出しにしている──と、芹也は歴史で学んだ。

　とはいえ、天使と人間が激しく争っているのはアジアとヨーロッパである。

　もちろん南米にも天使たちはいるが、少なくとも芹也は、グランド・テーブルと呼ばれる灰はい色いろの大だい峡きよう谷こくを南に抜ぬけて、この港町ロアンへと辿たどり着くまでの旅路の中で一度も天使の姿を見ていない。

　町に入っても、銀ぎん髪ぱつさえ隠かくしていれば騒さわぎになることはなかった。

　だから、彩一人でも大丈夫だろうとは思う。彩の髪は燃えるような緋色で、銀髪とは程ほど遠とおいものであるし。

「まあ、騒ぎになったら、あの水夫どもをぶっ飛ばして、彩を肩かたに担かついでとっとと逃にげればいいさ」

　壁かべにもたれて腕うで組ぐみした百もも川かわが不ふ敵てきに軽口を叩たたく。波止場の様子を窺うかがおうともせず、ぎらついた双そう眸ぼうで対面の倉庫の壁を見み据すえる百川康やす貴たかは、まちがいなく、旅を進める四人の中で最大のトラブルメーカーである。

　短めのズボンを穿はき、シャツの上にジャケットを羽は織おった百川は、とっくに臨りん戦せん態たい勢せいでいるようだった。

　町の中でかぶっていたフードは外されている。長く伸のばした銀髪が暗がりの中できらきらと輝いていた。

「おい百川、短たん絡らく的な戦せん闘とうは起こすなよ。今は大切な旅の途と中ちゆうなんだから」

　芹也は苦笑いと共に言った。

「わかってるよ。ただ、向こうがやる気なら、俺おれは容よう赦しやしねぇってことだよ。こっちから手を出したりはしねぇさ」

「ならいいが……。はぁ」

　なんとなく、芹也の口からはため息がこぼれた。

　あらためて波は止と場ばの様子を窺う。

　南半球の世界だ。影かげは南側に伸びている。

　南半球では、東から昇のぼった太陽は空の北側を通って西へと沈しずむ。南半球に入って何日か経たつが、未いまだ芹也は空の北側で輝く太陽に目新しさを覚える。が、そんなことを気にするのは芹也一人なので、口にはせず、意い識しきを目の前に戻した。

　ちょうど彩が、水夫たちにしゃべりかけたところだった。

　距きよ離りがあるので会話の内容は聞こえない。ただ、どうやら、いきなり襲われるということはなさそうだった。

「……しかし一体、ここの港は、どうなっているんだろうな」

　本来であれば大型船せん舶ぱくが停泊しているだろう広い港には、今、一隻せきの船すら見ることができなかった。

　閑かん散さんとしている。

　ざっと見み渡わたしても人影がほとんどない。

　いるのは、彩が声をかけた水夫たちくらいのものだった。その水夫たちも、暇ひまそうに海を見ていた。

　彩は、大型船の来航状じよう況きようを聞くために一人で彼らのところに行った。

『みんなで行っても逆に怪あやしいから、あたしが一人で聞いてくるね。みんなは、離はなれたところで待っていて』

　と、にこやかな笑え顔がおを残して。

　笑顔──

　その笑顔には、一人で行動することへの迷まよいがなかった。ごく当然のように言われたので芹也はとっさに否ひ定ていできず、結果、彩に言われた通り、倉庫の陰かげに潜ひそんでことの成り行きを見守っている。

　そうした行動力を称しようして、奈生は『彩が旅たび慣なれた』と言ったのだろう。

　だが、芹也は暗い気持ちで考える。

　果たして、本当に慣れなのかと。

　今、四人が進めているヨーロッパを目指した旅は、彩のための旅だ。

　彩は先日、大きな過あやまちを犯おかした。

　戦う力を欲ほつするあまり、黒い宝ほう石せきから聞こえた『声』に耳を貸かし、自らの内包する神しん秘ぴの力を注ぎ、結果として『もう一人の自分』を生んだ。

　黒い翼つばさを広げた〝彩〟は、無む邪じや気きな笑い声の中で大おお勢ぜいの天使を殺した。

　彩は〝彩〟と戦い、あと一歩で〝彩〟を消し去るところまで追いつめたが、ミラン・ベルティールの妨ぼう害がいによって彼女を取り逃にがした。

　ヨーロッパの大国であるガリア共同体において実じつ質しつ的な支し配はい権けんを持つミラン・ベルティールは、芹也には理り解かいできなかった力──おそらくは魔ま術じゆつによって、自らと共に〝彩〟をガリアの自じ宅たくへと運んだ。

　そして彩に言ったのだ。

〝彩〟に会いたければ、ガリアに来いと。

　だから彩は、ガリアへの旅をはじめた。

　自らが生み出してしまったもう一人の自分──黒い翼の〝彩〟と、なんらかの決着をつけるために。

　決着──

　それは、〝彩〟を完全に消し去る、殺すことなのだろうか。

　あるいは、会話によるなんらかの解決を求めているのか。

　そのことを芹也は、彩にたずねていない。

　黒い翼の〝彩〟は、人でも天使でも躊ちゆう躇ちよなく殺した。彩との戦いで瀕ひん死しにまで追いつめられた〝彩〟は、ミラン・ベルティールの言った通り、しばらくは力の回かい復ふくに努める必要があるのだろう。しかし、力を回復すればどうなるのか。また再ふたたび、人でも天使でも殺しはじめると予よ測そくできた。しかし、力を欲するあまり、彼女を生み出したのは彩自身であることもまた事実だった。

　芹也には、彩がこの事実を心の中で整合できているようには思えなかった。

　だからどうしても、笑顔も行動も、無理のあるものに感じる。

　芹也には強い罪ざい悪あく感があった。

〝彩〟を生み出すほどに力がほしいと彩に願わせたのは、芹也の何気ない──しかし痛つう烈れつな一言だったから。

　芹也はため息をつきかけ、百川に眼めを向けた。

「なんだよ？」

　また苦言を呈ていされると思ったのか、百川が眉まゆを吊つり上げた。

「なんでもない」

　芹也は肩かたをすくめ、それから、

「なあ、百川──。おまえ、大人になったな」

　本気とも冗じよう談だんともつかない口調で言った。

　ついこの間まで、百川と芹也と奈生は廃はい都と・香港ホンコンに暮らしていた。

　その頃ころの百川は、まさに野や獣じゆうだった。

　たとえ一人でも人間の軍隊に戦いを挑いどみ、死を恐おそれず、ひたすら怒いかり狂くるって自らを血に染そめていった。

　芹也の忠告など、まるで聞く耳を持たなかったものだ。

　だからいつも、無む謀ぼうな友人を助けるために、芹也と奈生は苦労してきた。

　それがどうだろうか。

　彩と出会い、世界の運命を賭かけた大きな事じ件けんに巻まきこまれ、そして、ここに至いたる旅をつづける中で、剝むき出しだった牙きばは少なくとも唇くちびるの中に隠かくれた。思い出せば、先も『ぶっ飛ばす』とは言っても『殺す』とは言わなかった。芹也の知る百川は、人間など躊躇なく殺してきたというのに。

　人間と天使は、熾し烈れつな抗こう争そうの只ただ中なかにある。

　殺やらなければ、殺られる。

　少なくとも人間は、捕つかまえた天使を動物のように扱あつかって殺す。

　四人は天使。

　人間に扮ふんし、人間に紛まぎれ、人間社会に潜ひそむ少数派はの存そん在ざいだった。

　それはどうしようもない現げん実じつだが、百川の変化は良い意味での成長なのだと芹也は感じている。

　芹也は、人間ともできるだけ争いたくなかった。

　血は血を呼よぶだけだし、だれにでも家族はいる。

　そんな芹也の心中を察してか否いなか、百川は静かな口調で、

「……俺だって、考えることくらいあるよ」

　と、独ひとりごとのようにつぶやいた。

「お互たがいにな」

　芹也は頰ほおを搔かいた。さっきから苦く笑しようばかりな自分を自覚して、また苦笑する。

　そこに奈生が振ふり向いた。

「二人とも、彩の話が終わったみたいだよ」

「……ああ」

　芹也は気持ちを切り替かえ、戻もどってきた彩を笑え顔がおで出で迎むかえた。

「船はどうだった、彩？」

「うん──。それがね──」

　彩は浮うかない顔で、

「ちょっと問題があるみたいで──。ここではなんだから、どこか宿を取って落ち着いてから話すよ。──行こう」

　彩は百川の手を取ると、三人を引き連れる形で港から大通りに出た。

　芹也と奈生は互いに肩をすくめ、大人おとなしく従したがう。芹也はうしろから、百川の頭にフードをかけてやった。

　手を握にぎられた百川は最初こそ戸と惑まどって、

「おい、彩」

　と声をかけたが、彩が平然と、

「宿は市街地の外れの方に行けばあるよね」

　と聞いてきたので、

「まあ……だろうな」

　つながれた手を無理に離はなす気はないらしく、しばらく視し線せんを泳がせた後、自分でも彩の手を握った。

　ちらりと、自分より背せの低い少女の横顔を見ては、また視線を泳がせる。

　どうやら、照れている。

　しかも、悪い気はしていないらしい。

「百川の奴やつ」

　うしろで見ていて、なんとも微笑ほほえましい光景だった。

「へへー」

　悪戯いたずら心ごころを持った奈生が、ぴょんと前に出て百川のとなりに並ならんだ。

「右側げーっと」

　彩の反対側、百川の右みぎ腕うでを取り、自分の腕にからめる。

「おい、なんだよ奈生」

　百川は反はん射しや的に振ふり解ほどこうとした。が、奈生はするりと受け流し、

「ほら、こーゆーのを両手に花っていうんだよねー」

「おまえ男だろうが！　くっつくな！」

「いいじゃん、ほら、あっちの人が百川のこと羨うらやましそうに見てるよ。もっといい顔して羨せん望ぼうを集めなよ」

「集めてどーするんだ集めて！　あーもううっとうしい！　そーゆーことは芹也とやってろ芹也と！」

「バカだなあ、俺と彩が二人で絡からまってるからポイント倍ばい増ぞうなんだよ。ねえ、彩」

「そうだね」

　彩は、じゃれあう二人に微笑ましい視線を送った。

　百川との手はつながれたままだ。お互たがいに握りあっている様子だった。

「……なんだかなあ」

　芹也は苦笑して、余よ計けいな人目の集まらないことだけを祈いのった。

　同時に、彩の変化を感じる。出会ったとき──それは一ヶ月も経たっていない最近のことだが、彩はくるくると回る大きな眼めが印象的な、あどけなさの強く残る世間知らずな少女だった。なんでも思い通りにしたくて、ダダをこねたり嫉しつ妬としたり、感かん情じよう表現のストレートな少女だった。

　今は、どうだろうか。

　嫌いやな素そ振ぶりひとつ見せず、余よ裕ゆうをもって奈生の悪戯につきあっている。

　本当に大人びて見えた。顔の形が短期間で変わることなんてないのに、映うつし出される感情だけでこうも変わって見えるものかと驚おどろくほどだった。

　変わっていく。

　百川も。

　彩も。

　芹也は二人の急きゆう激げきな変化を、胸むねの痛いたむ想おもいで見つめる。本当に心から、良い意味での成長であることを祈った。

　それにしても、今日は快かい晴せいだった。

　気温も高い。

　とはいえ空気は乾かわいており、歩いても汗あせは流れなかった。

　砂さ塵じんと直射日光を避さけるため、往おう来らいを歩く人間の大半は長なが袖そで長ズボンである。顔を布ぬので覆おおっている人間も多い。奈生のように半袖とショートパンツという人間もいたが彼らは短期滞たい在ざいの外国人だろう。

　ただ、そうした短期滞在の人間も含ふくめ、見かける人々の表情は一様に暗い。

　港と中央公園を結んだ、左右に店の並ならぶ緩ゆるやかな石いし畳ただみの坂道である。

　この町で最も大きな通りだ。

　人通りはそこそこあったが、笑え顔がおどころか笑い声すらあたりにはなかった。

　なのに酒場には昼間から男たちがいる。

　町は陰いん鬱うつとしていた。

　全体的に、まったく活気がなく、本当に沈しずんでいる。

　しかも、なんとなく嫌な気配を感じる。

　腐ふ気き、だろうか。

　死んだ魚が近くに山積されているような気がするのだ。

　ただ、源みなもとを探さぐろうとしても、鼻はなにも嗅かぎ分けてくれない。

　だから、匂においではないのかも知れなかった。

　まるでなにか……。

　なにか……。

　よくわからないが、悪お寒かんをおぼえるなにかが、すぐ側そばにいる気配。

　と、芹也は、奈生とじゃれあう百川のフードがはだけていることに気づいた。

　百川の銀ぎん髪ぱつが炎えん天てんの空にさらされている。

　すれちがった褐かつ色しよくの女じよ性せいが立ち止まって振り返り、百川の頭を指差す。

「ねえ、あの子の髪かみ──」

「どうしたの？」

　会話する声。

「おい百川──！　フードをかけろ！」

　芹也は小声ながら、容よう赦しやない鋭するどさで百川に命じた。

　すかさず奈生が、

「うわっとお！」

　豪ごう快かいすぎるほど豪快に、三つ編あみの髪をなびかせて真横にすべり転んだ。

「あーん、痛いたいよお。うえーん」

　と、わざとらしくもかわいらしい声を出す。

　その隙すきに百川はフードをかぶり、背せ丈たけの同じ芹也が真うしろに立った。

「──わりぃ」

「いや、百川じゃなくて悪いのは奈生だ。ったく」

　幸いにも騒そう動どうは免まぬかれた。

　四人は路地を曲がることで人目から逃のがれると、たまたま突つき当たりにあった四階建ての安宿に入った。




　　　　２




　彩の話は簡かん単たんなものだった。

「海かい賊ぞくねぇ」

　板いた張ばりの床ゆかにうつ伏ぶせになって寝ね転ころび、百川はぼやいた。ジャケットは部へ屋やに入るなり脱ぬぎ捨すてたので、上半身は黒色のシャツのみである。

　あてがわれた部屋は殺風景なものだった。

　隅すみに折り畳たたみ式のマットがいくつか置かれているだけで、あとはなにもない。

「海賊ねぇ……。これって、海賊の気配なのかなぁ」

　百川の背中を枕まくらがわりにして、奈生は仰あお向むけに寝転ぶ。亀き裂れつの走ったコンクリートの天てん井じようを見上げた。今にも崩くずれそうだが、『鉄てつ槌つい』後の世界においていちいち崩ほう落らくを恐おそれていたら屋内では生きていけない。

　天井からは、油で灯ともすランプが吊つるされていた。

　安宿なので照明はそれだけである。建物に光こう彩さい素そ子しは通っていない様子だった。

「重いぞお、奈生。俺おれを潰つぶし殺す気かぁ」

「噓うそだぁ。俺、体重かなり軽いよ」

「……うん、でも、本当……。ちょっと嫌いやな感じのする町だね……。海賊のせいでみんなの心が沈しずんでいるのかな」

　窓まど辺べに立った彩は、木の格こう子し窓を開くと眼がん下かの海を眺ながめる。

　宿は、崩くずれた崖がけの際きわに立っていて、それはもう危き険けんな立地だったが、かわりに海を一望することができた。

　彩が、波は止と場ばにいた水夫たちから聞いた話はこうだった。

『海賊のせいで、今、船は出ていない』

　このあたりの海はずっと平和だったのだが、二ヶ月ほど前から海賊が出るようになったというのだ。

　いや、元々海賊はいたが、最近、急に凶きよう暴ぼうさを増ましたのだという。

　海賊は執しつ拗ように海を見み張はり、漁船にさえ襲おそいかかってくる。人を殺し、金品を奪うばい、船を沈める。最近では日本から来た大型船が沖おきで沈められた。その船には護ご衛えい隊がいたが太た刀ち打うちできなかったらしい。

「彩、おまえものんびりしたらどうだ？」

　百川に声をかけられて、彩は、

「うん」

　と、ようやく一息をついて、背せ中なかのリュックを下ろした。

　リュックは空っぽである。

　かわりに穴あなが開いていて、彩の大きな秘ひ密みつを隠かくせるようにしてあった。

　その秘密とは、背中に生えた真っ白な翼つばさである。翼といっても、肘ひじまでしか長さの無い小さな翼だった。

　ただ、小さな翼とはいっても、彩が『世界で唯ゆい一いつの翼を持った天使』であることに変わりはない。

　神に逆さからったことで『楽園』を追放された天使は翼をもぎ取られた。その後、百川たちのように大地で生まれた天使にも翼の生えることはなかった。彩一人だけが、どうしてか翼を持っているのである。

　彩はそれを、『私が神さまに愛されて生まれたから』だと言う。

　多分、そうなのだろうと百川も思う。

　ぴこぴこと揺ゆれ動く、なんとも愛くるしい翼だった。

「しかし、みんなも感じていたか」

　床にしゃがんだ芹也が、腕うで組ぐみして言った。

「嫌な気配だよね」

　と、奈生。

「ああ……。海賊というより、もっと別なものに感じるんだけどな……」

　芹也は顔をしかめた。

「うん、かもしれない。水夫の人たちも、なんとなく、まだなにか別のことを隠しているような感じだった。知らないなら早くこの町を出た方がいいって言われたし。だから深くは聞かなかったけど」

　彩は、芹也の正面できちんと足を揃そろえて座すわった。と、思ったら、ごろんとうしろに寝転んで手足を天井に向けて伸のばした。

「ん──。あー疲つかれた。やっぱ、四人だけだと落ち着くねー」

　満面の笑え顔がおになる。

　出会った頃ころと同じ、日向ひなたいっぱいの無む邪じや気きさだ。

　百川はしばらくの間、彩の笑顔を横目に見ていたが、ふと思い出して、

「……そういえば、この宿の女将おかみも、夜には出歩くなとか言ってたな。なんかこの気配と関係があるのかな」

「まあ、ともかく、どうするかだな」

「ん？」

「俺たちの目的は、この港で船に乗って香港に行くことだろ」

　南米大陸においてヨーロッパへとつながる港はいくつかある。しかし、ヨーロッパにつながる港にはミラン・ベルティールの息がかかっているだろう。芹也は、敵てきの掌てのひらの中で動きたくなかった。

　と、彩を説き伏ふせ、芹也は太平洋側の港を選んだ。

　太平洋を渡わたり、廃はい都と・香港を経けい由ゆして空路でヨーロッパを目指すのだ。

　住み慣なれた香港なら情じよう報ほうの入手も容易たやすい。

　敵の意図や目的も知らず、ただ早さつ急きゆうにガリアへ行ったところで芹也には正しい行動ができるとは思えなかった。

　たぶん、この旅は、世界の運命──運命とまではいかなくても、世界が動いていく歯車のひとつに嚙かみあわさっている……。

　自分たちの行動によって、世界が動くかもしれないのだ。

　軽挙妄もう動どうは避さけたかった。

　だからこそ、香港経由は必要だと芹也は判はん断だんした。

「ああ、そうだった」

　百川は笑って、

「俺もう腹はら減へったからさ、晩ばん飯めしのこと考えてたよ。いい宿でよかったよな。あの値ね段だんでメシつきなんてさ」

「魚かな？　もしかして、ウニとかタコとか出るかも」

　奈生が好こう奇き心しん旺おう盛せいに眼めを輝かがやかせる。

「ウニタコかぁ……。俺、ひさしぶりにクリームパンが食いてぇなぁ」

「クリームパンが夕飯？」

「おう。俺はもう、クリームパンだけでもオーケーな気分だ。だって、香港出てから一度も食ってねぇよ」

「──じゃなくて、どうするかだ」

　芹也は立ち上がると、いらいらと言った。

「うにうにうにうにうに～」

　彩がごろごろと床を転がって、奈生とは反対側から百川の背中に頭を載せた。

「たこ」

　うつ伏せになり、百川の背中に頰ほおを当てる。

「にひー。百川はあったかいね」

　彩は、心地ここち良よさそうに口元を緩ゆるめた。

「あったかいねー百川の背せ中なか」

　同じくうつ伏せになった奈生が、彩に笑いかけた。

　百川は気にせず、組んだ手の甲こうに顎あごを載せ、

「そんなもん、夜に港に行って、適てき当とうに船をかっぱらって出ちまおうぜ。海かい賊ぞくなんぞ俺が叩たたきのめしてやる。そうすりゃ一石二鳥だろ？　なんの問題もねぇってことさ」

「まあ、海賊となら戦うのに協力するよ。ね、芹也」

「まあ……。相手も悪あく党とうだしな……」

　いつ正体がバレるとも知れない天使の四人組としては、長くひとつの町にいることはできない。できれば交こう渉しようで船を手に入れたかったが、正体が露ろ呈ていする危き険けん性せいを考こう慮りよしないわけにはいかなかった。

「仕方ないか」

　芹也は頭を搔かくと、床ゆかに寝ね転ころぶ三人を尻しり目めに一人で窓まどから海を眺ながめた。

　海には、いくつかの島が点々と浮うかんでいた。

「……海賊は、夜も海を見み張はっているんだろうな。聞いた話を総そう合ごうすると」

「うん、そうかもね。まったく海に出られないって言っていたから」

　彩が答えた。

「なら、盗ぬすんだ船で海賊を誘おびき寄よせて、海賊船を奪うばう手もあるか。盗んだ船は朝までに返せばいいし」

「なるほろー。そーすれば一石三鳥だねー」

「おう、そーゆーことだな」

　百川は調子よくうなずく。

「うん、賛さん成せいかな」

　と、彩。

「よし、決まった。なら、のんびりしている暇ひまはないぞ。早さつ速そく準じゆん備びだ」

「おう」

「ういういさー」

「そうだね」

　芹也の号令に、それぞれ返事をして立ち上がる。

　時間はあっという間に過すぎた。

　奈生は、百川と彩を連れて船旅に備そなえた物ぶつ資し調達に向かう。

　芹也は一人で海うみ際ぎわに出て、どこにどんな船がつながれているのかを調べた。

　ちなみに夕方、

　一階の酒場で受け取った夕食は一杯ぱいの野菜スープだった。百川と奈生がうなだれたことはいうまでもない。

　そして夜。

　深い静せい寂じやくが、月明かりと共に辺へん境きようの港町を覆おおった。
















　第二章　錯覚
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　深夜、芹せり也やと彩さいにつづいて百もも川かわは窓まどから夜空へと舞まった。

　最後に部へ屋やを出た奈な生おが、

「お世話になりました」

　と、木の格こう子し窓を閉しめる。宿の料金は前まえ払ばらいなので問題はなかった。

　四人とも、旅荷物の入った布ぬの袋ぶくろを肩かたに担かついでいる。

　天使は空を飛ぶ。

　このまま港まで飛んでも良かったが、月明かりが眩まぶしい。空を飛べばまちがいなく地面に影かげが落ちる。あと、どうにも不ふ穏おんな匂においを感じてならないので、万が一の用心として一行は歩いていくことを決めた。

　崖がけ下したに降おりて、土から剝むき出した瓦が礫れきの間を慎しん重ちように進む。

　気配……。

　一体、これはなんの気配だろうかと、百川は険けわしい表ひよう情じようで考えた。

　気配は夜になって、ますます強まっていた。

　……人間が罠わなでも張はってるってか。

　だったらぶち破やぶるだけだが、皮ひ膚ふだけでなく胸むねの奥おくにまで染しみる悪お寒かんは、今まで人間と戦いつづけてきた過か去この中で一度も感じたことのないものだった。ベルティールの気配とも異ことなっていた。

　かといって、天使とは思えない。

　むしろ逆ぎやく──

　呪のろわしくも腐くされ爛ただれた、本ほん能のう的に嫌けん悪おする類たぐいのなにか──

「……どうする、芹也」

「ああ……。とにかく一度、大通りに出よう」

　建物の脇わきから路地に出る。

　幅はばの狭せまい路地は、左右の建物が影を落していて闇やみに沈しずんでいた。歩く度たびに響ひびく靴くつ音おとが一いつ層そう不気味だった。

　建物からは、なんの明かりもこぼれてこない。

　ドアも窓も閉とざされていた。

　しばらく歩いて緩ゆるやかなカーブを抜ぬければ、突つき当たりに大通りが広がる。

　大通りは、トンネルの出口に似にて薄うす青あおく浮うかび上がっていた。その薄青い光の中に一ひと際きわの気配を感じる。

　ならば、行かなければいい。

　気配など無む視しして、さっさと船に乗ればいい。

　心の中に訴うつたえる声はあったが、しかし、百川は口にはせず、逆に誘さそわれるように青い光の中に向かう。

　彩の肩に手をかけ、百川は彼女と前後を入れ替かわった。

　敵てきがいれば真っ先に飛びかかる覚かく悟ごで、百川は大通りの石いし畳だたみを踏ふんだ。

　左右に眼めを向ける。

　月明かりを受けた幅広の坂道には、青い光がたゆたう。

　まるで、海。

　坂道は静やかな海流のようだった。

　では──

　百川はまばたきする。

　そこに浮かんで行き交かう『黒いたくさんの人影』は、海の生物だろうか。たとえばくらげのような。

　四人は、石畳の隅すみで立ちすくんだ。

「ねえ、これってさ……。人間……じゃないよね」

　不安に押おされた奈生が、口を開いたときだった。

　ぴた。

　行き交っていた『黒いたくさんの人影』が一いつ斉せいに動きを止める。

「……なんだよ。あぁ？　やる気ならやってやるぞこら！」

　布袋を足元に置き、百川はたじろぎながらも身み構がまえる。一メートル先をゆらゆらと進んでいた『人影』にガンをつける。

『人影』が、ゆっくりと百川に顔を向けた。

　瘦やせた全ぜん裸らの男に見えた。垂たれ下がった両りよう腕うでが、柳やなぎのように揺ゆれている。

　と、顔に、上向いた三日月型の空くう洞どうが生れた。

　笑ったのだ。

　声はない。しかし、疑うたがいのない悪意が伝わる明らかな嘲ちよう笑しようだった。

　その嘲笑に百川は、ミラン・ベルティールを重ねた。

　ベルティールの狂きよう気きじみた笑い声が頭の中に響ひびく。一気に沸ふつ騰とうした怒いかりが衝しよう動どう的な攻こう撃げきへと転化された。

「やめろ百川！」

　芹也が叫さけんだときには手て遅おれだった。

「この野や郎ろうが！」

　拳こぶしを振ふりかざした百川が、一足で『人影』に殴なぐりかかる。豪ごう速そくの拳は的てき確かくに『人影』の顔面を捉とらえた。拳がめりこむ。なのに感かん触しよくがなかった。

「……なに？」

　なにかが『人影』の中から百川の手首をつかむ。ドライアイスを当てられたような鋭するどく冷たい痛いたみが走った。

「クッ！」

　百川は拳を引き抜ぬいた。手首に腐ふ乱らんした手が絡からみついていた。

　腐肉の匂においが鼻をつく。

　百川は、絡みついた手を強ごう引いんに振り解ほどいた。

　腐乱した手は爛ただれた腕うでへとつながる。すうと地面に消えた『人影』。かわりに肉の削そげ落ちた人間の屍しかばねが現あらわれた。

　剝はがれた青あお肌はだからは腐乱した肉と茶色ばんだ骨ほねが見える。

　肩かたの骨が外れており、伸のびた両腕は膝ひざにまで届とどいている。

　股こ間かんを隠かくした布ぬのは死者に巻まくものだ。

　顔面は、右半分こそ原型をとどめているが、左半分では頭ず蓋がい骨こつが割われている。月明かりを浴びた脳のうがてらてらと輝かがやいていた。まるで、今、頭をかち割られたばかりのようなピンク色の脳のう細さい胞ぼうだった。

　眼からこぼれて神しん経けいでつながっているだけの眼がん球きゆうが、ぎょろりと百川を見つめた。

　腐くさった唇くちびるを左右に広げ、再ふたたび死者は嘲笑を浮うかべる。

「なんだ……どうしたんだよ……」

　百川は、なんの燐りんもまとっていない自分の掌てのひらを呆ぼう然ぜんと見つめた。

　百川は武ぶ功こう術じゆつ士し。

　剣けんや盾たてを持つかわりに、気によって紡つむいだ白はく透とう色しよくの燐──『純じゆん粋すいなる力の結けつ晶しよう』を腕にまとって戦う──はずだった。

「百川！」

　斜ななめうしろから飛びついた彩が、百川ごと石いし畳だたみの地面に倒たおれた。

　死者が百川の顔面に向けて下から薙ないだ右手には、刃やいばそのままに研とがれた長さ一〇センチほどの爪つめが出ていた。

「──チッ」

　すぐに百川は自失状じよう態たいから立ち直った。彩を抱だきかかえて跳ちよう躍やく、──しようと思ったができなかった。

　地面を蹴けった足首に、黒い影かげがまとわりついている。

「百川、飛べ！」「空なら安全だって！」

　空中から芹也と奈生が叫さけんだ。

「ダメだ！　足に影が絡みついて飛べねぇ！　おまえら先に逃にげろ！」

「走ることはできる？」

　バランスを崩くずした百川の腰こしに手を添そえ、彩が冷静にたずねた。

　錆さびた鋸のこぎりのような歯で嚙かみつこうとしてきた死者を二人は横に跳とんで躱かわす。

「ああ──。多分な」

　足首にゴムを巻かれたようなものだろうか。高く飛ぼうとすると反発が来るが、床ゆかから足を離はなすことはできた。

「なら走ろう！」

　地面に降おりて奈生が叫んだ。

「急げ！」

　芹也も地面に降りる。

　見れば、まわりにいた『人影』がこちらに向かってきている。

　元来た路地に逃げることはできなかった。その方向には、すでに死者がいた。

「こっち！」

　奈生が、石畳を挟はさんだ大通りの対面に路地への入口を見つけた。ちょうど、その直線上には『人影』がない。

　四人は荷物を捨すて、全力で走ってその路地に逃げこんだ。

　左右に石いし壁かべがそびえる月明かりの届かない暗くら闇やみの中を、とにかく走る。

　闇の濃のう淡たんから、路地の行く道はわかった。

「なにがどうなってるんだ一体！」

　百川が叫ぶ。

　芹也がつづいて、

「知るか！　だいたいなんだあれは！」

「ゾンビだよゾンビ！　ほら、映えい画がとかで見たことあるじゃん！」

　と、奈生。

「ならあの黒い影はなんだ！」

「そんなの、俺おれに聞かれたって知らないよー！　とにかくここは逃げよう！」

「──あたしたちは、あれを感じていたんだね」

　走りながら、彩はちらりとうしろを見た。

　背はい後ごには闇が渦うず巻まいている。だから見えないが、ただ、奴やつらが追ってきている気配は確かく実じつにあった。

　今にもうしろから腕が伸のびて、肩をつかまれるような恐きよう怖ふにさらされる。

　彩は前を向き、きつく両方の眉まゆを寄よせた。

　空中帆はん船せんの倉庫の中で、〈天使殺し〉の男に掌を潰つぶされたときの恐怖が蘇よみがえる。掌の傷きずはすでに回かい復ふくした。

　でも、そのときに感じた恐怖は未いまだ心に傷を残している。

　でも、負けちゃいけないと自分に言い聞かせる。

　彩は、横に走る百川を見つめた。銀色に輝かがやいた髪かみと光を内包した瞳ひとみは、暗闇の中でも見て取ることができた。

「うわっ」

　降ふり積もっていた砂さ塵じんに足をすべらせ、百川が前のめりに転んだ。

「百川！」

　彩は膝ひざに力をこめることで自ら急きゆう制せい動どうをかけた。地面に靴くつ底ぞこがすべる。体を反転させて腰を落とし、身み構がまえる。

　刀はない。かわりに拳こぶしを固めた。

　──来る！

　感じた瞬しゆん間かん、闇より密みつ度どの濃こい腕うでが槍やりのように突つき伸びてきた。

　燃もえ立つ天使脈動が彩の体を薄うすく輝かせる。彩は両手で腕を受け止めると、激はげしい怒ど号ごうと共に突き飛ばした。

「百川、大だい丈じよう夫ぶか！」

「──ああ」

　芹也の助けを借り、百川は足首に手を当てて苦々しく立ち上がった。

　足が重い。

　鉛なまりどころか鉄球をつけられたようだった。

　百川は彩の背せ中なかを見つめる。

　そこにいるのは、凜りんと勇ましい大地に生きる天使だ。

「早く逃にげて！」

　振ふり向かずに彩が叫さけぶ。

「おーい」

　先行していた奈生が、五メートルほど先で情なさけない呼よび声を上げた。

「どうした奈生!?」

「大変だよ、芹也」

「だからどうした今度はドラゴンでも出たか!?」

「行き止まりだ」

「はぁ!?」

「だから、行き止まり。どうする？」

「どうするもこうするもあるか！」

　逃げられないのなら、相手がなんだろうと戦うしかなかった。

　と、明るい長方形の光が百川と芹也を照らした。

　裏うら口ぐちのドアを開けて現あらわれたのは、二〇代後半とおぼしき赤毛の女じよ性せいだった。

「──早く入りなさい！」

　鋭するどく放たれた声。四人は反はん射しや的に従したがった。




　　　　２




「このバカ野や郎ろう！　おまえは、いつになったら学習って言葉を身につけるんだ一体！　なんでもかんでも殴なぐればいいってもんじゃないんだぞわかってるのかこら！　あーもう何センチかでもおまえの成長を信じたこの俺がバカだったさ！　ああそうさバカはこの俺さこの俺文もん句くあるか！」

「……べつにねぇよ。うっせーなぁ」

　ソファーに座すわったまま足を組み、百川はうんざりとそっぽを向いた。斜ななめ前には芹也が立っていて、さっきから歯を剝むき出している。

「百川、足を動かしちゃ駄だ目めだって。まだ塩は塗ぬり終えてないよ」

　百川の足元にしゃがんでいた奈生が顔をしかめる。

　と、奈生は笑って、

「ま、なんにしても、百川は彩の爪つめの垢あかでも煎せんじて飲んどけってやつだね」

「………」

　百川は黙だまって、奈生の顎あごを蹴けった。

「なにすんだよ！」

「うるせぇ！　テメェはしっかり塗ってろ！」

　喧けん嘩かができるのは危き機きを脱だつした証しよう拠こである。

「あははは」

　彩は笑いながら、リュックを背せ負おったまま壁かべにもたれて座り、天てん井じように照明の灯ともった明るい洋風のリビングを見み渡わたした。

　家は、『鉄てつ槌つい』後に建てたのだろう。模も様ようの入った壁に亀き裂れつはなかった。

　カーテンも家具も、良りよう質しつな品で揃そろえられている。

　見たところ、怪あやしい様子はなかった。

　と、そこに、となりの部へ屋やからウィスキーボトルを持ってきた命の恩おん人じん──アリア・ベイジングが戻もどってきた。

　瘦やせた──病人じみたといった方が適てき切せつな女性だった。

　もつれた赤毛を肩かたまで伸のばし、光こう沢たくのある赤いパジャマを着ている。尖とがった顔。肉づきのない薄うすい唇くちびる。くぼんだ眼め。枯かれ木きのような首。いくらか皮のめくれた濃のう褐かつ色しよくの日焼け肌はだは酷こく暑しよの土に印象が重なる。

　彼女が騒さわぎに気づき、家の裏うら口ぐちから一行を救った。

「塩には清めの力があるから、呪じゆ縛ばくされた場所にしっかりと塗るのよ。でないと腐ふ気きが体に染しみて、もも君もあいつらみたいになってしまうのだよ。でも、もも君は二〇センチほど態たい度どが傾かたむいてるぞ～」

　アリアの笑え顔がおは快かい活かつで、声にも張はりがあり、外見の印象とは裏うら腹はらに、接せつしてみれば病人には見えない。

　すでに自じ己こ紹しよう介かいは済すませてある。アリアは百川の横に座ると、節くれ立った細い手で百川の頭を叩たたいた。次に肩を抱だいて、

「んー？」

　垂たれ眼の蒼あおい双そう眸ぼうで百川を悪戯いたずらっぽく見つめる。

「ほーら。やってもらっているんだからさんくゅくらいどう？」

「けっ、だれが」

　百川はむっつり腕うでを組んだが、しばらくして、不ふ機き嫌げんながら奈生に「さんきゅ」とつぶやいた。

「はいはい」

　奈生は仕方なく肩をすくめ、百川の足に丁てい寧ねいに塩を塗りこんでいった。

「あの──。ありがとうございました」

　彩は立ち上がって頭を下げた。あのとき、アリアが家のドアを開けてくれなければ今ごろどうなっていたかわからない。

「いいのいいの。困こまったときはお互たがいさま。あいつらは、どうしてか家の中までは入ってこないからもう安全よ」

　そういうとアリアは、ウィスキーボトルに入った茶色の透とう明めいな液えき体たいをぐびぐびとラッパ飲みしはじめた。まちがいなく液体はお酒だった。アルコールの匂においが、容よう赦しやなく百川の鼻び腔こうを刺し激げきする。

「……ったく、アル中女が偉えらそうによ」

「なに？　文もん句くある？　天使のクソガキが偉そうに」

　言われても、目が優やさしいので腹は立たない。

　彩は元の場所に座った。

「なんでもいいけど、そんな飲みすぎるとぶっ倒たおれるぜ」

　アリアの体調をぶっきらぼうながら百川が気き遣づかう。

「へーきへーき。これは私の命の源みなもとなんだから。私はね、このお酒の力でかろうじて命をつないでいる悲しい女なのよ」

「けっ」

　百川は呆あきれて肩をすくめた。

「あの、どうして俺たちを助けてくれたんですか？」

　芹也は神しん妙みように、立ったままアリアを見つめる。

　アリアの顔は、輪りん郭かくこそ尖っていて、いかにも行動的で気は強そうだが、柔やわらかい眼には優しさを感じる。

　悪い人間には見えなかった。

　ただ、日焼けで肌が荒あれているせいか、瘦せすぎているせいか、どうにもアリアには生気が欠けていた。だからなんとなく芹也は緊きん張ちようを解とくことができない。先の化物と近い位置にいる人間なのでは──と考えてしまう。

「どういう意味？」

　アリアは、芹也の内心を見み透すかしたようにおどけた顔でたずねた。

「俺たちは──天使ですよ？」

「だから？」

　簡かん単たんに聞き返され、芹也は返答に窮きゆうす。

　天使は人間を殺す。

　しかもアリアは、この家に一人で暮くらしている様子だった。

「ま、ちょうど寝ねれなくて身み悶もだえしていたところだったからね。君たちはとても運が良いのだよ実じつ際さい。──で、なんで深夜に外なんて出てたの？　夜は外に出るなって人間から聞いてなかった？」

「聞いてはいたんだけどねー」

　百川の足の指を揉もみ解ほぐしながら奈生は笑った。

「ならどうして出たの？」

「そりゃもう、船を奪うばって海に出ちゃおうって計画で──がっ」

　手て遅おくれだが、百川が奈生の顎あごを蹴けった。

　アリアは息をついて、

「……はぁ。ほんと、クソ天使ね。船はこの町の人間の命よ。盗ぬすまれた人が、どれだけ生活に苦しむか理り解かいできる？」

「ちがうって。俺らは、たしかに船を盗もうとしたけど、その船で海かい賊ぞくを誘おびき寄よせて海賊船を奪うって計画だったんだよ。盗んだ船は──返すさ」

　百川が柄がらにもなく言い訳わけする。

　まったく本当に、人間嫌ぎらいの百川らしからぬ態たい度どだと芹也は思う。

　なんとなく、その理由はわかるが……。アリア・ベイジングは、芹也もよく知る天使と雰ふん囲い気きが似にていた。

　天あま照てらす。

　今はもうこの世界のどこにも居いない、かつて百川に戦う力を授さずけた女じよ性せいと。

　特に、精せい悍かんな顔立ちと眼の優やさしさは、まさに天照そのものだった。

　しかも、アリアの年ねん齢れいは天照の享きよう年ねんに近い。

「ふーん」

　アリアは疑うたぐった様子だったが、あっけらかんと、

「ならまあ、ますます君たちは幸運だ」

「どうしてですか？」

　彩がたずねた。

「ここの海賊は強いのよ。特に二ヶ月前、ボスが変わってからはね」

「二ヶ月前……海賊が凶きよう暴ぼうになった頃ころですよね……？」

「そ。昔からこの海には海賊がいたけど、たまに商船を襲おそってせこせこ小金を稼かせぐだけの連中だったわ。でも二ヶ月前、新しいボスが海賊を支し配はいするようになって変わった。しかも──」

　ここでアリアは言葉を区切った。

「しかも……なんですか？」

　彩がつづきを促うながすと、急にアリアはけたけたと笑った。

「あーもう！　なんかもも君にそっくりなんだよねー！　もも君を見てると昔のことを思い出すなあ」

　ぐいと引き寄せ、アリアは百川を抱だきしめた。

「ちょ、おい……！」

　百川は耳まで真まっ赤かになる。

「……昔はあの子も、もも君みたいにいい子だったのになぁ」

　アリアはしみじみと百川の髪かみを撫なぜる。自じ慢まんの髪を人間に触さわられれば、普ふ段だんの百川なら大だい激げき怒どする。下手をすれば、それだけで相手を殺す理由になった。

「……なんだよ」

　なのに今は、怒おこるかわりに戸と惑まどいを見せた。

「あーあ……。どうしたらいいんだろうね……ほんと……」

　百川を抱きしめたまま、アリアはボトルをあおった。彼女の口からこぼれた酒が百川の髪を濡ぬらす。

「おい、マジで飲みすぎだって。顔から血の気が消えて土色になってるぞ」

　アリアから離はなれ、百川は口をへの字に曲げた。

　一度はアリアからボトルを奪うが、

「こらクソガキ。このお酒は、私の命そのものって言ったでしょ」

　と、すぐに取り返されてしまう。

「あの……。それで……」

　彩が話のつづきを求める。

「私の生徒だったの」

「生徒？」

　聞き返すのは百川だ。

「私はミドルスクールの教員だったから」

「あんた、先生か？」

「ええ。ちょっと今は事じ情じようがあって休きゆう職しよくしているけどね」

「へえ……。先生なんだな──」

「あの子──ナイアート・ソルクは、父親の死が原げん因いんですさんじゃったけど、でも本当はいい子なのよ」

「……でも、今は海かい賊ぞくなんですね」

　彩はつぶやいた。

「強いわよ。この町にいたガリアの駐ちゆう屯とん兵へい五〇人も一人で殺してしまったわ」

「天使──ですか？」

　芹也が眉まゆをひそめると、アリアはボトルを膝ひざに置き、

「そうね……。はいとも言えるし、いいえとも言える。ナイアートは、天使の父親と人間の母親との間に生れた子よ」

「まさか！　天使と人間の間に子こ供どもが生れるなんて在あり得ない！」

　芹也は思わず拳こぶしを固めた。

　常識だった。

　だから、姿すがた形かたちこそ同じでも、天使と人間は異ことなる存そん在ざいなのだ。

「本当よ。あの子は金色の髪と蒼あおい瞳ひとみをしていたけど、興こう奮ふんすると貴方あなたたちと同じ光を内包した瞳になったわ。髪の毛にも輝かがやきが生まれた。──髪と瞳の輝きは、天使の天使たる大きな特とく徴ちようよね」

「しかし、だからってそんな──」

「あの二人は本当に愛しあっていたの。だから神さまが奇き跡せきをくれたのかもね。母親はあの子を産んで死んでしまったけど、でも彼は一人で──しかも天使なのに、この町で漁りよう師しとして生きたわ。だから私たちも彼を受け入れた。ガリア本土に知れれば町ごと罰ばつを受けることは覚かく悟ごしてね」

「先生は、知り合いだったのか……その二人と？」

　百川が言った。

「ええ。母親は近所の優やさしいお姉さんだった。父親は、この町で一番の漁師で、しかも強かったから、みんなから頼たよりにされていたわ。もちろん、人間として生きていたから空を飛んだりはしなかったけど」

「死んだんだよな……でも」

「二ヶ月前にね」

「重なっているということですか？」

　奈生にズボンを引っ張ぱられて、芹也は奈生のとなりにあぐらを組んで座すわった。

　奈生は足を伸のばし、うしろに手をついた。と、彩と視し線せんが重なり、奈生は立ち上がると彩のとなりにしゃがんだ。

　二人は微笑ほほえみ、黙だまって会話を聞く姿し勢せいに入った。

「──思えば、あの突とつ然ぜんの嵐あらしで、すべては変わったのね」

「よかったら、話してくれませんか」

　会話は芹也がつづける。

「……前まえ触ぶれなく海が荒あれたの。多くの船が沈しずんだ。でも死者は一人しか出なかった。彼だけが死んで、あとの漁師は助かった。彼が、力尽つきて自分が波に吞のまれてしまうまで懸けん命めいに助けたの。ナイアートは叫さけんだわ。おまえらは──親父おやじが天使だから見殺しにしたんだって。あの子は怒いかりに狂くるい、天使の力に目覚めた。町を飛び出して、次に現あらわれたのは海賊としてだったわ」

　アリアは足を組み、ウィスキーで唇くちびるを濡らしながら語った。

「本当の話なんですか？」

「なにが？」

「天使が──人間を助けた末に海に吞まれたというのは」

「ええ。みんな、口を揃そろえて言ったわ。彼は命の恩おん人じんだったって。噓うそをつく理由はないと思うけど？」

「ならなんで助けなかったんだよ」

　百川が非ひ難なんめいた口調で言った。

「そうね──。でも、私たちは人間よ。空を飛べず、力もなく、それでどうやって彼を助ければよかったのかしら」

「だからってよ！　そりゃあんまりじゃねぇか!?　見み捨すてたんだろ！」

「やめろ百川。──ところで、じゃあ、あの死し霊りようどもが徘はい徊かいしたのも、その嵐の後だということですか？」

「おそらく海かい賊ぞくが、死界島の封ふう印いんを解とくか壊こわすかしたのね」

「……封印、ですか？」

「三百年前にも一度、町に死霊が徘徊したことがあったの。そのとき、天から現れた大天使エディエルが鍛か冶じ屋に鐘かねを作らせた。町の神官は、その鐘を聖せい塔とうで打ち鳴らし、邪よこしまなる者どもを退たい治じした。そして大天使は邪の源みなもとをある島に封じた。今でもその島には大天使が施ほどこしたという封印塚づかが残っているわ」

「その島が、死界島ですか？」

「ええ。今では悲しいかな、海賊たちの砦とりでになっているけどね」

「また妙みような場所を砦にするもんだな」

　百川は立ち上がると、閉とじたカーテンの隙すき間まからちらりと外の路地を見た。

　石いし畳だたみの路地に『黒い人ひと影かげ』はない。

　だが、夜の中に嫌いやな匂においが立ち込めているのはわかる。アリアが飲むアルコールの匂いの比ひではなかった。

「もちろん、新しいボスになってからの話だけどね」

　アリアは肩かたをすくめて笑った。

「そのボスというのは、何者なんですか？」

「ナイアート・ソルクよ」

「そうなんですか……」

　芹也は腕うで組ぐみしてつぶやいた。

「だから死界島を調べることもできず、海にも出れず、仕方なく陸からエディエルの鐘を探さがしているんだけどね」

「エディエルの鐘……。本当にあるんですか？」

　芹也はたずねた。

　天使が人間を助けたという伝でん承しようは、驚おどろくに値あたいしない。

　むしろ当然あるべき伝承だった。

　天使は、かつて『楽園』にいた頃ころ、人を救きゆう済さいすべき存そん在ざいだったのだから。

「私は、あると信じているわ。現げんに死霊は出ているしね。鐘は、邪なる者に奪うばわれないよう神官が海に隠かくしたと伝えられている」

「海に？」

「邪なる者は、なにも死霊に限かぎっていないということでしょうね。貴き重ちような魔ま術じゆつ具ぐをほしがる人間はいくらでもいたでしょうから。隠したと伝わる場所は──聖と死の夏が交わりたる狭はざ間ま」

「それは、この世界ですか？」

「さあ」

　アリアは肩をすくめ、

「異い次じ元げん空間だという人もいるわ。だから町のみんなは、エディエルの鐘は存在していないと思っている。でも、神官は私たち後世の者のために鐘を隠したんだと思う。であれば必ず近海に鐘は眠ねむっている」

「……聖と死の夏が交わりたる狭間……。死とは死界島、聖とは聖塔のことでしょうか……。この町にも、聖塔はあるんですか？」

「ええ。中央公園の隅すみに、今でも聖せい殿でんは残っているわ。塔は、『鉄てつ槌つい』のせいで崩くずれかけているけどね」

「なら、あとは夏か──」

　芹也には、まるで思い浮うかぶ解かい答とうがない。

「意味不明なのよねぇ」

　ぼやいてウィスキーを飲むアリア。

　ぷうと息を吐はいて、唇くちびるを拭ぬぐった。

「それにしても、昔は天使といえば、悪から人間を助けてくれる神の御み使つかいだったのに、今や落ちに落ちて船ふね泥どろ棒ぼうとはねぇ」

　アリアはうつむいて、わざとらしく肩を落とす。

「だから、船泥棒じゃねぇって！」

　百川はむきになった。

「なら約束する？　船は盗ぬすみませんって」

　顔をあげたアリアが、優やさしくも厳きびしい眼まな差ざしでまっすぐに百川を見つめる。

「なんで俺おれが、人間なんかと約束しなきゃいけねぇんだよ。俺は天使だぞ」

　百川はぷいとそっぽを向いた。

　アリアは笑って、

「人間と天使じゃないわ。今、ここで一いつ緒しよにいる、アリア・ベイジングと百川康やす貴たかが約束するの。かわりにそうね──私のクルーザーをあげる。新型で高こう性せい能のうだから楽しい旅ができるわよ。もっとも、海に出られるようになったら、だけどね。それまでは私の家にいてもいいわ、タダで三食昼ひる寝ねつきにしといてあげる」

「………」

　百川は腕組みして、ちらりと芹也を見た。

　こういうとき、決めるのは芹也だ。

　芹也は肯こう定ていの意味をこめて肩をすくめた。

　だから百川は、

「……わかったよ。約束する」

　ぶっきらぼうにつぶやいた。

「じゃ、約束ね」

　アリアはぽんぽんと百川の肩を叩たたいて、

「なんにしても、君たちは本当に幸運だったのだよ。そんなわけで今、夜の海には大おお蛸だこまで出るって噂うわさで、船の出せる状じよう態たいじゃないの。蛸よ？　まだ海かい賊ぞくの方が何倍か可愛かわいいって感じがしない？」

「俺はタコがいいなあ。だって、食べられそうだよねー」

　奈生が座すわったまま背せ伸のびをして言った。

「げー。蛸なんて食べるのー？　うそー」

「ほんとだよ。あ、タコを食べるのってアジアだけだっけ？　なら、この辺ってウニも食べないのかな」

「ウニ？　あんな黒いトゲトゲも食べるの？　どうやって？」

　アリアは身を乗り出すと、奈生にたずねた。

「ウニは生ですよ」

　一通りの情じよう報ほうは聞いたと判はん断だんして、芹也も奈生の話に乗った。

「なまぁぁ!?　げー！　死ぬ！　絶ぜつ対たいに死ぬそれ！」

　アリアが悲鳴を上げる。

　百川は膝ひざに手をついて立ち上がった。

　一人で廊ろう下かに出る。
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　廊下の闇やみの中で、百川は立ち止まる。

　左手を胸むねの前に広げた。

「……それにしても……どうしちまったのかな……俺……」

「百川？」

　彩がうしろにいた。

「……彩」

　百川は振ふり向き、光を内包した天使の瞳ひとみを見つめた。

「どうした？」

「うん。百川が一人で出て行ったから。──どうしたの？」

　彩はできるだけ明るい声を出した。

「べつに」

「なら、聞いてもいい？」

「なんだよ」

「どうして、死し霊りように殴なぐりかかるとき、天使脈動を発動させなかったの？　『結けつ晶しよう』も使わなかったみたいだけど」

「……べつに。使う必要もねぇと思ったのさ」

「ほんとに？」

　彩は戦ってわかった。あの『黒い人ひと影かげ』は、たいした敵てきではない。天使脈動さえ発動させていればつかむことはできたし、押おし飛ばせた。百川であれば、屍しかばねが姿すがたを現あらわす前に粉ふん砕さいできる相手だと思えた。

「ああ、悪かったよ。勘かんが狂くるった。おまえは強くなったな。もう立りつ派ぱに、大地で生きられる天使だと思うぜ」

「ううん……。そんなこと──ない。あたしは……百川が側そばにいてくれるから……」

「もう戻もどれよ。俺は、ちょっと瞑めい想そうの時間なんだよ」

「……うん」

　言われて彩は、大人しく部屋に戻る。

　百川は再ふたたび一人になった。

「チッ」

　舌したを打つ。

　百川は意い識しきを高め、掌てのひらに白はく透とう色しよくの燐りん──『純じゆん粋すいなる力の結晶』を発生させた。燐は、はらはらと掌からこぼれる。

「なんだよ、ちゃんと出るじゃねぇか」

　百川は身み構がまえる。

「よし──」

　さらに意識を高め、左ひだり腕うで全体に『結晶』を発生させた。

　そして、十分に力を溜ため、

　豪ごう斧ふの拳こぶしを闇に向けて打ちこんだ。

　しかし……

　さっきは出なかった。

　いつも『結晶』は、意識して発生させているわけではない。闘争本能の高ぶりが自然に生み出していた。

　天使脈動も同じである。意識せずとも戦えば勝手に働く。

　芹也と奈生は、幸いにも百川の油断だと感じてくれていた。

　だからほっとしたが、まさか彩が気づくとは。

　言うわけにはいかなかった。

　死霊を殴ったとき、百川はいつも通りだった。天使脈動を発動させて、『結晶』の力で殴ったつもりだった。

　なのに、どちらも出なかったなんて。

　と、突とつ然ぜん、『結晶』を発生させた左腕に激はげしい痛いたみが走った。

　ビクンと大きく痙けい攣れんする。

　ただの痛みではなかった。

　筋きん肉にくに亀き裂れつが走って、神しん経けいが弾はじけて──

　まるで、ガラス細工かなにかのようにパリンと割われてしまったかのようだった。

「な──」

　百川は廊ろう下かに両りよう膝ひざをつき、苦く悶もんの表ひよう情じようで左腕を押さえた。

　歯を食いしばって嗚お咽えつがこぼれるのに耐たえる。

　声を出せば、彩が戻ってくる。

　体が万ばん能のうの機械でないことは百川も理り解かいしている。無理に使いつづければ、いつかは壊こわれるときがくる。

　世界最強といわれた天照でさえ、そうだった。

　彼女は、百川たちが幼よう年ねん期を過すごした天使たちの学院『高天たかまが原はら』を守るために強い力を使いつづけ、力を喪そう失しつさせていった。そして、最後には、〈天使殺し〉と呼よばれた人間の手によって殺された。

　天使脈動とは、無む限げんに湧わき出でる奇き跡せきの力ではなく、自らの生命を削けずって発動させる有限の力なのだ。

　百川は今いま更さらながらそのことを理解する。

　激げき痛つうの中で、天照の背せ中なかを思い出した。

　彼女は、百川に決して弱い自分をさらすことなく最後まで戦った。

　彼女は最後まで、強く在あった。

　だから百川も、弱い自分などさらすわけにはいかなかった。

　やがて痛みは引いた。

　引いてしまえば、先ほどまでの痛みは、なんだか錯さつ覚かくのようにも感じる。

　本当に錯覚なのかも知れなかった。

「へ……」

　百川は口元を歪ゆがめて笑うと、軽く左腕を振ふった。

「たいした問題じゃねぇさ」

　なんでもない素そ振ぶりで、部へ屋やに戻る。
















　第三章　怒気
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　リビングで雑ざ魚こ寝ねした一行は、翌よく日じつ、アリアが準じゆん備びしてくれたトーストと牛ぎゆう乳にゆうとベーコンエッグで朝食を摂とる。食しよく卓たくにはツナサラダもあった。久ひさしぶりの現げん代だい食しよくに奈な生おと百もも川かわは手をあわせて喜ぶ。腹はら一いつ杯ぱい食べて家を出ると、とっくに太陽は昇のぼっていて、港町は原色の光に覆おおわれていた。

　一行は、アリアの案内で入り組んだ路地を歩き、丘おかの麓ふもと──港へと向かう。

　アリアのクルーザーを見に行くのだ。

　外洋船が停てい泊はくする中央港ではなく、漁民が使う小さくて寂さびれた港の方である。

　……それにしても。

　芹せり也やは、前を歩く百川とアリアと奈生を見て思う。

　百川は銀ぎん髪ぱつを陽ひ射ざしにさらしている。

　べつにいいんじゃない？　とアリアがあっけらかんと言ったからだ。

　芹也としては気が気でないが、今のところ騒さわぎにはなっていない。

　もちろん、すれちがった人間の大半は振り返るが……。

　……それにしても。

「なあ先生。先生は学校でなにを教えてたんだ？」

「私？　数学よ」

「数学？」

「百川はバカだなあ。数学っていうのは、算数の難むずかしいやつのことだよ」

「テメェ、奈生！　俺を心の底からバカにしやがっただろ今！　この野や郎ろう！」

「うわー！　百川がいじめるよお、先生ー！」

「こら、もも君。女の子に暴ぼう力りよくをふるっちゃダメでしょ」

「って、そいつのどこが女の子だよ！　って奈生！　テメェ今、先生の陰かげからべーとかやりやがったなべーとか！　本気でぶっ殺してやる！」

「うわー！　殺されるよお先生！」

　茶色に染そめた三つ編あみをなびかせ、奈生はアリアのまわりを逃にげ回る。

「こら、もも君！」

「いて！」

　アリアに頭を叩たたかれて、うめく百川は怒いかりながら笑っている。

　陽の下で見るアリアは、やつれた体たい軀くとくすんだ土色肌はだこそ変わらずだが、快かい活かつな態たい度どと明るい声がそれらを覆い包んでいる。スラックスとワイシャツでパリっと決めた姿すがたもよく似に合あっていた。赤毛の髪かみは、軽く結ゆい上げてある。

「へへーん。叩かれてやんのー」

「……おまえらなあ」

　芹也は呆あきれて、短く刈かった銀髪を指で搔かいた。

　天使は日焼けをしない。

　陽射しの中ではしゃぐ百川と奈生の肌は、新雪のように煌きらめいていた。

「ねえ、芹也」

　となりを歩いていた彩さいが、静かな声で言った。

「ん？」

「──どうする、これから」

「ああ……。そうだな……」

　本当に、奈生も百川も人に『決めること』を押おしつけて、よくもまあ吞のん気きではしゃいでくれるものだと思う。

　ただ、芹也はそのことで二人を責せめる気はなかった。

　奈生はそれでも、物ぶつ資しや金きん銭せんの調達を手て際ぎわよく行って旅を支ささえている。

　百川はそれでも、体を張はって戦っている。

　三人にはそれぞれの役やく割わりがあって、『決めること』は芹也の役割だった。しかし、芹也はこれまで常つねに正しい選せん択たくをしてきたわけではない。振ふり返れば、選択肢しは他ほかにあったと後こう悔かいすることも多い。正直、自分の無力を感じてばかりだった。百川と奈生は、それでも自分を信じてくれている。

　信じてくれているから、様々な現実に直面しても明るさを失わず行動の瞬しゆん間かんを待ってくれるのだろう。

「そうだな……」

　路地を抜ぬけて漁港に入ったところで、芹也はふと立ち止まった。

「どうしたの、芹也？」

「ん──。ああ……。いい友達を持って、俺おれは幸せだなって思ってね。あいつらとじゃなければ、多分、『高天たかまが原はら』を滅ほろぼされて、香港ホンコンに隠かくれて、ここまで生きてはこれなかったかなって──さ」

「三人は、本当に、すごく素す敵てきだと思うよ」

「ありがとう──。彩も、もう俺たちの家族なんだから、なにかあったら一人で悩なやまないで相談してくれよ」

「……ごめんね」

「彩」

　元気なくうつむいた少女に、芹也はおどけた声で言った。

「どうして彩が謝あやまったか俺にはわからないけど、なにがあっても、俺たちに謝る必要なんてない。そのことも忘れないでくれ」

　本当はわかっている。どうして、彩が謝ったのか。

　彩は、自分が三人を過か酷こくな旅に巻まきこんだ──と思っているのだろう。

　芹也は、あえてわからないふりをした。

「……ありがとう、芹也」

　心の底にまで届とどくような深い眼まな差ざしで、彩が芹也を見つめた。

「いや──」

　美しい瞳ひとみにドキリとして、芹也は顔をそらす。

「おーい！　二人とも早く来い！」

　桟さん橋ばしに止められたクルーザーのフライングブリッジから百川が手をふる。三〇メートルは離はなれた場所だ。

「走ろうか、彩」

「うん」

　芹也と彩は、走って三人の元に向かった。

　古い漁船ばかりの中で、一台だけのクルーザーは一ひと際きわ目立っていた。

　百川と奈生はクールザーのデッキで遊んでいる。どうやらまた喧けん嘩かしているようだが芹也は無む視しした。

「どう？」

　桟橋にいたアリアが、自じ慢まんげに腰こしに手を当てた。

「……本当に新型ですね」

「燃ねん料りようはたっぷり積めるから、外洋にも出られるわよ」

「はい──」

　一体、アリア・ベイジングとは何者なのか。芹也は訝いぶかしむ。『鉄てつ槌つい』以降に建てられた家に住み、クルーザーを所持し……。

　教きよう師しの生活レベルではない。まるで富ふ豪ごうか貴き族ぞくだ。

　ただ、当の本人は、その『おかしさ』を自覚していないのだろう。

　芹也の訝しむ視線にさらされても、

「なに、芹也君？」

　きょとんと首を傾かしげた。

「いえ……。でも、いいんですか本当に……。こんな船をくれるなんて──」

　と、そこに、

「──大変だ！　大変だぞみんな！　海かい賊ぞくだ！」

　大声で叫さけびながら、手に斧おのを持った若わかい水夫が走ってきた。

「もうわかってるよ海賊は」

　やることもなくたむろっていた漁民の一人が、うんざりと手を振った。

「ちがうんだ！　奴やつら、とうとう港に来やがったんだ！」

「──芹也」

　彩がリーダー格かくの理知的な青年を顧かえりみた。

　波は止と場ばに駆かけ戻もどったアリアが、なにも言えないでいる漁民たちにかわって、

「どういうこと!?」

「……ベイジングさま。どうしてこんなところに──」

「いいから、なにがあったの？」

「はい。海賊どもが、おまえらが海に出ないからこっちから来てやったと中央港に押し寄よせてきたんです。今、みんなで威い圧あつしていますが、もっと数がないと──」

「ナイアートもいるのね？」

「……はい」

　ためらいがちに水夫はうなずいた。

　アリアは身を翻ひるがえすと、迷まよわず町の方に走った。

「みんなも早く来てくれ！」

「あ、ああ……」

　水夫に促うながされて、漁民たちも走る。

　クルーザーのデッキから身を躍おどらせた奈生と百川が、ふわりと桟橋に降りる。

「話が進んだみたいだね」

　背せ中なかに手を組んだ奈生が、丸みを帯びた白はく貌ぼうで涼すずやかに微笑ほほえんだ。

「のこのこ砦とりでから出てきやがったか。バカがよ」

　百川は掌てのひらを拳こぶしで叩たたくと、海に浮うかんだ緑の島々を見つめた。

　尖とがった吊つり眼めに危き険けんな光が滲にじむ。

「行こう！」

　芹也を先頭に、四人はアリアの後を追った。
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　中央港には大おお勢ぜいの男たちが集まっていた。手に武ぶ器きを持って、港に横づけした海賊船と対たい峙じしている。ざっと三〇〇人はいた。

　海賊は、甲かん板ぱんの縁へりから町の人間をニヤニヤと見下ろす。

　こちらの数は五〇人ほど。数では劣おとる海賊だが表ひよう情じようには余よ裕ゆうがあった。

　港にいた水夫の一人が叫んだ。

「出て行け海賊ども！　おまえらは、どれだけ俺たちを苦しめれば気が済すむんだ！　俺たちだって、どこまでもおまえらを恐れてばかりだと思うな！　これ以上メチャクチャなことをするなら──」

「おい」

　水夫の言葉を遮さえぎって、甲板の手すりに色白な青年が立った。腰こしまでの貫かん頭とう衣いに、だぶついたズボン。腰こし紐ひもには拳けん銃じゆうが差されていた。

　バランスを崩くずすことなく仁に王おう立だちで腕うで組ぐみし、にやついた笑みで水夫を見下ろす。額ひたいに巻まいたバンダナが金きん髪ぱつを逆さか立だてていた。顎あごの尖った細ほそ面おもてだが、眉まゆを額に吊り上げた歪ゆがんだ表情に優ゆう雅がさはない。

　海うみ沿ぞいの道からアリアを追い抜ぬいて港に躍り出た百川は、一目でそいつが人間ではないと理り解かいできた。

　何な故ぜなら、足を揃そろえたそいつは宙ちゆうに浮いた。

「まちがいなく、あれがナイアート・ソルクだな」

　芹也が厳きびしい眼で見み据すえる。

「おい」

　ナイアートは、帰れと叫んだ水夫に空中から狂きよう気きの眼まな差ざしをぶつけた。

「俺はな、ここの兵士どもを一人で殺したんだぜ？　強つえぇんだよ。この強ぇ俺が、おまえらクズをどうしようが勝手だろう？　なあ、おい。偉えらそうなこと言ってる割わりには足がたつかせやがってよ。震ふるえてんじゃねぇよクズがよ！」

　水夫は言い返せない。怒ど鳴なられたことで震えが全身に及およんで、もはや手に持った斧を支ささえるだけで限げん界かいだった。

「……て、天使が……。やっぱりおまえは天使だったんだ……」

　それでも水夫は、どうにかつぶやいた。

「ああ、俺は天使さ。おまえらに殺された親父おやじの子さ。おまえらは、天使の親父がいると町に不ふ利り益えきが出るってんで、嵐あらしにかこつけて親父を殺したんだよな？　おい、俺はちゃんと知ってるんだよ。おまえらが、一いつ緒しよに俺も殺そうとしたってこともな。だから俺にはおまえらをいたぶる権けん利りってもんがあるのさ。なあ、そうだろ？　俺は正しいことを言っているよな、みんな？」

　ナイアートが、背はい後ごに控ひかえた海かい賊ぞくたちに同意を求める。

　海賊たちは一いつ斉せいに奇き声せいを上げた。

　港に集まった人間は、恐きよう怖ふに打ちのめされて帰れと叫さけぶことすらできない。

　すでに町の兵士は、全員がナイアートに殺されているのだ。ナイアートの強さは身に染しみているのだろう。

「あーあ」

　奈生が頭を搔かいて、うんざりと、

「──なんか、あの子を敵てき視しできない自分がいるのが微び妙みように悲しいよ」

「ったく……。どうしたものか」

　芹也は腕組みして、とりあえず遠間から様子を窺うかがった。

「どうするって……」

　彩が信じられないという顔つきで、すぐに動こうとしない芹也と奈生を見た。

「ねえ！」

　百川ならと思って、彩は百川に顔を向けた。

　百川はつぶやく。

「一体、どっちが本当なんだろうな……。あいつの言っていることと、町の連中が言っていたってことと」

「どっちって──。そんなの決まってるよ！」

「町の人間が正しい、か？」

「うん、だって」

「でも、俺は人間どもに家を焼かれて、家族を殺されて──。挙あげ句くに連中は俺の大切な人をゲームのボスキャラ扱あつかいしやがったぜ？　人間は天使のことを、所しよ詮せん、その程てい度どにしか考えてねぇんだよ。人間どもは、自分ら以外の生き物をすべて食いもんかペットとしか見てねぇんだからよ実じつ際さい」

「──そんな。ならどうするの、今は？　見てるの、ここで？」

「ナイアート！」

　ようやく駆かけつけたアリアが、ゼェゼェと息を切らしながらも叫んだ。

「……ナイアート。……もうやめなさい」

　体力が限界に来ているのだろう。

　よろめいた足取りで、アリアは騒さわぎの中心に向かう。

　ナイアートの歪ゆがんだ眼差しがアリアを捉とらえた。

「よう、先生。あんた、まだ生きてたのか。しぶといねぇ」

「もうやめなさい、ナイアート……。貴方あなたの苦しみは理解できるけど、でも、こんなことをしてなんになるの？」

「なんに？　復ふく讐しゆうに決まってるだろうが！　俺ぇはな！　あの日から、この身体に流れる親父の血に目覚めて強くなったんだよ！　強く！　強く強く！　だから俺は、もうなにをしてもいいんだよ！　強いんだからよ、なあ!?」

　再ふたたび背後に同意を求めるナイアート。海賊たちは歓かん喜きで応こたえる。

　アリアは、血の気の失うせた顔で必死に訴うつたえた。

「ちがう……！　ナイアート気づいて……！　貴方は逃にげているの！　貴方の心の傷きずはそんなことじゃ癒いえない──」

「うるせぇ！」

　拳けん銃じゆうを抜き、ナイアートはためらいなくトリガーを引いた。

　銃口の先にはアリアの額があった。

　アリアに回かい避ひする術すべはない。

　彩には弾だん丸がんが見えた。だけど、体が即そく応おうするには至いたらなかった。叫ぶことすらできない一いつ瞬しゆんの出来事だった。

「──くだらねぇな」

　アリアの前に立ちはだかった百川が、弾丸を掌てのひらで握にぎり止めた。

　掌を開く。

　乾かわいた音を立てて、足元に弾丸が落ちた。

「百川……」

　彩は呆ぼう然ぜんと百川の背せ中なかを見つめた。

「べつに、ここの人間どもがどうなろうが知ったこっちゃねぇけどよ。そういえば俺おれらには目的があった」

　百川はズボンのポケットに手を入れ、ナイアートと同じ高さにまで浮ういた。

「天使……。また……天使が出た……」

　町のだれかが絶ぜつ望ぼうした声でつぶやく。

「──テメェらは、邪じや魔まだぜ」

　百川は、斜しやに構かまえた態たい度どで金きん髪ぱつの海かい賊ぞくを睨にらみつける。

　その研とぎ澄すまされた天使の双そう眸ぼうに、一瞬、ナイアートは息を吞のんだ。

　海賊たちの歓声が止やんだ。

「なあ、おい？」

　百川はナイアートの真ま似ねをして芹也と奈生を顧かえりみる。

　友人の冷たく冴さえた微び笑しように、芹也は苦笑した。百川が真に鬼おにと化すのは、怒いかりに吼ほえたときよりもそんなときだ。

「……とりあえず、うしろの連中は俺たちでなんとかしようか」

　あまり乗り気ではない様子で、奈生は息をつく。

「ああ……」

　芹也は海賊船のデッキを見上げる。純じゆん粋すいに疑ぎ問もんが湧わき上がっていた。

　どうして自分が人間のために戦うのか。

　多分、奈生もそうなのだろう。

　だってそうだ。

　芹也は人間と戦って、ここまで生きてきた。

　人間は天使を殺す。芹也たちの存そん在ざいは、人間の社会で認みとめられていない。なにをどうしたところで犯はん罪ざい者なのだ。

　芹也は、無む駄だに人間と争いたいとは思わない。

　できるだけ不ふ干かん渉しようでいたかった。

　人間の家族や家──平和な空間を破は壊かいする気はなかった。

　しかし、それは、人間のために体を張はることには結びついていない。あくまで、俺も構わないからおまえも構わないでくれ、という気持ちだ。

　答えを求めて芹也は、斜ななめ上空の百川に顔を向けた。

　すでに友人は海賊に視し線せんを戻もどしている。

　……理り屈くつの問題じゃないか。

　過か去こはともかく、心しん情じようはともかく、見み捨すてておける事態ではなかった。だからここまで走ってきたのだ。

「──なんだおまえ？」

　突とつ然ぜん現あらわれた天使に、ナイアートが唸うなり声を発する。

「天使さ」

　百川は不ふ敵てきに言う。

「テメェとちがって、本物のな」

「なんだとおい──。この俺が偽にせ物ものだとでも言いたいのか？」

「半人なんだろ、テメェは」

「半人だと？　この俺が半人だと!?　なんだそりゃ！　半人ってなんだ半人って！　俺は半分だけの存在ってことが言いたいのかおまえは！」

「いいから来いよ」

　ポケットから出した右の手で、くいと百川はナイアートを招まねいた。

「舐なめやがって──。いいぜ、ならやってやる。おいみんな！　もういいからこの町メチャクチャにしてやろうぜ！　みんなぶっ壊こわして、なにもかも奪うばって、二度と笑っていられないようにしてやれや！」

　ナイアートの金切り声に答えて、海賊たちが一いつ斉せいにデッキから飛び降おりた。

「ひゃーはっはっはっ！　まずは偉えらそうに叫さけんだおまえだぁぁぁ！」

「う……うわぁぁ！」

「──人間を助ける、か」

　水夫の前に飛びこんだ芹也が、スキンヘッドの大おお柄がらな海賊が振ふるった鋼はがねのハンマーを片かた手てで受け止めた。

「早く逃にげて！　ここはあたしたちがなんとかするから！」

　尻しり餅もちをついた水夫を彩が助け起こす。

「というわけなんで、まあ、お兄さんたち、まずは俺と遊んでもらえるかな」

　殺気立つ海賊に向かって、奈生が涼すずやかに微笑ほほえむ。

「天使の女……」

　ブーツとショートパンツから覗のぞいた白しろ肌はだの美び脚きやくを見た海賊の一人が、ごくりと息を吞んだ。長い三つ編あみを腰こしにまで伸のばしたスレンダーな奈生は、売れば二年は遊んで暮くらせそうな上玉の天使の少女に見えた。

「こりゃ、すげぇお宝たからだなぁ。げへへ」

　五人の海賊が、手に剣けんを構え、下げ卑びた笑えみを浮うかべて奈生ににじり寄よった。
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「この野や郎ろうがよぉぉぉぉ！」

　一〇メートル以上の距きよ離りを瞬しゆん速そくで飛来し、ナイアートが百川に襲おそいかかる。

　振りかざした拳こぶしで百川を殴なぐった。

　が、振りきった拳の軌き道どうに銀ぎん髪ぱつの天使はいない。

「おい」

　声。百川は軌道の外側にいた。

「テメェ──！」

　ナイアートは即そく座ざに反はん応のうして拳を振るうが、今度は後方に下がることで百川はやすやすと攻こう撃げきを躱かわす。ナイアートは休まなかった。金切り声と共に百川を追う。金髪と瞳ひとみに輝かがやきが増ますのを見て百川は言った。

「まあ、半人にしちゃ、よくやる方だと誉ほめてやるよ」

「──なにぃ」

「だがな──」

　次の瞬間、ぶつかってきた衝しよう撃げきの正体がナイアートにはわからなかった。

　ナイアートは大きく吹ふき飛んだ。

「──だがな、天使はそんなもんじゃねぇんだぜ、半人」

「……な、舐めやがって」

　ナイアートは胸むねを押おさえてむせた。かろうじて墜つい落らくだけは避さける。

　右手で殴られた──のだろう。

　百川の左手は、まだポケットに入ったままだった。

「があああぁぁぁぁ！」

　全身に力をこめ、虚こ空くうに吼ほえることでナイアートはダメージを振り払はらった。その後で左手を前に突つき出し、掌を開いた。

「いいぜわかったよ。俺の本当の力を、おまえに見せてやる」

「ああ、見てやるよ」

　ナイアートがなにをする気なのか、百川にはわかる。

　ナイアートが左手に浮かばせた光の玉は──タリスマン。天使脈動を集束し、ひとつの形として具象化するために手てつ甲こうの魔ま道どう回路から生成させた神しん秘ぴの宝ほう珠じゆ。ナイアートは激はげしい雄お叫たけびを上げてタリスマンに自らの力を注ぐ。

「来いよ」

　百川は身構え、ナイアートの発動力に備そなえた。

　タリスマンの輝きが増す。

　集束された力を握にぎり潰つぶすことで解とき放ち、ナイアートは叫んだ。

「──発動力、重幻視トリプルビジヨン！」

　ナイアートの体が三つにぶれた。一体が左から、一体が右から、一体が中央から百川に襲いかかる。

「百川！」

　悲鳴に近い彩の声。

「おう！」

　百川は即応した。真上に跳とぶことですべての攻撃の軌道からずれた。

　休まずナイアートは、下から百川に殴りかかる。

　百川は、ひとつの拳を腕うでで受け流し、ひとつの拳を受け流した腕の拳で叩たたき、最後の拳は首をひねることで躱す。百川は連続した動きで一体の肩かたに手を乗せ、ひょいと身を返して靴くつ先さきから上空に跳はね飛んだ。

　そのアクロバットによって、ナイアートは一瞬、百川の位置を失う。

　すぐに上空だと気づいて顔を上げる。

　横に並ならんだ三体が、同じ動きになる。

　百川の左手にはタリスマンが浮かんでいた。

「行くぜ！」

　叫さけび、百川は集中力を高めた。

「──我わが内に満ちる奇き跡せきよ。我が内に満ちる可か能のう性せいよ。今こそ力となり、我が声に応じて発動せよ」

「……クッ」

　高められた力を前に、ナイアートはわずかに攻撃に出で遅おくれた。

「こっ、この野や郎ろうが──」

　再ふたたび三方にわかれて襲おそいかかろうとした刹せつ那な、百川は掌てのひらに浮うかび上がっていたタリスマンを握ることで砕くだいた。

「爆砕拳ブラストアーム！」

　光をまとった拳こぶしが、恐おそるべき速度と破は壊かい力りよくでナイアートに迫せまった。

　戦せん斧ぷの如ごとき一撃で三体共を殴なぐられ、ナイアートの発動力は解けた。

　ナイアートは吹き飛ぶ。

「おい、こんなもん三分の力でもねぇぜ？」

　事実だった。

　眼がん前ぜんに寄った百川が、ぎらついた瞳でナイアートを見つめる。

「おまえ、強いんだよな？」

　百川は軽々と左手でナイアートの首をつかんだ。

「く……そぉ……」

　ナイアートは必死に引き剝はがそうとするが、筋きん肉にくが浮き立っているわけでもないのに細い白しろ肌はだの腕はぴくりとも動かない。

「おい？　なあ？」

「………」

　百川の双そう眸ぼうには、自分を遥はるかに超こえた狂きよう気きと怒ど気きがあった。

　ナイアートは恐きよう怖ふを感じた。

　殺される。

　そう思うと、全身が激しく震ふるえた。

「おい？　びびってんのか？　おい！　びびってんのかテメェはよ！　この──天使くずれの半人が！」

　左手一本で、百川が海かい賊ぞくを港の石いし畳だたみに投げつける。

　力ちから任まかせだった。

　激げき突とつの衝撃で石畳が砕け散る。大きくバウンドしたナイアートは、割われた石畳の脇わきに頭から落ちた。

　降おり立った百川が、倒たおれて動けないナイアートを見下ろす。

「おい」

　百川は容よう赦しやなくナイアートの腹はらを蹴けった。

「おい！　おい立てよ！」

　一発、二発。

　蹴られる度たびにナイアートの体は浮き上がり、鈍にぶく低い音が響ひびいた。

　ナイアートは、もう動けなかった。痛いたみよりも恐怖に震えていた。

「もういい！　もういいから、もも君！」

　アリアが倒れるようにしてナイアートの上に覆おおい被かぶさる。

　百川は驚おどろいて足を止めたが、わずかに間にあわなかった。

　弱い力ながら、アリアの横腹を蹴ってしまう。──弱い力でも、人間の女には強すぎる衝撃だった。

　……の、だろうか。

　百川は、アリアにどれだけのダメージを与あたえたのか判はん断だんできなかった。

　少なくとも、怪け我がをさせるほどではないと思った。

　が、

　アリアが口から一ひと塊かたまりの血を吐はいた。

「──もういい。──もういいから」

　必死に言う。

「……先生」

　百川は怒気を沈しずめた。

　あわせて、まわりでも戦せん闘とうは終わった。芹也と奈生と彩が、襲いかかってきた海賊をことごとく打ち倒した。死者は出ていない。気き絶ぜつした者もいれば、腹や胸むねを押おさえてうめいている者もいた。

　あまりにあっけなく海賊は戦闘能のう力りよくを失った。

　ロアンは守られたのだ。

　だが……。

　人と敵てき対たいする存そん在ざいの圧あつ倒とう的な強さを遠とお巻まきに見ていた町の人間から、勝利の歓かん声せいが起こることはなかった。

　かわりに、べつの音が轟とどろいた。

　銃じゆう声せいだった。

　力を抜ぬいたところでうしろから左ひだり腕うでを撃うたれた百川が、ゆっくりと振ふり返る。

　もう一発。

　今度は正面から百川は腹を撃たれた。

　次の弾だん丸がんが頰ほおを掠かすめた。さらに放たれた四発目が左の腿ももに当たる。

「て、天使が──」

　芹也と彩が助けた水夫が、両手で拳けん銃じゆうを構かまえていた。

　正せい規き品ひんではないが、中口径の拳銃だった。

「なんだよ、おい？」

　血の流れた左腕に手を添そえ、百川は怒るでもなく静かにたずねた。

「天使が……。俺おれたちの町を、これ以上好きにさせてたまるかぁぁぁぁぁ！」

　水夫は絶ぜつ叫きようした。

　躍おどり出た彩が百川の前で両腕を広げた。

「待って！　待ってよ！　なんでそんなことをするの!?　あたしたち、みんなのために海賊と戦ったのに！　どうして百川に銃を撃つの!?」

「俺たちが貴き様さまらのせいで、どれだけ今まで苦しめられてきたと思っているんだ！　どうせおまえらだって同じだ！　なあ、みんなそうだろう？　今の内に殺しとかなきゃこいつらだって俺たちを苦しめるんだ！」

　水夫は聞く耳を持たない。うしろに控ひかえていた町の人間に同意を求める。

「彩」

　百川が皮肉に満ちた声で言った。

「聞いただろ？　こいつらは人間なんだよ。いいよな。大おお勢ぜいいて、自分らの正せい義ぎを合唱できるんだからよ」

「うるさい！　同じなのは貴様ら天使の方だ！　この魔ま物ものが！」

「……そんな」

　彩は、水夫の血走った目にうろたえた。

　町の人間が、水夫の叫さけび声に押おされてにじり寄よってくる。手に持った武ぶ器きが、陽ひ射ざしにぎらめいた。

　彩のとなりに芹也と奈生が並ならぶ。

「逃にげよう」

　芹也は言った。

　彩は振り向き、

「どうして!?　あたしたち悪いことをしたの!?　どうして逃げるの!?」

「仕方ないよ、彩。俺たちは、だって天使だもん」

「奈生……。なんで、そんなにいつもみたいにケロリとしているの？」

「だって俺、天使だしね。──百川、飛べる？」

「これくらいたいしたことねぇよ」

　会話を聞いた水夫が叫ぶ。

「みんな、こいつら飛んで逃げる気だ！　銃を構えろ！　撃うち落とせ！」

「──やめなさい、ボレフ」

　膝ひざに手をつき、よろめきながらもアリアが立ち上がった。

「貴方あなたの正義感はわかるけど、この子たちは町の恩おん人じんでしょう？　いつからロアンの人間は恩義を忘れたのかしら」

「しかし……！　こいつらは──」

「ちがう？」

　アリアは優やさしく問う。水夫はバツが悪そうに顔をそらした。

　アリアは町の人間に顔を向けた。

「……みんなも、なにを勘かん違ちがいしているの？」

　あくまで穏おだやかだが、アリアの眼めには町の人間を消しよう沈ちんさせるだけの強さがあった。アリアは口にこびりついていた血をハンカチで拭うと、血色のない死人じみた顔でそれでも明るく百川に微笑ほほえんだ。

「歩ける、もも君？」

「あ、ああ……。俺は天使だぜ？　このくらいで死にゃしねぇよ」

「天使はタフなもんね。その意味では、すごい羨うらやましいわ」

「先生こそ……。あの……さっきはごめん」

「気にしなくていいわよ。この血は、べつに君に蹴けられたせいじゃないから」

「って──」

「私もドジでね、倒たおれたときに口の中を切っちゃったのよ。それだけ。だからもう全然止まってるでしょ？」

　と、ここで、人の輪から出てきた壮そう年ねんの男が、とにかく海かい賊ぞくを縄なわで縛しばり、牢ろうに入れてはどうかと提てい案あんした。

「そうね。……ナイアートのことも、よろしくお願いするわ」

　町の人間が海賊の拘こう束そくにかかる。

「帰りましょう。もも君には手当てが必要よね」

　アリアに促うながされ、一行は歩いて港を出た。
















　第四章　道
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　水みず飛沫しぶきを飛ばし、クルーザーは海を走っていく。遠くまでつづいた海面の白い軌き跡せきを見つめながら、彩さいは後部デッキに体たい操そう座ずわりでしゃがんでいた。長なが袖そで、長ズボン、帽ぼう子しこそかぶっていないがリュックは背せ負おっている。

　となりに寝ね転ころぶ奈な生おは、アリアが用意してくれた水着を穿はき、上半身にはパーカーが布ふ団とんがわりに掛かかっている。

　気持ち良さそうに口元から力を抜ぬき、涼すずやかに眠ねむっていた。

「……ほんと、女の子みたい」

　奈生の可愛かわいらしい寝顔に、彩は小さく笑った。

　海賊を撃げき退たいした翌よく日じつ。

　晴れた空の下、真っ白なクルーザーに乗って一行は海に出た。

　操そう縦じゆうするのはアリア・ベイジングである。

　室内に眼めを向ければ、サロンごしのブリッジに座ったアリアと芹せり也やが、なにやら熱心に言葉を交かわしている。

　……鐘かねを探さがす手掛りが、なにか見つかったのかな。

　彩は思うが、聞きに行くことはしない。

　また視し線せんを後方に戻した。

　あれから──

　アリアは何事もなかったように彩たちを家に連れ帰り、酒を飲むと、ふらついた足取りで家を出て行った。そして夜、何事もなかったように帰ってくると、一行の短期滞たい在ざいが許きよ可かされたことを教えてくれた。

　多分……ううん……

　まちがいなく、アリアが自分の立場を悪くしても住民を説得したのだ。

　それくらいのことは彩にもわかる。

　だからこそ、芹也と彩は鐘探しに協力することを申し出た。

　海かい賊ぞくたちは牢ろうに入れられた。ナイアート・ソルクという天使と人間の子も、天使脈動を封ふうじる拡かく散さん因いん子しの鎖くさりで身み柄がらを拘こう束そくされた。死界島の砦とりでには、昨日きのうの内に武ぶ装そうした町の人間が乗りこんだ。

　海賊は壊かい滅めつしたのだ。

　でもまだ、夜に死し霊りようは出る。

　港町の問題が解かい決けつしたわけではなかった。

　彩は、自分になにかができるのなら、たとえ嫌きらわれているとしても、人間の助けになりたかった。

　少なくとも天使なら、死霊と戦うことができる。

　元々、天使は、『魔ま物もの』から人間を守るための存そん在ざいだった。

　今となっては、本当に──

　昔のことだけど──

　彩は体操座りのまま、うしろを振ふり返ってフライングブリッジを見上げた。

　屋根の上にある見晴らしのいいブリッジには百もも川かわがいるはずだった。

　百川は、一体、なにを思うのだろう……。

　考えて、彩の心は痛いたむ。

　あれから──

　水夫に撃うたれ、体を血に染そめた百川は、いつも通りだった。

「油断しちまったなあ」

　と、ゲームで負けた程てい度どのことのように笑い、アリアの家で手当てを受け、翌朝にはケロリとしていた。

　なんでもない出来事だったのだろうか……。

　でもなら、どうして、一人になりたがるのだろう。

　奈生は百川にちょっかいをかけようとしない。

　芹也は自分の仕事をしている。

　だから一いつ層そう、彩は、百川が普ふ段だん通りではないのだと理解できる。

　……あたしは、どうしたらいいんだろう……。

　声をかけて、百川に聞きたかった。

　辛つらいの？

　と。

　でも……。

　百川が辛いと言ったら、どう慰なぐさめればいいんだろう……。

　それが、彩にはわからなかった。

　あのとき──グランド・テーブルの『園その』から逃にげ出したとき──黒い翼つばさの〝彩〟を生み出したことで自じ暴ぼう自じ棄きになっていた彩の心を、百川は癒いやしてくれた。なのに彩には彼の心を癒す術すべがない。

　だから一人で、膝ひざに顎あごを載せて海を見つめる。

「……百川。……ごめんね」

　世間知らずにお嬢じようさまとして生きてきた自分のことを、こんなとき、彩はたまらなく惨みじめに思う。

「……あたしにも、もっといろいろなことができればなぁ」

「彩、いいことを教えてあげようか？」

　寝ね転ころんだまま、いつの間にか眼めを開けていた奈生が言った。

「……なに？」

「俺たち、彩のことが大好きだよ。だから百川も、きっと、いつも通りの彩がいてくれれば嬉うれしいと思う。俺、最初に会ったときの、いきなり服を買って来いとか言ってた元気な彩のこと好きだったなあ」

「ありがとう……」

　思いやりに応こたえるために彩は微笑ほほえんだ。

　無む邪じや気きにわがままを言っていた頃ころの自分は、もう思い出せない。

　一体、あの頃の自分は、なにを考えていたのだろう。

　もう何年も昔のことに感じる。

　いつの間にか笑えなくなってしまっている自分に、彩は今いま更さらながら気づいた。

　みんなの好きな自分。

　それは、一体、どんな自分だったのだろう……。

「もちろん、今の彩も大好きだよ」

　奈生は付け加えてくれた。

　ふと気になったことを彩はたずねる。

「ねえ、奈生」

「ん？」

「奈生は、タリスマンを使わないの？　百川と芹也が使うのは知っているけど」

「ほら」

　奈生は左手の甲こうを彩に見せた。手の甲には薄うすい銀色の模も様ようが刻きざまれている。タリスマンを発生させるための魔道回路だ。

「使えるんだよね……」

　刻まれていることは、とっくに知っていた。

「うん」

「使わないの？」

「さあ、どうだろ。俺は、俺の力、あんま好きじゃないし、機会があったらかなあ」

　と、そのとき、室内につながったガラスドアが開いた。

　水着にパーカー姿の芹也が出てきて、

「昼飯にしようか。──おい百川！　昼飯を食うから降おりてこい！」

「りょーかい」

　上から百川のいつも通りな声が聞こえる。

　百川が梯子はしごから降りてくるより早く、彩はサロンに入った。

　顔をあわせづらくて、つい逃げてしまった。

「はぁ……」

　彩がうなだれてため息をつくと、

「どうしたの？」

　手に大きな皿を持っていたアリアが、面おも白しろそうに彩のことを見つめた。

　皿には、ボイルしたソーセージが山やま盛もりだった。

　皿をテーブルに置き、アリアはソファーに座すわる。テーブルには、食パンとレタスサラダとペットボトルジュースがあった。

「一いつ緒しよに座る？」

「あ、うん……。はい……」

　誘われて、彩はアリアのとなりにちょこんと小さく座った。

　アリアはボトルからウィスキーを飲み、

「リュック、絶ぜつ対たいに下ろさないのね」

　と笑った。

　彩は返事をしなかった。リュックの中には、白い翼つばさが隠かくされていた。

「もうひとつ、聞いてもいい？」

「……はい」

「みんな、彩のことを彩って呼よんでいるけど、苗みよう字じはなに？」

「はい……」

「なんていうのかな」

　彩は戸と惑まどい、小さな声で、

「緒お原ばら……」

　と答えた。

「そう。いい苗字ね」

　アリアは平然とウィスキーを飲みながら、

「緒原彩ちゃん──か。今は、旅の途と中ちゆうなのよね」

「はい……」

「どこに行くの？」

「ヨーロッパ……です」

「なにをしに？」

「人に……会いに」

「ふーん。いい旅をしている？」

　彩は黙だまった。

「──そっか。いい旅になるといいね。彩は、いくつだっけ？」

「……一五歳さいです」

「一五かぁ……。うん、人生まだまだこれからだね。いいなあ、若わかいねぇ。私なんてなにしてたかなぁ……一五歳の頃ころって。旅なんて夢ゆめのまた夢だったなぁ。旅の中で、素す敵てきな宝たから物ものが見つかるといいね、彩」

「あの──」

　うつむいていた彩が、ちらりと顔を上げた。

「ん？」

「昨日きのうの子は、どうなるんですか？」

「ナイアート？」

「はい……」

　アリアはナイアートのことを、一言も彩たちに語っていない。

　彩は、ずっと気にしていた。

「あの子は明あ日すの夕方、公開処しよ刑けいされるわ」

「そんな──。殺すの？　どうして……」

「極ごく重じゆう殺人犯、だからよ。それが、ガリア処しよ罰ばつ法ほうに則のつとった植民都市の機き能のう。仕方のないことなの」

「……天使だから、なの？」

「彩、私は貴女あなたたちのことが好きよ。ずるい言い方だけど、厳げん然ぜんたる事実を私に言わせないでほしいわ。これでも、限げん界かいまでがんばっているんだから」

「すいません……。じゃあ、あの──」

「ん？」

「お酒……そんなに飲んでいいの？　顔色が、昨日より悪くなってる」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。いつもこんなだから、私は」

「……でも。昨日、血を吐はいたのって、口を切ったからじゃないよね？　あたし、見ていたけど口なんて切っていなかったと思う」

「彩」

　ウィスキーをテーブルに置き、アリアはうつむいて息をついた。

　と、彩に顔を向けてにっこりと微笑ほほえむ。

「気のせいよ、それは」

「あー腹はら減へったぁ。お、いい匂においがするぞー。なんだよ今日の昼飯は」

「ソーセージ発見！　ロックロン！」

「あ、テメェ奈生！　ひとりで食おうとするなぁぁ！」

　対面のソファーに座すわった百川と奈生が騒さわがしくソーセージを食べる。パンとサラダには目もくれない。

　芹也は彩のとなりに座った。

「まったく。こいつらは」

「元気だよね」

　彩は、芹也と軽く笑みを交かわす。

「元気というより、ただのガキだ。みっともない」

　芹也はパンにバターを塗ぬり、レタスとソーセージを乗せた。マヨネーズをかけ、折りたたんで食べる。

　アリアは食事を摂とろうとしない。本当に、アルコールばかりだった。

「それで、どうなの？　鐘かねのことは、なにかわかった？」

　彩は芹也にたずねた。

「いや。とりあえず、海から陸の様子を見た程てい度どさ。洞どう窟くつでもあればと思ったが、そういうのはなかった」

「……夏の狭はざ間まっていうと……お盆ぼんかな。梅つ雨ゆじゃないよね」

　彩はフォークでレタスを刺さす。

　食しよく欲よくはないが、とりあえず口に運んだ。

「なんだろうな。海か死界島のどこかに、謎なぞを解とく手て掛がかりがあればいいが」

「島探たん検けんか……。よう、芹也。俺おれが行くぜ、それ」

「わかった。じゃあ、午後は二班はんに分かれよう。俺はこのままアリアさんと海を巡めぐって海中の調ちよう査さをするよ」

「二班に分かれる必要はねぇよ。島の探検は俺一人で十分さ。もうあの島にゃ海かい賊ぞくもいないんだろ？」

「彩。悪いけど、この男についてやってくれ」

「おい。なんだよそれ」

　百川が不満の声を上げた。

「百川、島には町の人間がいるんだぞ？　おまえ一人で行かせられるか」

「大丈夫だって。べつに喧けん嘩かしたりしねぇよ」

「向こうが手を出さなければだろ」

「──ちがうよ。喧嘩はしねぇ。約束する。なにをされたって俺は黙だまってるさ。大人しく殺されてやりゃいいんだろ」

　嘯うそぶいて、百川はペットボトルのキャップを開けた。

「百川！」

　テーブルを叩たたき、芹也は立ち上がった。

「──冗じよう談だんだよ。怒おこるなって」

「バカ野や郎ろう！　冗談にはな、言っていい冗談と悪い冗談があるんだぞ！」

「まあまあ。いいんじゃないの？　百川がそう言ってるんだから。いいじゃん、一人で行かせてあげれば」

「奈生──」

　芹也は顔をしかめて、短く刈かった銀ぎん髪ぱつの頭を搔かき、

「好きにしろ」

　仕方なくソファーに腰こしを戻もどした。

「だけど忘わすれるなよ、百川。おまえを見殺しにするくらいなら、俺がおまえのかわりに人間を殺してやる。天使と人間は戦争をしているんだ。敵てき国こくの人間を殺して処しよ罰ばつされる法が人間にあるか？　俺はな、絶ぜつ対たいに──」

「おい、柄がらにもないことを言うなって。冗談だって言ったろ。俺は、襲おそわれてもしっかり逃にげてくるさ」

「その言葉、絶対に忘れるなよ」

　芹也が、怒いかりの収おさまらない形相で百川を睨にらみつける。

　百川は肩かたをすくめ、

「しっかり調べてくるから安心しろって。気をつけることがあれば言ってくれよ」

　そうすると、芹也が細々と百川に注意を与あたえはじめた。百川はジュースを飲みながら大人しく話を聞く。

「午後は海に潜もぐってもらうから、よろしくね」

　アリアが、奈生と彩に笑った。

「ういうい～」

　奈生はお気楽に、次のソーセージを指でつまんで頰ほお張ばった。

「うにうに～」

　彩は、奈生の真ま似ねをして唇くちびるを横に広げた。正直、百川と二人で行かなくて済すんだことにほっとした自分がいた。

　だけど、あらためて決意を固める。

「あーもう！　なんか急にあたしもお腹なか空すいちゃった！　おーし！　ばりばり食べて午後はがんばるぞ！　おー！」

　フォークを振ふり上げ、勢いきおいよく皿のソーセージを刺す。

　自分の陽気さが大切な人の心を癒いやすのなら。彩にはがんばることができた。




　　　　２




　死界島は陸から一〇キロほど離はなれた沖おき合あいに位置する、周囲を切り立った崖がけで覆おおわれた原生林の島である。灰はい色いろの壁かべがそびえた奥おくに深い緑の広がる様は、明らかに俗ぞく世せとは隔かく絶ぜつされた印象を百川に与あたえた。

　クルーザーは、海かい賊ぞくの砦とりでを探さがして島の周囲をゆっくりと進む。

　やがて、崖がけに開いた大きな空くう洞どうを見つけた。

　クルーザーが寄よる。

　空洞の中は港になっていた。簡かん素そだが、非ひ常じように広々としており、帆はん船せんでも停てい泊はくさせておくことができた。

　この洞どう窟くつを起き点てんに、海賊は悪の限かぎりを尽つくしてきたのだ。

　今、海賊が所有していた船は固く鎖くさりでつながれ、かわりに五隻せきの漁船が自由な状じよう態たいで港にはいた。

　ロアンの男たちが、海賊の居きよ住じゆう区くにつながっているとおぼしき横よこ穴あなから、奪うばわれた金品を運び出していた。

　百川は、デッキに出たアリアが人間の責せき任にん者しやらしき男と会話する様子を、黙って屋根の上のフライングブリッジから見つめる。

　アリアは男に煙けむたがられた。

　煙たがられたが、男は嫌いや々いやながら天使の入島を許きよ可かした。

　アリアが百川を見上げて、くいと親指を立てた。

　百川も親指を立てて答える。言いたいことはある。どうして俺が島に入るのに、いちいち人間の許可を取らなくてはいけないのか。だけど、騒そう動どうを避さけるためという理由はわかるから口には出さない。

　なにより、アリアに迷めい惑わくをかける気はなかった。芹也にこれ以上、余よ計けいな心配をかけさせたくもない。

　──俺がおまえのかわりに人間を殺してやる。

　芹也にそう言わせてしまったことを、百川は深く後こう悔かいしていた。

　クルーザーが海に戻る。

　百川は床ゆかを蹴けり、放たれた矢の勢いで飛んだ。ジャケットをはためかせ、一気に天空を目指した。

　陽ひ射ざしの眩まぶしさに目を細め、顔に風を受ける。

　彩が自分を避けていることに百川は気づいていた。視し線せんがあうたびに向こうからそらされるのだ。しかも、話しかけてこない。昨夜も彩は、百川ではなく芹也と、アリアから借りた地図や文ぶん献けんを開いて、鐘かねの謎なぞについてを推すい測そくしあっていた。どうせ一人でいたかったからちょうどよかったが──

　……さすがに愛あい想そをつかされちまったかな。

　……まあ、しゃーねーわな。

　……どうせ俺はよ。

　自分よりも彩には、芹也の方があっている気もする。

　彩は育ちがいいのだ。粗そ暴ぼうな自分より理知的な芹也の方が波長は近いだろう。そんなことをふと思った。

　もうひとつ、思う。

　もし、自分がいなければ。

　芹也と奈生と彩は、どれほど上手に人間社会で生きるだろうか。

　人を殺しまくってきたのは、自分。

　今も殺そうとするのは、自分。

　芹也と奈生は、そういう無む駄だな騒動を起こさない。彩は人間に好意的だし、東京には知人も多いようだった。

　もしかしたら、どんな局面でも、戦わずに済すます手しゆ段だんはあるのかも知れない。

　殴なぐりあう以外の戦いもあるのかも知れない。

　思い出せば、殴りあいすらまともにせず、怒いかりのままナイアート・ソルクをいたぶった自分は酷ひどく愚おろかだった。

　あれを見た町の人間が百川を魔ま物ものと言ったのは、むしろ当然だろう……。

「ハン──。それがどうしたよ──」

　と、電でん撃げきが走ったような痛いたみを感じ、百川は左ひだり腕うでを押おさえた。

　小さなうめき声が歪ゆがんだ口からこぼれた。

　痛みはすぐに引いた。

　そこで我われに返り、必要以上に高く飛んだ自分に気づいた。

「なにやってんだ……俺はよ」

　百川は苦く笑しようし、遥はるか眼がん下かの原生林を眺ながめた。高度を下げれば、大天使が邪よこしまの種を封ふうじたという塚つからしき場所は簡かん単たんに見つかる。こんもりとした山の頂いただきである。そこにだけ樹じゆ木もくが生えておらず、擂すり鉢ばち状にわずかながらくぼんでいた。中央に瓦が礫れきが散さん乱らんしている。建物があったのだろう。瓦礫の下には石組みの台だい座ざが残っていた。

　百川は廃はい墟きよに降おり立った。

　塚というより、神しん殿でんのようなものがあったのではないかと百川は推測する。

　台座の四方には天使像ぞうが立っていた。翼つばさだけを鈍どん器きで叩たたき壊こわされ──あとはそのまま放置されている。建物が破は壊かいされ、翼をもがれたというのに、天使はなにも気づかず四方を見み据すえている。

「いいセンスしてるじゃねぇか……。ここを壊した奴やつは」

　小さな瓦礫を拾って、掌てのひらに載のせる。

　建物は火薬で破壊したのだ。砕くだけた瓦礫には黒焦こげた痕あとがあった。

　また、森の際きわには、ここが大天使エディエルが邪の種を封じた塚であることを彫ほり刻きざんだ石せき碑ひがあった。

　山の頂に作られた台座からは、いくらかの海を望める。

　周囲は樹木に覆おおわれているが、二ヶ所だけ森が開けているのだ。一ヶ所からは、まっすぐ先にロアンを見ることができた。もう一ヶ所はそのやや南側を見つめ、茶色の大地──南米大陸に突つき当たる。

　どちらも方角は東だ。

　昨日きのう、百川はアリアの家から水平線に沈しずむ燃もえるような夕日を見た。ロアンは西に窓まど口ぐちを開けている。

　アリアは自じ慢まんげに言ったものだ。

　ロアンは、クリムゾンポートと言われるほどに夕日の綺き麗れいな町なのだと。

　百川は腰こしのポーチからコンパスを取り出し、

「……ちょうど真東か」

　と、遥か彼方かなたで陽炎かげろうのように揺ゆらぐ小さな港町を見つめた。

　そのあと、百川は思いっきり背せ伸のびをした。

　今度は天を仰あおぐ。

「ん──」

　ようやく一人になれた気がする。

　罪ざい悪あく感かんも、後こう悔かいも、ためらいも迷まよいも。なにもかも陽ひ射ざしに溶とけてしまえばいいのにと心の底から思う。

　体は重い。疲ひ労ろうの蓄ちく積せきしていることがわかる。

　撃うたれたことで、左腕の状態はさらに悪化した。昨日の夜にも痺しびれを感じた。

　なんだかもう、弱気になるばかりだった。

　それでも戦うと決めた、つい先日の決意ですら揺らぐ。

　百川は深く息を吸すった。

　眼めを閉とじる。

　そして、ゆっくりと息を吐はきながら、降ふり注ぐ陽射しに身を委ゆだねる。百川は陽射しの中に亡なき天あま照てらすの存在を重ねた。そうすると彼女を今でもすぐ側そばに感じる。昔のように側にいて微笑ほほえんでくれているような気がする。

　天照は死んだ。共に『高天たかまが原はら』で過すごした大切な仲間たちは、その大半が人間の手で殺されてしまった。

　なにもしていなかったのに。

　ただそこにいただけで、攻こう撃げきを受け、死体をさらされ、嘲あざけられた。

　だから百川は人間を憎にくんだ。

　皆みな殺ごろしにすると誓ちかった。

　……俺おれは、先生のことも忘わすれなくちゃいけないのか？

　……俺は、みんなのことも忘れなくちゃいけないのか？

　……俺が悪いのか？

　……先生を殺されて、みんなを殺されて、それでも俺が悪いのか？

　百川は自問する。

　──がんばれ、もも──

　昔のように、背中を叩いてくれる優やさしい声が聞こえた。

　だから……。

　答えは出なくても、百川は眼を開ける。

「充じゆう電でん完かん了りよう」

　なんでもないように笑って、腰に手を添そえ、あらためて廃墟を見み渡わたした。瓦礫を押しのけてなにかないか探さがす。そうすると、崩くずれた天てん井じようの瓦礫の下に、刃は渡わたり七〇センチほどの腐ふ食しよくした一本の直ちよつ剣けんがあった。

　使い物にはなりそうのない代しろ物ものである。

　柄つか尻じりから刃先まで、見事に錆さびついて茶色になっている。

　十字型の鍔つばと柄には、蔓つる草くさをモチーフとした模も様ようが刻まれていた。刃には古代の楔くさび形がた文字に似た模様が刻まれている。かつては高こう価かな品であったのだろう。が、もはやただの鉄てつ屑くずである。三百年前、塚つかに奉ほうじられた品なのかも知れないが、海かい賊ぞくが無む視ししたのは当然だと百川には思えた。

「くだらねぇ」

　落らく胆たんして、百川が足元の剣を蹴け飛とばそうとしたときだった。




　──天使よ




　声。威い厳げんに満ちた重じゆう厚こうな男の〈声〉がどこかから聞こえた。

「だれだ！」

　身み構がまえると共に百川は周囲の森に目を向けた。




　──資し格かくの喪そう失しつ者しやよ




「なんだ──だれだ！　どこにいる！」




　──汝なんじの翼つばさは汝の内に在ある

　　　されど、汝の故ゆえは汝の外に在らず




　──〈破は滅めつの剣つるぎ〉を汝に与あたえよう




「クッ！」

　一いち陣じんの強い風が、正面から百川の脇わきを吹ふき抜ぬけていった。咄とつ嗟さに両りよう腕うでをクロスさせて百川は顔面を隠かくす。




　──見み極きわめよ




　風が通り抜けた後、もうそこに〈声〉はない。

　空からの光が、静せい寂じやくと共に土のくぼみを包んでいた。

「……見極めよ、だと」

　百川は、手に握っていた直剣を見つめた。

　直剣は、声が聞こえる前と変わらずに茶色で、刃は完全に錆びこぼれている。

　手に握ったところで、特別な力が湧わき上がるわけではなかった。

　……剣がしゃべったのか？

　……まさかな。

　考えて、自分で笑った。

　むしろしゃべったとすれば、大天使の思念なのだろうか。かつて、大天使が邪じやを封ふうじたという塚に百川は立っている。

『鉄てつ槌つい』以前、天使たちが住んでいたという、天と地の狭はざ間まに在るより神の御み座くらに近き幻げん想そう境きよう──『楽園』

　その『楽園』において、天使たちを統とう率そつしていたのが大天使。より気高く、より神に認みとめられた者たち。ミカエル・ガブリエル・ラファエル・ウリエル等の名で人間からも信しん奉ぽうされた者たち。しかし今、大天使はいない。『鉄槌』のとき、神に異い議ぎを唱え、神に叛はん意いを示しめし、全員が神によって殺されたと百川は学んだ。

　学んだ──だけ。

『鉄槌』後に大地で生まれた百川は『楽園』のことをなにも知らない。

『楽園』から追放された天照たちからも、多くを聞くことはなかった。

　すべては、もう過か去この話。

　だから『楽園』のことは知らなくていいと、天照は言った。

　それより大地を見つめ、大地で生きられる天使になりなさい──と。

「………」

　百川はあたりを見回した。

　やはり、だれもいない。

　気配もない。

　百川は錆びた直ちよつ剣けんを足元に捨すてた。

「──わりぃけどよ、俺が頼たよるのは俺の拳こぶしさ。剣なんて要いるかよ」

　ジャケットを翻ひるがえして空に舞まった。

　いつまでもぼんやりしているわけにはいかない。

　まだやるべきことが残っているのだ。これから海賊砦とりでに行って、人間と話し、情じよう報ほうを得る仕事が百川にはあった。
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　闇やみ。漆しつ黒こくの中の闇で、ナイアート・ソルクは身を丸めていた。動けないのは、鎖くさりで体をがんじがらめにされているからだけではなかった。眼めに灼やきついた天使の双そう眸ぼうが、ひたすらに体の震ふるえを煽あおる。

　恐きよう怖ふではない。

　恐怖などナイアートは認みとめない。

　体が凍こごえるほど震えるのは悔くやしいからだ。

　手も足も出なかった。

　あれが本物の天使だとするなら、一体、俺はなんなのか。

　半人……。

　天使の言葉が胸むねを抉えぐる。

　凍える寒さの中、ナイアートは必死に抵てい抗こうする。

「……俺は半人じゃねぇ。……俺は半人じゃねぇ」

　町の人間には言われた。

　おまえは天使。

　おまえは天使。

　人間ではない。と。

「俺は……俺は天使じゃねぇのかよ……。俺は天使じゃなかったら……人間でもなかったら一体なんだよ……。俺はなんだよ……。俺は半人じゃねぇ……。チキショウ……。俺は半人じゃねぇ……」

　放ほうりこまれた牢ろう獄ごくには、一ひと筋すじの光すら射さしこまない。

　闇の中で、ナイアートは震える。

　ナイアートは母の顔を知らない。母は、ナイアートを産んですぐに死んだ。

　でも、いつも写真が居い間まには立てかけてあった。

　だから、ナイアートは母を知っている。

　母親がどんな人だったのか、父はよく笑え顔がおで語ってくれた。

　ナイアートは父を尊そん敬けいしていた。

　父は優やさしく、芯しんの強い男だった。

　その父が人間とは異ことなる存そん在ざいであることを、ナイアートは五歳さいのときに知った。

　正せい確かくには、聞いた。

　港で、二人の漁りよう師しが父のことを話していたのだ。漁が上じよう手ずだからといってあいつは調子に乗っているんじゃないのか？　あいつは人間じゃないから信用してはいけない。あいつは人間の敵てきだ。

　ナイアートは、どういうことかとたずねた。漁師たちは顔を見あわせ、バツが悪そうに立ち去っていった。

　だから、夜、漁師がこういうことを言っていたとナイアートは父に訴うつたえた。

　父は、

「なんだろうな」

　と笑い、それから水を飲み、しばらく考えた末に言った。

「その通りだよ」

　──と。

　父が死ぬまで、ナイアートは自らの内に流れる力に気がつかなかった。

　普ふ通つうに人間として暮くらしてきた。

　教師だったアリア・ベイジングも普通に接せつしてくれた。

　同級生がだれもナイアートと友達になってくれなかったのは、あるいは、父の血が原げん因いんだったのかも知れない。

　仲良くなっても次の日には口をきいてくれなくて、理由を聞いたら、

「お母さんがナイアートと話したらだめだって言った」

　と言われたことが何度かあった。

　だからナイアートは、この町に友達がいない。淋さびしくなかったのは、父がいつも側そばにいてくれたからだ。

　それは、自分の性せい格かくが悪いからだとナイアートは考えてきた。

　それなら、しょうがないと。

　いつからか、どうせ友達になってくれないならと、自分からもみんなを避さけるような態たい度どを取ってきた。

　ただ、今にして思えば、すべては体に流れる血のせい──だったのだろう。ナイアートは天使。人間の敵。だが、なのに。天使はナイアートを半人と罵ののしった。父の血は、おまえの血は偽にせ物ものだと……。

「……父さん。……父さん。……父さん」

　ナイアートは泣いた。

「君の父は死んだ」

　背はい後ごから、低く通った男の声が聞こえた。

　その声をナイアートは知っている。

「──司祭？」

　身をよじらせて振ふり向くと、闇やみの中に、肩かた幅はばの広い長身の男が佇たたずんでいた。

　白い衣服の上に、白いマントを羽は織おった男だった。

　鼻筋にまで流れた金きん髪ぱつの下で、蒼あおい双そう眸ぼうが冷たい光を湛たたえている。耳元から顎あごにかけての鋭えい利りな顔の輪りん郭かくと皴しわのない引き締しまった肌はだは、まだ若わかい男のものであるようにナイアートには見えた。ただ、男の年ねん齢れいを推おし量はかることはできない。若者と呼よぶにはその瞳ひとみはあまりに深く、物もの腰ごしは悠ゆう然ぜんとしすぎていた。

「君の父は、人間に殺されたのです。君の父は人間に利用され、都合が悪くなったところでうしろから刺さされ、海に捨すてられた。君には復ふく讐しゆうの権けん利りがある」

「わかってる……！　わかってるよ司祭！　司祭が助けてくれなかったら、俺だって人間に殺されていたんだよな!?　でも──、でも司祭、天使がよ──」

　闇の中でも、ナイアートには男の姿すがたが見えた。

　天使の優すぐれた視し力りよくの故ゆえなのか、あるいは、男が薄うすく発光しているのか。

　どちらかはわからないが、男が、ぞくりとするほどの酷こく薄はくな貌かおに笑えみらしきものを浮うかべたのはわかる。

「──あれは、〈捨て去りし者〉です」

「……〈捨て去りし者〉？」

　意味がわからず、ナイアートはまばたきした。

「君より完成された存そん在ざい──東区管かん理り団だんの軍ぐん務む局きよくでは知らぬ者のない、名だたるテロリスト──堕だ天てん使しですよ」

「東区管理団……。東京からアジアを支し配はいする国……か？」

　ここでナイアートは眼めを見開き、

「それより司祭……！　どうして──どうして助けに来てくれなかったんだよ！　みんな捕つかまっちまったよ！　あいつ──あいつにやられて！　あの天使に──あのぎらついた眼をした天使によ！」

「私は、弱者には興きよう味みがない」

「……だから、見捨てたのか、俺おれを？　俺たちファミリーだろ……？」

　男は答えない。

「そんな……。俺を見捨てないでくれよ司祭！」

「では、強くなりなさい」

「強くって──」

「君は半人です。人の血が体の半分を占しめるが故、〈捨て去りし者〉に負けた」

「でも……だからってどうすればよ！」

「人間を捨てるのです」

「人間を……捨てる？」

「そうすれば半分ではなく、君も完成された存在になれる」

「でも、どうやって──」

「これを、君にあげます」

　男はしゃがみ、青年の眼がん前ぜんで掌てのひらを開いた。掌には、腐くさった無花果いちじくを彷ほう彿ふつとさせる赤黒い肉にく塊かいが乗っていた。

「……これは、俺がぶっ壊こわした死界島の神しん殿でんにあった……」

「そうです。あれを私がこの形に戻もどした」

「ケホッ……ケホッ……」

　耐たえられないほどの凄すさまじい腐ふ臭しゆうが鼻を突つき、ナイアートは咽むせた。

　肉塊には見覚えがあった。

　二ヶ月前のことだ。

　ナイアートは海かい賊ぞくに入る前──町を飛び出し、一人で行く当てもなかったとき、はじめての飛行で死界島に辿たどり着いた。死界島でナイアートは神殿を見つけた。山の頂いただきにある小さな建物だった。扉とびらはなく、正面から中に入ってみると、床ゆかには棺かん桶おけそのものといった石の箱がひとつだけ置かれていた。

　棺桶を、分ぶ厚あつい石の蓋ふたが被おおっていた。棺桶も蓋も傷きずひとつなく、磨みがかれたばかりのように艶つややかな光こう沢たくを持っていた。

　泥どろ棒ぼうがちょっかいをかけた形けい跡せきはなかった。

　どうにもならなかったのかも知れない。

　ここが三百年前、大天使が邪よこしまの種を封ふうじた塚つかであることをナイアートは知っていた。魔ま術じゆつ的な防ぼう御ぎよが施ほどこされていれば、『鉄てつ槌つい』後の人間にはどうすることもできない。しかし、あきらめ半分で石蓋に手をかけると、不思議なことに棺桶が薄い光を放った。

　ナイアートは驚おどろいて尻しり餅もちをついた。石蓋に触ふれた手はジンと痺しびれていた。

　石蓋が、棺桶の上から勝手にすべり落ちる。棺桶が開いたとき、中からは漆しつ黒こくの闇が広がり出でた。

　が、呆ぼう然ぜんと立ち上がったとき、神殿には光が射さしていた。

　あたりを見み渡わたしても、もう闇はなかった。棺桶からは光沢が消えていた。

　棺桶の中に宝はなかった。あったのは、錆さびた直ちよつ剣けんが突き刺した、水分の抜ぬけたなにかの肉塊だった。ナイアートが直剣の柄つかを握にぎって肉塊を持ち上げると、凄まじい異い臭しゆうが鼻をつき、ナイアートは直剣を振ふるった。

　すると肉塊は直剣から抜け落ち、ナイアートは肉塊を力ちから任まかせに蹴け飛とばした。肉塊は出入口から土くれを越こえた森の中にまで飛んでいった。

　ナイアートは錆びた直剣をその場に捨すて、神殿から立ち去った。

　司祭と出会ったのは、その日の夜。

　そして、司祭のアドバイスに従したがってナイアートは海賊の首しゆ領りようを殺し、その日から海賊団を支配した。神殿を破は壊かいしたのは砦とりでを死界島に移うつしたときである。神しん聖せいな場所だかなんだか知らないが火薬を使えば一発だった。

　棺桶は、建物を爆ばく破はする前にハンマーで粉々に砕くだいた。

　ナイアートは天使像ぞうの翼つばさを落とし、これが今の天使だと高らかに笑った。

　ともかく、

　男の見せた肉塊は、大天使の塚で見たものに思えた。

　形が似にているし、匂においがまったく同じだ。ただ、今、男の見せる肉塊は、まったく乾かん燥そうしていない。瑞みず々みずしく──じゅくじゅくと新しん鮮せんに腐っている。喜ぶのは蠅はえか蛆うじだけだろうという最悪の状じよう態たいだった。

「邪じや神しん官かんエルキア・エソスの心しん臓ぞう、です」

　ナイアートの肉塊に対する感想を見取ってか、男が言った。

「邪神官の……心臓……？」

　ナイアートは、男の蒼あおい双そう眸ぼうを見上げた。

「ええ。三百年前、この地で餓が鬼きどもを影かげ脱ぬぎの暗黒術により召しよう喚かんした、地じ獄ごくの王子に魂たましいを売った者の心臓です。本人が滅めつして尚なお、不死の契けい約やくはこの心臓に宿っている。これを右みぎ胸むねに埋うめれば君は不死となる。人の血は消え、今までとは比くらべ物にならぬ力が体には満ちる。天使でも殺すことはできましょう」

「……でも。これを体に入れるって……」

　禍まが々まがしい『心臓』を前にナイアートは再ふたたび咽むせび、今度は吐はき気けまでもよおす。

　体が震える。

　寒気が背せ中なかを走り抜けた。その恐きよう怖ふは天使の双眸に重なる。

「恐こわいですか？　では、怯おびえたままここで死にますか？」

　──おい。

　嘲あざける天使の声がナイアートの耳に木こ霊だまする。

「どうします？　私は強きよう制せいしない。『心臓』を馴な染じませるには激はげしい苦しみを伴ともなう。本人の覚かく悟ごがなければ、埋めこまれた時点でショック死です」

　男は問う。

「死ぬ……」

　ナイアートは身をすくませた。

「明あ日す処しよ刑けいされるか、『心臓』に食われるか。それとも──『心臓』を馴染ませ無む敵てきの不死者となるか。君に残された道は、この三つだ」

「……俺の……道は……」

「どうします？」

　ナイアートの耳に、また天使の声が聞こえた。

　──おい。

「………」

　どちらにせよ、もう道は三つしかない。

　死か、死か。

　それとも──

　──おい立てよ。

　──おい？　びびってんのか？　おい！　びびってんのかテメェはよ！

　──この──天使くずれの半人が！

「……ああ」

　胸に突つき刺ささった恐怖という棘とげを、ナイアートはうなずきと共に抜ぬき取る。

　立ってやるぜ──

　テメェには、絶ぜつ対たいに勝ってやるさ──

「司祭、わかったよ。どうせ俺は人間じゃねぇんだ。いっそ人間の部分なんてなくなっちまった方がすっきりできるさ」

「いいでしょう。では、この『心臓』を君に差し上げましょう」

　このとき、男が浮うかべた薄うすら笑いをナイアートは見ていなかった。

　ナイアートは見つめる。これから自分の一部となる腐ふ肉にくの塊かたまりを。

　強ごう引いんに棘を引き抜いた出血の中で、恐怖という感かん情じようは喪そう失しつした。

『心臓』を載のせた男の手がナイアートの右胸に伸のびる。手と『心臓』が、服と皮ひ膚ふをすり抜け、ナイアートの体内に侵しん蝕しよくする。肺はいを押おしのけ、男は『心臓』を置いた。肺の潰つぶれた痛いたみが全身を駆かけ抜けた。『心臓』から溢あふれた腐敗液えきが、無数の蟲むしとなって潰れた肺を貪むさぼり食くらいはじめる。

　蟲は血管にも入り、またたく間に全身へと広がった。

　細さい胞ぼうという細胞が食らわれていく。全身を雑ぞう巾きんのように絞しぼりねじられた痛みがナイアートを襲おそった。

「がああぁぁぁぁぁぁぁぁあああぁぁぁぁ───────────!!」

　闇やみの地ち下か牢ろうにナイアートの悲鳴が木こ霊だまする。

　白いマントを翻ひるがえし、男は渦うず巻まいた闇の中に消える。
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　彩は緊きん張ちようしてサロンから後部デッキにつながるガラスドアを開けた。自分の体がおかしくないかを確たしかめ、三人が待っているフライングブリッジを見上げる。そして、ふわりと体を舞まわせて三人のところに飛んだ。

「……変かな？」

　彩は、腰こしの前に手を揃そろえてうつむき、上うわ目め遣づかいでまばたきしてたずねる。

「よく似に合あっているわよ、彩。サイズもぴったりね」

　ワンピースの水着に着き替がえた彩を見つめ、ブリッジの操そう縦じゆう席せきに座すわっていたアリアは笑え顔がおで言った。

「うん。かわいいかわいいっ！」

　手すりに座っていた奈生も彩を称しよう賛さんした。

「………」

　手すりにもたれて立っていた芹也は、腕うで組ぐみしたまま、体にほくろひとつない白しろ肌はだの少女を見つめた。

　彩は天使として一五歳さいで成人したとはいえ、まだ少女である。胸むねはこれからだし、息を飲む色いろ艶つやがあるわけではない。ただ、だからこそ逆ぎやくに、まばゆい陽ひ射ざしを受けた四し肢しは見とれるくらいに瑞みず々みずしかった。

　と、芹也は自分の不ぶ躾しつけな視し線せんに気づいて、

「あ、ごめん！　俺、なに見てんだ……。ごめん、彩」

　耳まで顔を真まっ赤かにして謝あやまった。

「ううん、いいよ」

　彩はにっこりと笑い、そうしてアリアに視線を戻もどした。

　アリアはなにも言わない。

　彩の背せ中なかに生えた、一対の小さな翼つばさを見ても。

　たまたまアリアの準じゆん備びしてくれた水着が背中の開いたものだったので、問題なく着ることはできた。

「あの──。あたしの背中の──」

「かわいいわよ、彩」

　白い椅い子すの上で足を組み替え、アリアは繰くり返した。

「もも君が見たら卒そつ倒とうするわね、きっと」

「そうかなぁ。あーん、なんか恥はずかしくて百川には見られたくないなぁ。今、いなくてほっとしてるんだぁ」

　体をよじらせ、彩は嬉うれしそうに照れた。

　ともかく、四人揃そろった。

　芹也は早さつ速そく、奈生と共に海に潜もぐることを決めた。

　クルーザーが静止しているのは、『鉄てつ槌つい』以前の文ぶん献けんに海底遺い跡せきが在あると記されていた海かい域いきである。遺跡が『鐘かね』に関係しているかは不明だが、大天使が残した言葉の意味がわからない以上、調べる価か値ちはあった。

「では、行ってきます。一〇分は潜っていると思います」

「気をつけてね」

　芹也と奈生が海に飛びこむ。

　その水みず飛沫しぶきが穏おだやかな波に消えた後で、アリアは言った。

「──世界で唯ゆい一いつの翼を持った天使。すぐには思い出せなかったけど、貴女あなたの苗みよう字じを聞いて思い出したわ」

「あたしのことを知ってたんだ……」

　彩は手すりにもたれ、陽射しに煌きらめいた海面を見下ろす。

「ええ。貴女の存そん在ざいは有名なのよ」

「……わかってる。あたし、パーティーでたくさんの人間と会ってきたし」

　彩は東京でお嬢じようさまとして暮くらしてきた。その頃ころは、昼ひる寝ねか日向ひなたぼっこしかすることがなくて、今とは全然ちがっていた。緒原辰たつ弥やの養女として、なにひとつ不自由なく平和に暮らしていた。

　愛もあった。

　たとえ、見せかけの偽にせ物ものだったとしても。

　閉へい塞そく感かんはあっても、独ひとりぼっちだと感じることはなかった。

「昔に戻りたい？」

「ううん……。うん……。わかんない……。百川たちがいるのに、なんであたし、こんなに淋さびしいんだろう……。わかんない……」

「貴女は成長しているのよ、彩」

「成長？」

「ええ。だれだって、新しい世界に足を踏ふみこむときには不安を覚えるものよ。否ひ定ていすることはないわ。今の気持ちを大切にしなさい。持ちつづけていれば、必ず、貴女の本当の力になるから」

「──あたしの、本当の力」

　それはなんだろうと彩は考える。

　と、激はげしく咳せきこむ音を聞いて彩は振ふり向いた。椅子から落ちたアリアが、四つんばいになって血を吐はいた。

「アリアさん！」

　驚おどろいて彩は介かい抱ほうに駆かけ寄よった。

　彩に背中をさすられ、ようやくアリアは声を発した。

「……大だい丈じよう夫ぶよ、彩」

「………」

　大丈夫のはずはなかった。

　アリアの顔に血の気がないのは、お酒の飲みすぎだからなどではないのだ。

　確かく信しんした彩の表ひよう情じようを見て取り、アリアは身を起こすとハンカチで口を拭ぬぐい、それから静かに語った。

「私は二年前までパレスにいたのよ。だから、貴女のことも知っていたの」

　パレスとは、ヨーロッパの広域を支し配はいするガリア共同体の首都である。

「でも見ての通り体を患わずらってね。で、静養としてロアンに来たの。ここの空気は綺き麗れいだから──少しは動けるようになって……。それで私は、死ぬまでに一度だけでもやってみたかった教きよう師しという職しよくについたの」

「……死ぬん……ですか？」

「ええ。医者には、来月死ぬ予定だと半年前に言われているわ」

　アリアはさっぱりと言った。

　なにをどう言えばいいのか、彩にはわからない。

「あの子が……生徒だったんだよね……？」

　だからたずねた。

「ええ。私は無力だったわ。あの子の傷きずを知りながら、結局、なにひとつあの子にしてあげることができなかった」

「そんな──」

「いいのよ。事実だから」

　アリアは、手すりにかけてあったタオルで吐き出した血を拭う。

　そして、タオルを持って階かい段だんを下り、タオルのかわりにウィスキーの入った茶色のボトルを持ってきた。

「どうもこれがないと体が悲鳴を上げるのだよ」

　ボトルに口をつけて、アリアは酒をあおる。

　間近にボトルを見て彩は、中になにか植物の根が入っていることに気づいた。

　ただのお酒ではないのだろうか……。

　彩には、わからない。

　たずねることもできなかった。

　だって──

　だって。慰なぐさめればいいのか、励はげませばいいのか、ちっぽけで世間知らずな自分にはそれすらわからないから。

「ぷはっ。ふう、うまい！　やっぱお酒は百薬の長なのだなあ」

　アリアは、明るくて陽気だった。
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　ランプの明りが灯ともる洞どう窟くつの中で、百川は老年の水夫と話す。海かい賊ぞくが集会所として使っていた広間には、酒さか樽だるや椅い子すやテーブルがそのままに置かれていた。町の人間は金目の物だけを運び出している。

　年老いた水夫は百川に呼よび止められ、無む視ししようとしたが肩かたをつかまれた。

　そして、仕方なく酒樽に腰こしかけ、百川に口を開いた。

「……ナイアートも、とんでもないことをしてくれたものじゃて。海賊だけでなく死し霊りようまで町に招まねきおって」

「死霊は、大天使の鐘かねがあればなんとかなるんだろ？」

「そんなものはただの言い伝えじゃ。あったとしても、おまえたち天使が神を怒おこらせ、この世界からは魔ま力りよくが消えた。あったところで使えるはずがなかろう」

「空中帆はん船せんは動いてるじゃねぇか。やってみなきゃわかんねぇだろうが」

「天使に言われる筋すじ合あいなどないわ」

　百川は、人間がよと吐はき捨てたい気持ちを堪こらえる。

「なら、死霊はどうする気だよ」

「……ディランの呪のろいかもしれんの。だとすれば、どうにもならんて」

「ディラン？」

「ナイアートの父親じゃよ。あれは良い男だった──だからわしらは、天使であることを知りながら彼を町に迎むかえた」

「だけど、死んだんだろ？　嵐に飲まれて」

「ちょうどガリア本国から検けん査さ官かんの来る時期じゃった。だからナイアートの言う通り、町を守るためにディランを殺したという噂うわさもある。わしは海に出ておらんかったし、評ひよう議ぎ委員ではないから真相はしらんがの」

　老人は百川と顔をあわせず、ぽつりとこぼした。

「俺おれは、あいつの親父おやじはみんなを助けて力尽つきたって聞いたぜ？」

「そうじゃとも。だからわしらは、ナイアートに借りがある。だからなんとか、あの若わか者ものに気を静めてほしかったがの。もう手て遅おくれじゃて」

　老人は、明あ日す、ナイアートが公開処しよ刑けいされることを言った。

「あいつは天使か」

　百川は嘆たん息そくする。

「天使は所しよ詮せん、天使ということじゃ。おまえとて、ただの殺さつ人じん鬼きだろうが」

「ハン、まあな。だけどおまえらも吞のん気きなもんだな。町に死霊が潜ひそんでるっていうのに金とか漁あさってる場合かよ」

「──おまえらなど、ベイジングさまの口くち添ぞえがなければ町になど留とどめておくものか」

「……なあ、ベイジングさまって、あの人はなんだ？　先生だろ？」

　百川がたずねると、老人は顔を上げた。

　百川を見み据すえて、

「天使に話す必要などないわ」

　と、立ち上がり、衰おとろえた足取りで百川から離はなれていった。

　百川は頭を搔かき、「そうかよ」とつぶやいた。

　その後、百川は何人にも声をかけた。

　ある者は腰を抜ぬかすほど怯おびえた。ある者は嫌けん悪おも顕あらわに無視した。

　だれひとり、天使に取りあう者はなかった。

　胸むな倉ぐらをつかみ、脅おどし、力ずくで聞き出せば、聞き出せたのかも知れない。

　だけど百川はそうせず、砦とりでの様子を一通り見て回ったところで、あきらめて死界島から飛び去った。




　一連の報ほう告こくを受けた芹也は百川を咎とがめず、

「お疲つかれさん。封ふう印いん塚づかの様子がわかっただけでも上等さ」

　と、優やさしく親友の肩に触ふれた。

　百川が帰ってからも海底調ちよう査さはつづいたが、まるで成果はなかった。

　気づけば夕方だった。

　クルーザーは港に戻もどった。

　クルーザーから港に降おりたところで、百川は彩に声をかけた。

「彩、ちょっといいか」

「……なに？」

　今日、二人がしゃべったのは、これがはじめてだった。

「ちょっと二人で話がしてぇんだよ。つきあえよ」

「………」

　彩は緊きん張ちようを隠かくせず、思わず芹也を見た。

　芹也は、

「行って来なよ、こっちはこっちで今日の調査の確かく認にんをしておくからさ」

「うん、わかった……」

　彩はうつむき、消える寸すん前ぜんのか細い声で答えた。

　服ふく装そうは、もう普ふ段だん着ぎに戻っている。彩はリュックを背せ負おっていた。

「来いよ」

　先に百川が飛び立ち、彩はためらいがちに遅れてつづいた。
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　どこか話せる場所はないかと百川は空から目を凝こらし、港から大通りを上った先にある公園の奥おくに塔とうを見つけた。

　崩くずれかけた神しん殿でんから伸のびた聖せい塔とう──鐘楼ベルタワーである。よろい窓まどのついた荘そう厳ごんたる装よそおいは、すでに過か去このもの。神の『鉄てつ槌つい』を受けた今、聖塔は全体に亀き裂れつを走らせ、一部は崩れ、夕日を浴びた様子には沈ちん痛つうさが漂ただよう。

　百川は、そんな聖塔の最上階に入った。

　港から上ってきたちょうど正面に尖せん頭とうアーチが口を開けており、中に入ることができそうだったからだ。

　中はがらんとした広間だった。

　ドーム状じようの天てん井じようを見上げれば、鐘かねを吊つり下げる巨きよ大だいなフックがついていた。

　広間には、百川が入ってきたのとはべつに、もうひとつ、尖頭アーチ状の口が外に開いていた。

　その口もまた、丘おかの麓ふもと──海の方向に向かっていた。

　中から入ってきた口を正面に見て、やや左側である。

　角度は四十五度より浅く、ほぼ入ってきた口ととなりあっていた。

　町に鐘の音を響ひびかせるのが目的なのだろうか。部屋の反対側は壁かべだった。

「座すわれよ」

　入ってきた口の縁ふちに腰こしかけ、百川は足を宙ちゆうにさらす。

「うん」

　促うながされ、彩は百川のとなりに座った。

　どうしてだろう。

　彩は、胸むねが激はげしく動どう悸きするのを収おさめることができない。全身が燃もえるように熱くて、逃にげ出したくなる。

　ちらりと横を見れば、凜りんと冴さえた尖とがった横顔があった。

　敵てきを前にすれば刃やいばのごとくぎらめく青年の研とぎ澄すまされた双そう眸ぼうは、今、夕日を浴びて穏おだやかだった。

　その眼めを見ると、彩の胸は急に和やわらいだ。体がふわりと軽くなって、なんだか、今ならすごい力を出せそうな──そんな気持ちになる。

　いつの間にか、太陽が彼方かなたの水平線に沈しずもうとしていた。

　夕ゆう暮ぐれの海を二人は並ならんで眺ながめた。

「見えるか、彩」

「ん？」

「ほら、ここからちょうどまっすぐ先に、すげぇ小さくてほとんど見えねぇけど、死界島が浮うかんでるぜ」

「……ほんとだ。偶ぐう然ぜんだね」

　ほぼ正面で沈もうとしている夕日の中に、島は小さな黒い点として浮かぶ。

「ああ」

　百川は小さく笑って、

「──なあ、彩」

「ん？」

「おまえ、幸せになれるといいな。この旅が終わったときによ」

「……どうして？」

「幸せはいいもんだって思うからだよ。悪いか？」

「悪くないけど……。なんでかなぁって」

「──あいつ──半人野や郎ろうは、天使として公開で処しよ刑けいされるらしいぜ」

「うん……聞いた」

「実じつ際さい、俺も同じだよな、あいつと。今回は俺が勝ったけど、俺が負けてりゃ公開処刑されるのは俺だ。俺は、芹也や奈生とちがって無む駄だに人を殺してきたし、わりぃことも腐くさるほどしてきた」

「……悪いことって、人間の法ほう律りつに違い反はんすることって意味？」

「ああ。俺は天使だから、人間の法律なんて関係ねぇし、奴やつらが先に俺の大切な家族を皆みな殺ごろしにしやがった。──だから、後こう悔かいはしてねぇぜ」

「……うん」

　では何な故ぜ、そんなことを言うのか。彩はたずねたかった。でも、彩は、たずねるかわりに両足を胸むな元もとに引き寄よせ、体たい操そう座ずわりをする。

　百川は軽い口調で、

「でも、ふと思ってさ。俺には先生がいたし、芹也と奈生がいるし。だからこうやってまだ生きてるんだなって。あいつには、ナイアート・ソルクには、今、じゃあ、だれかがいるのかなって思ってさ」

「アリアさんがいるよ」

「ああ。あの人はいい人だよな、人間なのに。ちょっと酒飲みだけど。あれ、なんか安そうな酒だよな」

　百川は笑う。

「うん」

　うなずいて、彩の胸は痛いたんだ。

　アリアの体調のことを、彩はだれにも言っていない。陽気なアリアを前に、言えるはずもなかった。

「でもさ──。セアラ・ラプト、ナイアート・ソルク、あと、俺……。彩、おまえもそうなのかな……。イーアもそうだっただろうし。ったくよ、悔くやしいけど、側そばにいる大人でガキの運命なんて決まっちまうのかな、実際」

「うん……」

「緒原は、いい奴だったんだろ？」

「うん」

　彩は小さな笑えみで応こたえた。

　どうしてか。否ひ定ていする心とは裏うら腹はらに、うなずいていた。

　だから。

「ううん……。なんであんな奴なんか……」

　彩は言い直した。

「そっか。悪かったな」

「どうして？」

「俺がもうちょっと頭よけりゃな。あいつを助けることができたかもしんねぇ」

「──百川」

「なんだよ」

「……あたしに、なにか話したいことがあるの？」

　彩は勇気を出してたずねた。

　百川はちらりと彩を見て、なにか言おうとして口を開いた。

　が、なにも言わず、かわりに立ち上がった。

「いや」

　百川は肩かたをすくめ、

「べつに、なんもねぇよ。ただちょっと、おまえと二人になりたかったのさ。おい、迷めい惑わくとか言うなよ」

「言わないよ、そんなこと」

　彩は笑って立ち上がった。

　そうして、

「だってあたしたち、相思相愛のアツアツ夫ふう婦ふだもんねー」

　明るく言った。

　いつもと変わらないように、ちゃんと言えた。

　百川は嬉うれしそうに、

「ばーか」

　と、彩の頭をコツンと軽く叩たたいた。

「へへ」

　夕日が肌はだを照らしていて、本当に良かったと彩は思う。

　だって今、彩は顔が真まっ赤かだ。

　恥はずかしいけど。なんだか逃にげだしたいけど。

　でも、彩も嬉うれしかった。

　本当に──

　本当に。

　これから、どれだけ大変なことが起こっても、きっとなんとかできるって。そう信じられる力が湧わいてくるのを、彩は本当に感じる。

「ねえ、あたしも聞いていい？」

「なんだよ」

「タリスマンって、なに？　どういう力なの？」

「タリスマンは、『鉄てつ槌つい』以前の人間の魔ま術じゆつ士しが使っていた、魔力を集束するためのアイテムさ。昔の魔術士は、大きな魔術を使うとき、体に取りこんだ魔力を一度タリスマンに集めて、そうしてまた体に魔力を集めて、両方を一杯にしてから一気に解とき放つことですげぇ力を発動できたらしいぜ」

「……よくわからないんだけど、魔力って、精せい神しん力りよくとはちがうの？」

「ちがうさ。魔力っていうのは、この世界を生み出す源げん流りゆうなんだよ。空気や太陽や俺おれたちの体──すべてを作った根源さ。人間は昔、その根源を理り解かいして、そうして魔力を吸すい出し、使うことで繁はん栄えいした。まだ具象化していねぇ世界の根源を吸い上げて、自分の体に取りこんで、魔術として解き放つ。って感じかな」

「じゃあ、世界から魔力が消えたってことは、あたしたちとか、空気とか太陽も消えるってことなのかな？」

「──分ぶん裂れつしただけだって、緒原の奴は言っていたらしいぜ。そのあたりはおまえの方が詳くわしいんじゃねぇのか？」

「ううん。あたしはなんにも知らない。勉強もしなかったし」

「そっか」

　百川は関心なさそうに言った。

「でも、そんな人間の道具を天使が使っているの？」

「ああ。俺たちの体には、まだ神からもらったとかいう力が残ってるだろ」

「天使脈動？」

「ああ。奇き跡せきを起こす力さ」

「──だから百川はタリスマンを使うとき、奇跡っていうの？　タリスマンって呪じゆ文もんで発動するの？」

「ちげーよ。ちゃんと力のある奴──緒原みたいな野郎は、呪文なんてなくてもタリスマンは使いこなすさ。あれはまあ……俺だけの呪文だな」

「どういうこと？」

「俺、ガキの頃ころトロかったからよ。なんもできなくてさ。よく先生に言われてたんだよ──ももの中には奇き跡せきの力がある、不ふ可か能のうを可能にする力がある。ももの中には、なんでもできる可能性が詰つまっているんだよ。だから信じなさい。自分の中にある、奇跡と可能性の力をってな。だからまあ、俺は自然にあの言葉をつぶやくようになった。そうすると最高に力が出るんだよ」

「──タリスマンって、どこで手に入れたの？」

「ん？　香港ホンコンさ。変わり者の天使がいてな、そいつ、『鉄槌』以前のアイテムをたくさん発はつ掘くつしててさ──もらった」

「じゃあ、香港に行けば手に入るんだ」

「いや……。そいつは、もう死んじまったよ。アイテム狙ねらいの人間に襲おそわれて、あっさり殺されちまった。って、彩、なんでタリスマンのことなんて聞くんだ？　まさかおまえほしいとか言うなよ」

「……なんで？　ほしいもん、あたし」

　彩は唇くちびるを尖とがらせた。

「ってな。タリスマンは、制せい御ぎよに失敗すりゃ天使脈動のすべてを吸いこんじまう危き険けんなもんなんだぜ。使うのは命がけだ」

「あの子も、天使なんだね。タリスマンを使うってことは」

　ナイアートのことである。

「まあな」

　百川は苦々しく認みとめ、

「──でも、なんでほしいんだよ」

「だって──。じゃあ、百川はどうしてタリスマンを手に埋うめたの？」

「俺は、ぶっ潰つぶす力がほしかったからだよ。目の前の敵てきをぶっ潰して、前に進んでいくための力がな」

「わたしは……守る力がほしいかなぁ。みんなを守る力」

「逆ぎやくか？」

「ううん。一いつ緒しよだよ、きっと」

「まあ、べつになんでもいいけどよ。ほしがるなよ、タリスマンなんて。手を出すには危険すぎる代しろ物ものだからさ」

　百川は優やさしい口調で言った。

「……うん」

　彩は笑え顔がおでうなずいた。

「おし、じゃあ戻もどろうぜ。俺は腹はらが減へった」

「うん」

「いいぜ、先に飛べよ」

「うん」

　彩は素す直なおに、百川より先に聖せい塔とうから夕暮れの空に舞まった。

　緋ひ色いろ髪がみが、夕日の中で金色に煌きらめいた。

　そんな少女を見送り、百川は左ひだり腕うでに右手を添そえた。

　わずかでも弱音を吐はいてしまった自分を、きつく心の中で叱しつ咤たする。弱気など死んでも吐くものではない。

　それが男というものだと百川は信じていた。
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　夜。港町には、見せかけとしか言い様のない静せい寂じやくがあった。

　開けた窓まどから奈な生おが部へ屋やに戻ってくる。

「どうだった？」

　床ゆかに座すわっていた芹せり也やがたずねる。

「変わらずだったよ、大通りにうようよ黒いのがいる。──ねえ、俺の髪にへんなのついてないよね？」

　奈生は、背せ中なかに流れた三つ編あみを気にする。

　奈生は空の上から、優すぐれた視し力りよくで大通りの様子を見てきたのだ。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだと思うよ」

「そう？　ほんとに？　ねえ百もも川かわどう？　黒いのとかついてないよね？」

「なんもついてねぇって」

　布ふ団とんの上に寝ね転ころんでいた百川が見もせずに答える。

「ならいいけどさ」

　ぼやいて奈生は、自分の布団の上にあぐらを搔かいて座った。

「しかし、どんなもんかな。いくら襲おそってこないとはいえ、すぐ外を死し霊りようが徘はい徊かいしているとは気持ち悪いものだ」

　芹也が座っているのも布団の上だ。

　夜の遅おそい時間。

　夕食を摂とった三人は、アリアの家の二階──あてがわれた部屋の中にいた。

　部屋といっても、普ふ段だんはまるで使われていないらしく、フローリングの空間にはなにひとつ家具がない。それでも照明はついているし、清せい潔けつだし、最初に宿泊した宿より遥はるかに環かん境きようは良かった。

　布団も上等なものだ。

　とはいえ三人は、アリアが用意してくれた軽めの服を着ていない。

　旅で汚れた普ふ段だん着ぎのまま、眠ねむる時間を迎むかえていた。

　理由は、ひとつ。

　百川は天てん井じようを見つめながらつぶやく。

「──ほんと、吞のん気きなもんだよな、人間はよ。この状じよう況きようなのに、もうすっかり終わった気でいやがる」

　悪お寒かんが肌はだにまとわりついて、まるで落ち着くことができない。

　腐ふ気きは強まっていた。

　息を止めても、腐くさった匂においを感じて仕方がない。

　これが天使の本ほん能のう的な危き機き察知だとするなら、勘かん弁べんしてほしかった。

「明あ日す、また海を探さがして、『鐘かね』を見つけるしかないだろうな。この町を出るのはそれからになるが、いいか、百川？」

「……ああ。彩さいが探すってきかないんだから、しゃーねーだろ」

　百川はちらりと横の布団を見た。

　彩のための布団だ。

　彩は部屋にいない。アリアと二人で一階の居い間まにいる。なにか話したいことがあるような落ち着かない彩の素そ振ぶりを見て、三人が気を利きかせて先に二階に上がったのだ。彩は女の子だ。同じ女じよ性せいのアリアに相談したいことだってあるのだろう。それがなんなのか百川にはよくわからなかったが。

「ヒントの言葉は、聖せいと死の夏が交わりたる狭はざ間まだっけか……。結局、手て掛がかりはなかったんだろ？」

「残念だが」

　芹也は肩かたをすくめた。

「聖は聖せい塔とう、死は死界島──芹也の推すい理りは当たってるかもな。今日、そういえば聖塔から死界島を見たし、死界島からは町が見えたよ」

「どういうことだ、百川？」

　たいしたことではないと思っていたので、百川は説明していなかった。

　あらためて芹也と奈生に、今日、見たものを詳くわしく説明する。

「なるほど。どちらもほぼ同じ角度で、南みなみ寄よりなんだな」

　芹也は考える。

「あん、なにがだ？」

「聖塔にも死界島の塚つかのところにも、それぞれ、もうひとつ隙すき間まがあったんだろう？　それのことだよ」

「ああ……。まあな、あったけど。どうかしたのか？」

「いや、どうということはないが」

「ふーん。で、死界島の塚んとこに、錆さびた剣けんが落ちていたわけだ」

　奈生が言った。

「っていうか、落ちてたんだけど、手に収おさまってた」

「ん？」

「……なんか声が聞こえてさ。〈破は滅めつの剣つるぎ〉を俺にくれるって……。それで、気づいたら手に持っていた。たしか、足元に落ちていたはずなのにさ」

「どんな声だったの？」

　奈生にたずねられて、百川は説明した。

　奈生の感想は、

「ふーん。おもしろいね」

　だった。

　百川は芹也に見けん解かいを求めた。

「──啓けい示じ、じゃないのかな」

「啓示？」

「神の啓示だよ。神が百川に、なにかを伝えようとした──」

「まさか。俺は天使だぜ？」

「だな」

　芹也は頭を搔かいた。天使は神から見み捨すてられたのだ。その見捨てられた者に、神がなにかを与えるとは思えなかった。

「まあ、多分、気のせいだったかもな。なんにしても、俺おれの武ぶ器きはこれさ」

　百川は左の拳こぶしを固め、顔の前に持ってきた。

　真顔で拳を見つめる。

「──先生からもらった『結けつ晶しよう』さえあれば、俺はどこまでも行けるぜ。限げん界かいなんてあるわけねぇんだからよ」

「百川、うつ伏ぶせになりなよ」

　いつの間にか真横に正せい座ざしていた奈生がにこにこと言った。

「俺がマッサージしてあげる。ジャケットとズボン脱ぬぎなよ」

「お、さんきゅ」

　百川は素す直なおに従したがう。

　奈生は、ふくらはぎから順番に百川の体をもみほぐす。

「百川、無理しちゃ駄だ目めだよ」

「おう」

　普ふ段だん、奈生はマッサージなどしてくれない。

　どこまで気づかれているのだろうか。なにも言わない奈生の様子を気にしつつ百川は軽い口調でうなずいた。

「……ねえ、百川」

「なんだよ」

「ん──。俺、百川のことが少し心配」

「……どうしてだよ」

「なんとなく」

　奈生の優やさしいマッサージが、硬こう直ちよくしていた筋きん肉にくを柔やわらかく変えてくれた。

　奈生は、特に念入りに左ひだり腕うでをもみほぐす。

　心地ここち良よく身を委ゆだねる内、いつしか百川は浅い眠ねむりに落ちた。

　芹也は一人で考えを巡めぐらす。百川が見たもの──そこに、なにか大きな答えのあるような気がしていた。
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　彩は、ソファーに足組みして座すわったアリアの斜ななめ横にいた。ソファーにちょこんと腰こしかけてアリアが酒を飲む様子を見ている。リュックは外した。アリアが準じゆん備びしてくれた新品のズボンとシャツを着ている。

　ふとアリアが、彩の背せ中なかの小さな白い翼つばさに眼めを向け、

「翼、痛いたくない？　潰つぶれてるけど？」

「うん、平気」

　彩は笑った。

　これでしばらくの沈ちん黙もくが破やぶれ、彩は口を開いた。

「あの……アリアさん……」

「なあに」

「聞いてもいい？」

「うん」

「……あの。あたし、こういうとき、慰なぐさめればいいの？　それとも励ましたり助かる方法を一いつ緒しよに考えればいいの？」

「あははっ」

　実直な問いかけに、アリアは笑った。

　助かる方法という言葉で、なんのことかはわかる。

「彩、こういうときは、普通に接してくれればいいのよ。中には、強がっていても本当は励はげましてほしい人や同どう情じようしてほしい人、色々いると思うけど。うん。自分で決めた人にそういうのはいらないの。わかるかな？」

「わからないです……。先生は、死ぬことを決めたんですか？」

　彩は自然に、アリアを先生と呼よんだ。

　アリアは微笑ほほえみを絶たやさず、

「彩、私は生きることを決めて、今、ここにいるのだよ。迷まよいはないし、まだ私にはやることがある。君たちのおかげで、すごいはかどりそうだよ。悪いね、なんの関係もないことなのに手伝わせて」

「でも──自分で決めたからって、そういうのはいけないと思う」

「どうして？」

「……だって」

　彩はうつむき、膝ひざの上に拳こぶしを固めた。

　アリアは息をついた。

「私は言われたわ。パレスで入院して治ち療りようを受ければ、助かる可か能のう性せいは一〇％ある。でも、そうすれば病院から出られないし、動かなければすぐに体力はなくなる。私は、一〇％のために今ある時間を無む駄だにしたくはなかった。私は、最後の瞬しゆん間かんまで、自分の足でこの大地に立っていたいの」

「でも……。それって……」

「彩」

　アリアはボトルをテーブルに置いた。優しく、静かに語る。

「あの三人を見ていてあげなさい。あの三人は仲がいいけど、それぞれ、ちがう価か値ち観かんを持っている。仲がいいほど、少しのちがいが深い溝みぞを生むことがある。その溝を埋うめることができるのは、きっと、貴女あなただけだと思うわ」

「……よくわからない。どういうこと？」

「うん。そうね。ごめん、なんか変なこと言っちゃったかな。ナイアートも父親が生きていたときには、ひねくれていたけどいい子だったから──」

　ごめんごめんと笑って、アリアは言い直す。

「彩は、もも君を見ていてあげてね。あの子の中身はすごい真ま面じ目めで誇ほこり高くて──だからこそ、許ゆるせない現げん実じつがあって──葛かつ藤とうしていると思うから」

「あたし、どうすればいいの？」

「側そばにいてあげなさい。なにもしなくていいから。もしすることがあるとしたら、そうね──彩、貴女は、貴女自身の夢ゆめと未来を探さがしなさい。彩は、一〇年後にどういう自分でいたいか考えたことがある？」

「ない……です」

「うん。なら、考えてみなさい。一〇年後の自分の、理想の姿を。自分は一〇年経たったとき、どうなっていたいのか。二五歳さいになったとき、なにをしていたいのか。そのことを考えてみなさい。そうして、自分の姿すがたが見えたら、その自分を追いかけて、今日からを生きていけばいいの。ね？」

「……そうすれば、あたしの本当の力も見つかるのかな？　そうすれば、みんなを守れるかな？」

「うん。貴女の成長と夢と未来がひとつに重なれば、もう最強だよ。必ず彩に、みんなを守る力を与あたえてくれる」

「うん。わかった、先生」

　彩にはアリアの言葉を信じることができた。

　アリア・ベイジングの眼まな差ざしには、そういう強い力があった。

　彩はもうひとつたずねる。

「先生──」

「なあに？」

「……あたし、今、旅をしています。その旅は、ある子をどうにかするための旅で、その子はガリアのパレスにいて……。その子は、たくさんの天使を殺して、あたしのせいで生れてきて……」

　彩は思いつめた顔でアリアを見つめる。

「あたしは、自分の罪つみを拭ぬぐうために、また罪を重ねて！　その子を殺すために旅をしているのかもしれない！　だってその子はあたしが生み出して！　あたしのせいで生れてきてあの子には悪気がないみたいで！　でもあたしはどうにかしなくちゃいけなくて！　どうしていいのかわからなくて──」

　彩は訴うつたえた。どれだけでも溢あふれる後こう悔かいと葛藤を必死に訴えた。

　彩は泣いた。

　大おお粒つぶの涙なみだがボロボロとこぼれてしまった。

「あたし……どうしていいのかわからなくて……。どうすればいいのかな……なんで旅をしているんだろ……。なんでここにいるんだろ……。なんでこんなに、同じことばかりでくよくよしてるんだろ……」

　泣いてしまう自分が情なさけなくて、また彩は泣いた。

　少女のとなりにアリアは座すわり直した。

「彩」

　アリアは優やさしく彩の肩かたを抱だいた。

「──いいのよ。どれだけでも、何度でも悩なやみなさい。それは必ず、貴女の本当の力になるから。どうすればいいのかは、そのときになってみないとわからないものよ。生きることに答えはないんだからね。でも忘わすれないで。貴女を心配して、貴女を愛してくれている人がちゃんといることを──ね」

「いるのかな……」

「いるわよ。もも君と、芹也君と、奈生君と、私と。ね？」

「うん……」

　彩は小さな声でうなずいた。

　その一時間後、平へい穏おんな時間は終わった。
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　地じ震しんだった。とはいえ、前まえ触ぶれなく建物全体が音を立てて揺ゆれたとき、

「なんだ──!?」

「地震だろ」

　芹也は反はん射しや的に身を起こしたが、百川はのんびりしたものだった。

「だね」

　奈生も寝ね転ころんだまま動かない。

　建物が崩ほう壊かいするほどの大揺れではなかった。

「……ああ。地震か」

　芹也は、なんだか気き恥はずかしい思いで布ふ団とんにしゃがむ。

「──けどよ」

　百川の顔は険けわしい。

「うん」

　奈生は天てん井じようを見つめながら、

「──変わった、ね」

　匂においが。

　芹也もすぐに感じた。

　ただでさえ大気に満ちていた腐ふ気きが、地震をきっかけに濃のう度どを増ました。気を抜ぬけば嘔おう吐としそうになる。

　夜には相変わらずの静せい寂じやくがあった。

　三人は、それぞれの布団の上で平静を装よそおう。

　なにが起こるのか……。

　わからない以上、慌あわてふためいても状じよう況きようは変わらない。

　むしろ冷静でいなければならなかった。

「下に降おりるか」

　芹也が言った。

「だな」

　百川は身を起こすと、布団の脇わきに置いてあったジャケットを羽は織おる。

　一階の居い間まにはアリアと彩がいた。

　三人が姿すがたを見せると、

「今のって、地震……だよね？」

　彩が、不安を隠かくせない顔でソファーから立ち上がり、三人の元に寄よった。白い翼つばさはしなだれている。

「このあたりは地震が多いんですか？」

　芹也はアリアにたずねた。

「いいえ。めずらしいわよ。まったくないわけじゃないけど」

　ソファーに座っていたアリアが肩をすくめる。

　ソファー前の足の低いテーブルには、ロアン周辺の地図が乗っていた。二人で鐘かねの所しよ在ざいを推すい理りしていたのだろう。文ぶん献けんもテーブルにはあった。芹也は、テーブル下に置かれていたウィスキーのボトルを手に持ち、

「先生、また飲みましたね。昼に開けたばかりなのに」

　苦く笑しようまじりに、空のボトルの中に残っていた植物の根を見つめた。

「まあね」

　アリアは気にしない。

「ほら、奈生」

「ほんとだ」

　芹也はボトルを奈生に見せ、それから元の場所に置いた。

　百川は地図を眺ながめ、

「で、彩、なにかわかったのか？」

「ううん。夏に関連した地名を探さがしていたんだけど、そういうのはなかった。夏に関係した伝でん承しようはあるから──ちょっと角度を変えて、そっちを探さぐってみてもいいのかなって話していたところ」

「まあ、なんにしても、がんばってるな、彩」

「うん」

　彩と百川は見つめあって微笑ほほえむ。

　と、頰ほおを染そめて、彩は視し線せんをそらし、うつむいて「へへ」と笑う。

「なんだよ、おい」

　百川は腰こしに手を当て、嬉うれしそうに怒おこってみせた。

　アリアはそんな二人を微笑ましく眺め、立ち上がると窓まどから暗い通りを見た。

「……ほんと、なにもなければいいけど」

　窓には居間が映うつる。

　ガラスごしの薄うすらいだ空間には、もう一人のアリアがいた。

　二人の自分が見つめあっている。

　肌はだ色いろの悪い、やつれた、枯かれ木きのような女だった。

　と、そのとき、外に人ひと影かげを見た気がして、アリアはまばたきした。

「どうかしましたか？」

　敏びん感かんにアリアの様子を見取った芹也がたずねる。

「ええ……」

　アリアは瞼まぶたの上から眼めを揉もみ、

「今、ちょっとね──」

　あらためて外を見たが、部へ屋やが映りこんだ闇やみを見通すことはできない。

　黒い人影──死し霊りようなのかもしれない。

　ただ、アリアの家は大通りには面していない。

　死霊が徘はい徊かいするのは、中央港と神しん殿でんの公園をつないだ大通りだけである。他の場所で目もく撃げきされたことはない。

「気のせいか」

　アリアはそう思い、振ふり向いてソファーに戻もどろうとした。

　アリアに視線を向けていた芹也は、見た。

　窓に。

　窓のすぐ外に。

　一体の、陽炎かげろうのように揺ゆらめいた、黒い人影がぼんやりと浮うかび上がった。闇よりも濃こい黒さだった。

　あれだ──

　空くう洞どうの目と、空洞の口。

　まちがいはなかった。

　しかも、こちらに正面を向いている──部屋を覗のぞいているのか。

　芹也は息を飲んだ。

　叫さけんで警けい告こくを発するべきだったのかもしれないが、むしろ、なにもなく通り過すぎてくれと願った。

「なに固まってるんだよ、芹也」

　百川が気楽に笑う。

「百川、ちがう……」

　奈生はとっくに、芹也の視線から招まねかざる訪ほう問もん者しやに気づいていた。

「なにがだよ？」

「外」

　奈生は短く告げた。

　奈生に促うながされて、百川と彩とアリアも窓に目を向ける。

「あ」

　彩の背せ中なかで、白い羽が逆さか立だった。

「チッ」

　百川は舌した打うち、とっさに身み構がまえて臨りん戦せん態たい勢せいを取る。

　アリアは呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「……これは……死霊……。どうして……」

　呼よびかけに応こたえようとしたのか。

　窓の外に浮かんでいた黒い人影が、口の空洞を左右に押おし広げた。いやらしい三日月形の笑みを浮かべる。

　それが『合図』であることを、百川は経けい験けん的に察知する。

「──先生、下がっててくれよ」

「こっちに」

　芹也が、アリアと彩を部屋の奥おくに誘さそう。

「弱ったなぁ。どうする？」

　奈生は百川のとなりに並ならんだ。

「向こうがやるなら、やるしかねぇだろ」

「って──」

　奈生が困こん惑わくするのには理由があった。

　いやらしく笑った黒い人影のうしろに、ぼんやりと別の影が浮かぶ。二体、ならまだ良かったが、さらに増ふえた。
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　霧きりが密みつ集しゆうして形となったような静けさで、白い装しよう束ぞくに身を包んだ金きん髪ぱつの〈司し祭さい〉が虚こ空くうに姿すがたを現あらわす。

「──興きよう味み深い事実です。確かく率りつ的には極きわめて低いのでしょうが──天使とは、人間との交配が可か能のうな種族だったのです」

　額ひたいにいくらか流れた金髪の下で、〈司祭〉は視し線せんを下げた。

　蒼あおい双そう眸ぼうが眼がん下かの町を見つめる。

　柔にゆう和わさと冷れい酷こくさが同どう居きよする美び貌ぼうに変化はない。

　しかし発せられた声から、少なくとも言葉を発した刹せつ那なには〈司祭〉の心に喜びという感情が存そん在ざいしたことはわかる。

「不思議とは思いませんか？」

〈司祭〉は、独ひとりごとを言っているわけではなかった。

　彼の隣となりには男がいた。

　男は、〈司祭〉が現れる前から虚空に佇たたずんでいた。

　黒いスーツに身を包んだ長ちよう軀くの男だった。黒い衣服の上からでも無む駄だなく鍛きたえられた筋きん肉にくの張はりを見て取ることはできる。

　男は、肩かたにまで触ふれる長い銀髪を月光にさらしていた。銀髪は、星を集めたように夜の中で煌きらめく。

　瞳ひとみもまた宝ほう石せきのようだった。

　すらりと長い手足。なんの表ひよう現げんを取らずとも優ゆう美びに満ちた白はく貌ぼう。

　それらは、人間という種族が持たない超ちよう然ぜんとした美しさだった。

　男は天使──

　世界で、そう呼ばれる存在の一人である。

〈司祭〉は、なんの反はん応のうも示しめさない黒服の天使に言った。

「これは世界で公然と無視されている謎なぞですが──何な故ぜ、神の使徒たる天使が食物の摂せつ取しゆによる生命維い持じ機能と、肉体接せつ触しよくによる生せい殖しよく機能を有しているのか。それは一体、どのような事実を示し唆さしているのでしょう」

　天使は反応しない。臭しゆう気きを含ふくんだ生なま暖あたたかい潮しお風かぜにあおられた銀髪が、輝かがやきを発しながら揺ゆらめいた。

「『楽園記』を知る貴方あなたなら、わかるでしょう？　であれば、翼つばさを持った天使など存在するはずはない、と。──では一体、彼女はなんなのか」

〈司祭〉は問いかける。

　そして言葉をつづけた。

「安心してほしいのは、私に、彼女の旅を阻そ止しするつもりはないということです。私がここに在あるのは仮か定ていの証しよう明めいをするためであって、彼女に関かかわるためではない」

　黒服の天使は返答をしなかった。

「託たくした──というわけですか？　あの死し相そうの青年に」

〈司祭〉は冷れい笑しようを隠かくさずにたずねた。

　しかし、返答はない。

　黒服の天使は、光を含んだ輝かしい瞳で天空の月を見つめる。月の眩まぶしさにさらされても男は目を細めない。ぼんやりと、見つめた。

「いいでしょう。では答えてだけはおきます。この近辺の海かい賊ぞくは、彼女の失しつ踪そうの原げん因いんこそ作りましたが、彼女の存在には気づいてすらいませんでしたよ。探さがすのならべつの場所が良いでしょう」

〈司祭〉は簡かん潔けつに事実を述のべた。

「……よい耳を持っているものだ」

　話題が現げん在ざいのことに触ふれ、ようやく黒服の天使は口を開いた。

　抑よく揚ようのない声だった。

「耳と言えば、知っていますか？　近々、ヴェネチア騎き士し領りようが四大陸神しん聖せい連れん邦ぽうを離り脱だつするかもしれないことを。騎士領内には、完全自治が保ほ障しようされているとはいえ、聖女がお住まいの連邦都も含まれている。真に騎士領が連邦を離脱するとなれば、まちがいなく、ひと波は乱らん起こるでしょうね」

「離脱を語る根こん拠きよは？」

「コードＷ、ですよ」

　この言葉に、わずかながら黒服の天使が紅あかい唇くちびるを歪ゆがめた。

〈司祭〉は愉ゆ快かいげに、

「騎士領主アンドレア・アンセルムス殿どのは確かく信しんされたのですよ。ガリア共同体と東ひがし区く管理団だんとヴェネチア騎士領の三国が共同で推おし進めてきたコードＷ。しかし、ガリアと管理団は、確実に騎士領になにかを隠していると。

　騎士領は魔ま道どう資産に恵めぐまれていない。ただでさえ魔道には過か敏びんだというのに、あのとき──神海での大異い変へんを、騎士領主殿の腹ふく心しんポレ・アズル氏が目もく撃げきしてしまった。幸運にもポレ・アズル氏は、その鋭えい敏びんなる感覚によって、沈しずみゆく艦ふねから、単身、いち早く脱出されていたそうです」

　ヴェネチア騎士領は、ガリアと管理団に並ならび、『鉄てつ槌つい』後の世界で強力な軍事力を有する大国である。

　その騎士領が二国への不ふ審しんによって連邦を離脱するとなれば、『対天使』で保たもたれてきた世界的協調の崩くずれる可能性せいがあった。

「とはいえ、我われ々われに隠し事はない。あの神海での出来事は、私にとっても、ある意味で未知としか言い様はなかった」

「──騎士領主の憤ふん慨がいも理り解かいできる、というわけか？」

「さあ」

〈司祭〉は肯こう定ていも否ひ定ていもせず、

「黒き翼を持つ存そん在ざいがある。白き翼を持つ存在がある。そして、翼なき輝きたる者が大地に降おりた。真の『そのとき』は、いよいよなのかもしれません。楽しみでしょう？　貴方の悲願が達成されるかもしれないのです」

　この〈司祭〉の皮肉にも、黒服の天使が答えることはなかった。

　眼がん下かの町から悲鳴が木こ霊だまする。

「どうやら、はじまるようですね。気分転てん換かんに貴方あなたも見学しておいきなさい」

「……下らんな」

　眼下に一いち瞥べつをくれ、黒服の天使は言った。

「下らない、ですか？　まさか、貴方の口からその言葉を聞くとは。フフフ……。ハハハハハハハハハッ！」

〈司祭〉が爆ばく発はつしたように哄こう笑しようする。

　哄笑と共に金切り声で叫さけんだ。

「それは貴方のことでしょう、和わ刀とう剣けん士しよ！　貴方はどうにも少女というものに業ごうが深いようだ！　少女の命を弄もてあそんだ貴方が少女に命を救われ、なのに必要とされるべき狼おおかみとしての牙きばを捨すて犬に成り下がった！　実に滑こつ稽けいです！　実に愉快です！　だからこそ私は貴方に敵てき意いを覚えない！　むしろ、運命の少女に関かかわる官かん吏り同士、友ゆう情じようを覚えずにはいられないというものです！」

　金きん髪ぱつを搔かき毟むしり、〈司祭〉はひたすらに笑った。

「……失礼する」

　銀髪をなびかせ、武ぶ器きを持たない黒服の天使が夜空に飛び去る。

　天使はすぐに遠ざかり、夜の闇やみ間まに消えた。〈司祭〉は、天使が消えるのにあわせて不意に冷静さを取り戻もどす。

「神も、愉快な配置をされたものです」

　何事もなかったように〈司祭〉は衣い装しようの乱みだれを整えた。
















　第六章　挑戦
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　溶とけた影かげの内側から、腐くさりかけた人の屍しかばねが現あらわれる。肉の削そげた顔の中で、剝むき出た眼球がギョロリと室内を見つめた。

「テメェ──！」

「やめて百もも川かわ！」

　自ら窓まどをぶち破やぶって飛びかかりかけた百川を奈な生おが制せいする。

　窓ガラスが音を立てて割われた。屍が、長く伸のびた爪つめで突ついたのだ。

　部へ屋やに腐ふ臭しゆうが満ちる。

　あわせて通りから人間の悲鳴が聞こえた。百川は見た。屍から逃にげるために家を飛び出した人間が、外にいた屍につかまる。つかまったところで、家から追いかけてきた屍にうしろから肩かたを嚙かみつかれた。

「やめ……やめ……や……」

　貪むさぼられる。

「どうしたの！　ねえ、誰だれかが外で死体につかまったんだよね!?」

　彩さいが部屋の奥おくから駆かけ寄よろうとした。

「来るんじゃねぇ、彩！　もう助けるのは無理だ！」

　百川が怒ど声せいを放った。

　意識して『結けつ晶しよう』を発生させ、燐りんをまとった拳こぶしで窓から部屋に入りこもうとした屍の顔を殴なぐり飛ばす。

「百川、ここじゃ無理だ！　二階に退しりぞくぞ！」

　芹せり也やはすでに、アリアを誘さそってリビングから出ようとしていた。

「彩！」

　立ちすくむ彩の手を奈生が取った。

　彩は百川の背せ中なかを見つめる。

　百川は両りよう腕うでに『純じゆん粋すいなる力の結晶』をまとい、その神しん秘ぴたる精せい神しんの武ぶ具ぐを以もって窓の間ま際ぎわで戦う。侵しん入にゆうしようとする屍を殴り飛ばしてはまた殴り飛ばす。一見、軽々と屍の群むれをあしらっている。

　油ゆ断だんさえしなければ、百川康やす貴たかは屈くつ強きような天使だ。

　たかが屍に負けるはずはない──と、彩は思う。

「早くいけ！」

　だが、その声から、百川が必死なのは理り解かいすることができた。

　なんといっても数がちがう。

　屍は、次から次へと窓に押し寄せ、牙きばを搔かき立て、爪を振ふるい、百川に損そん傷しようを与あたえようとしてくる。

　しかも、顔の形が変わるほどの威い力りよくで殴り飛ばしたところで、所しよ詮せんは死体なのだ。立ち上がって窓に寄ってくる。動きも俊しゆん敏びんだった。天使ほどではないが、少なくとも人間並なみの反応力はあった。

　さらに、吐はき気けをもよおす強きよう烈れつな腐臭──

　鼻どころか眼めにまで染しみて、瞬まばたきする度たびに針はりで刺さすような痛いたみを覚える。

　彩は奈生と共にリビングから階かい段だんホールに下がった。

「百川！」

　そこから百川に叫ぶ。

「おう」

　ちらりとうしろを見て、みんなが引いたのを確たしかめ、百川は自分もうしろに下がるタイミングを計った。

　爪で突いてきた屍の手首をつかんだ。

　腐った肉は、みかんよりあっけなくクシャリと潰つぶれた。

　かわりに骨ほねを握にぎる。

　皮ひ膚ふに侵しん蝕しよくしようとする冷たい滑ぬめりは、発動させた天使脈動で完全に弾はじく。もう足を取られたときのヘマはしない。

　百川は、捕つかまえた屍を持ち上げた。

「おらよっ！」

　渾こん身しんの力で、つづけて寄ってきた屍にぶつける。

　数体の屍が一度に倒たおれた。わずかながら屍の押し寄せる波が止まった。

「ざまあみやがれ！」

　言いつつ百川は身を返し、最後まで階段ホールで百川を待っていた彩につづき、階段を駆け上がった。

「俺おれの心配はするなって、彩。このあいだのは油断してただけさ」

　百川は笑って言った。

「心配じゃないよ、様子を見ていただけ」

　彩は安心して陽気な声で言う。百川はいつもの百川だった。先日、死し霊りように不覚を取ったときにはどうしたのかと心配したけれど、やっぱり百川は強くて最強で、だれより頼たよりがいのある男だった。

　百川自身も自分に安心していた。

　問題なく戦えている。『結晶』も天使脈動も発動できているし、なにより左腕に痛みを感じない。

　……さんきゅ、先生。

　死界島で、天あま照てらすが癒いやしてくれたのだと百川は思う。

　あと、ついでに奈生にも感かん謝しやした。

　二階で一行は、アリアが宿しゆく泊はくのためにあてがってくれた部へ屋やに入った。

「みんな来たな!?」

　芹也がドアを閉しめる。

「うん！」

　室内にみんなの姿すがたがあることを確かめ、彩が素す早ばやくうなずいた。

「……一体、なにがどうなったの……」

　アリアは自失している。

　奈生は窓まどを開け、身を乗り出して外の様子を確かめた。

「うわ」

　と、苦い声をもらす。

「なんだよ！」

　百川は奈生に並ならんで下に眼を向けた。

　屍しかばねが家に入りこんでいる。よほど天使を食くらいたいのか、あたりにいた屍はすべてこの家に向かっていた。

　そして、聞こえる。

　悲鳴。

　断だん末まつ魔ま。

　怒ど号ごう。

　銃じゆう声せい。

　混こん乱らんし恐きよう怖ふした人々の叫さけび声が、町中に響ひびいていた。

「──なんてこった」

　百川は舌したを打った。町中で屍が発生しているのだ。しかも、逃にげ惑まどう人々を食らっているのだろう……。

　追い討うちをかけて再ふたたび足元が揺ゆらいだ。

　地じ震しんではなかった。

　窓が開いているから鮮せん明めいに聞こえた。町のどこかで大きな爆ばく発はつが起こったのだ。

「爆ばく撃げきか？　軍隊が攻こう撃げきでも仕し掛かけてきたってかよ」

　百川は振ふり返り、芹也の見けん解かいを求めた。

「まさか。天使の『園その』ならともかく、ここは人間の町だぞ」

　芹也は手に町の周辺地図を握る。

「おい芹也、そんなもん焦あせって持ってきてどうする気だ？」

　百川が茶ちや化かす。芹也は握った地図を見て、

「──先生」

「………」

　アリアは呆ぼう然ぜんとしたままだった。芹也の声にも反はん応のうせず、「一体、なにが──」と独ひとり言のようにつぶやいた。

「先生！」

　芹也が叫んで、ようやく、

「あ、そうね──」

　我われに返り、とにかく冷静になろうと頭を振った。

　いつの間にかドアの縁ふちにいた奈生が、少しだけドアを開け、すぐに閉しめた。

「来るよ！」

　奈生がみんなに警けい告こくを発する。

「んーなこたわかってるよバカ野や郎ろう！」

　奈生には厳きびしめの百川が、怒いかりも顕あらわに金切り声を上げる。

「えーと、あ、俺はなにをしようとしていたんだ一体──」

　奈生と百川の騒さわぎのせいで、芹也はどうして自分がアリアに声をかけたのかをふいに忘わすれてしまった。

　さらにつづけて百川が、

「芹也、どうするよ！」

「あ、ああ……。とにかく安全な場所に行こう」

「安全？　おい、寝ねぼけるなよ！　確かく実じつに町中化物だらけだぜ！」

「バカ野郎！　だったら町の外に行けばいいだろうが！」

　百川につられて、つい芹也も叫んだ。

　と、このとき、ドアが激はげしく軋きしんだ。階かい段だんを上ってきた屍が、部屋へのドアに爪つめを突つき立ててきたのだ。ドアはぶ厚い一いち枚まい板いたで作られている。一撃で破は壊かいされることはなかったが三撃目には爪が貫かん通つうした。

「でもまあ……。うん、しばらくは保もつかな……」

　意外に丈じよう夫ぶなドアを見て、奈生がほっとした瞬しゆん間かんだった。

　ガキンと鈍にぶい音がドアの向こうから聞こえた。

　ノブを壊こわされたのだ。

　一気にドアが開こうとする。開いた部分から屍の腕うでが伸のびた。

「うわあああっ！」

　あわてて奈生は両手でドアを押おし返した。

　バタン！

　ドアを閉とじる。

　ドアに挟はさまった腕が、暗くら闇やみでものを探さぐるときのように動いた。その腕をドアの向こうに押しやって奈生は悲鳴を上げた。

「おーい！　なにやってんだよ二人とも！」

「落ち着いて、みんな」

　彩が透すき通った眼まな差ざしで、一人一人の顔を順番に見つめる。

　そして、まずは芹也に、

「先生を安全な場所に運ぶのは、あたしと奈生でやるよ。いい？」

「あ、ああ……」

「芹也と百川には、一人でも町の人を助けてあげてほしいの。あたしたちも、すぐに合流するから」

「あ、おう……」

　芹也と百川は、それぞれに言葉をどもらせ、うなずいた。

「って、助けるなんてできるわけねぇだろ！」

「一人ずつ空に運べばできるよ」

　彩は真しん剣けんだった。

「……おまえ。……そんなに人間を助けたいのか？」

「ね、百川。お願い」

　人の悲鳴は聞こえつづけている。今、どれだけの人間が屍しかばねに食われているのか想そう像ぞうするのは難むずかしくない。

「人間は……俺たちの敵てきだぞ……」

「敵じゃないよ。ううん、敵でも──見殺しになんてできないよ！」

「おーい！　おーい！」

　貫通してくる爪を器用に躱かわしながら、奈生はドアを押さえつづけている。

　が、ドアの方がもう限げん界かいだった。

　ドアに入った亀き裂れつが、とうとうひとつにつながった。

　ドアが音を立てて砕くだける。廊ろう下かですし詰づめになった屍が大挙して部屋に雪な崩だれこんでこようとする。

「クソっ！　間にあえ！」

　芹也が左手にタリスマンを生み出す。

　その手を右手で支ささえ、ドアのあった場所に向けて腕を伸ばす。

「──発動力、力障壁パワーフイールド！」

　薄うすい光の膜まくが発生。

　かろうじて発動が間にあい、再ふたたび屍は目前の壁かべに爪を振ふるうしかなくなる。

　屍が膜に爪をぶつける。

　その度たびに膜は、波は紋もんと共に破壊力を吸きゆう収しゆうした。

　芹也は神しん秘ぴ術じゆつ士し。

　戦せん闘とう力りよくに特化して鍛きたえられた百川とはちがい、タリスマンを用いた千せん差さ万ばん別べつな力を幼よう年ねん期きに学んだ。

「あー。助かったあ」

　奈生は、ほっと胸むねを撫なで下ろす。

「助かったものか！　膜なんて、長くは保もたないぞ！　こいつらの負の力は、耐たえるには負担が大きい」

　集中力を注いで、芹也は必死に膜の発生をつづけた。

　出したばかりなのに、もう顔には疲ひ労ろうの色が浮うかぶ。

「──彩」

　芹也はうしろにいる彩に呼びかけた。

「……なに、芹也」

「エディエルの鐘かねを探さがそう。俺たち四人がいくらがんばったって、助けられる人数はたかが知れている。鐘を見つけて、屍を土に返すんだ」

「でも──」

「大丈夫だ──。百川のおかげで、ああ──謎なぞは解とけたと思う」

「そうなのかよ!?」

「──百川、やっぱりおまえは彩と人間を助けてやれ」

「はぁ？　なに言ってんだおまえ」

「奈生は先生を頼たのむ」

「あい。──少し失礼するね、先生」

　奈生がアリアを抱だきかかえる。

　奈生は華きや奢しやだが、天使として人間以上の腕わん力りよくはあった。

「鐘は俺と奈生で探せばいい。早く外に出ろ。おまえらが外に出ないと、俺も発動力を解けないだろうが」

「百川、お願い」

　胸の前に手を組み、彩が真しん摯しに訴うつたえる。

「チッ」

　百川はいらいらと銀ぎん髪ぱつを搔かき、

「──わかったよ。人間どもを助けて回ればいいんだろ助けて回ればよ」

「百川っ！　ありがとう」

「おまえに礼を言われる筋すじ合あいじゃねぇよ、彩」

　百川はジャケットの裾すそを翻ひるがえした。

　仲間に先さき駆がけて床ゆかを蹴けり、開いた窓まどから夜の空へ飛び立つ。

　迷まよいはある。

　だが、どうせ港で海かい賊ぞくから助けたのだ。

　もうついでだった。

　──その迷いが一いつ瞬しゆんの隙すきを呼よんだ。

「よう、〈捨すて去りし者〉」

　歪ゆがんだ貌かおが目前に現あらわれる。

　次の瞬間、百川はハンマーで叩たたかれた以上の衝しよう撃げきを頰ほおに受けた。吹ふき飛ばされ、部へ屋やに背せ中なかから落ちる。
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「──テメェ」

　百川は素す早ばやく体たい勢せいを整え、床に片かた膝ひざをついた。天使脈動を発動し、ぐらついた頭を回かい復ふくさせる。立ち上がると共に、窓から入りこんだ金髪の男を睨にらんだ。突とつ然ぜんの来らい襲しゆう者しやがだれなのかはわかる。

　ナイアート・ソルクだ。

　だが──

　ちがう。

　一体、奴やつになにがあったのか。

　百川には、理り解かいできなかった。

　腐ふ敗はいしていないだけ屍しかばねよりましだが、目の前の男には一片の体温も感じない。

「よう」

　くぼんだ目と乾かわいた唇くちびるで、ひび割れた青あお肌はだにナイアートは笑え顔がおを形作る。

　おぞましい貌だった。

　ナイアートは港を襲撃したときと同じ服を着ていた。その服の上からでも体たい軀くの変化は明確にわかった。

　全身から肉が削そげ、関節はいびつに膨ふくれていた。

　金髪は、灰はいに似にたくすんだ白色に変わった。

　そして眼めだ。

　充じゆう血けつしきった赤せき眼がんの中で夜の影かげ並なみに深い漆しつ黒こくの瞳ひとみが沈しずんでいた。

　天使特有の輝かがやきは、もはや存そん在ざいしない。

「……貴方あなた」

　動どう揺ようを隠かくせない彩が、部屋の隅すみで翼つばさの羽を逆さか立だてた。

「へえ」

　ナイアートの注意が彩に移うつる。

「天使が翼持ってら。本物か、それ？　変わってるな、ちょっと触さわらせろよ」

　ナイアートは珍めずらしげに、彩の背中にある小さな一対の翼を眺ながめ、節くれ立った青白い手を伸のばした。

「おい」

　彩の翼に薄うす汚ぎたない手が触ふれるなど、百川には許ゆるせる話ではなかった。

　百川はナイアートの前に立ちはだかり、彩への接せつ近きんを阻はばんだ。

「あぁ、なんだよ？」

　ナイアートが挑ちよう戦せん的に顔を寄よせた。百川は受けて立ち、一〇センチの距きよ離りから呪のろわれた眼まな差ざしを受け止める。

「──悪あく魔まにでも魂たましいを売りやがったな、テメェ」

「そうさ。おまえをぶっ殺すためにな」

　ナイアートは凄すごみを利きかせ、

「おい、〈捨て去りし者〉さんよ。おまえ、アジアじゃ最さい凶きようの殺さつ人じん鬼きらしいな。今までどれだけ人間を殺した？　こんな世界の端はしっこでショボイ連中助けて、懺ざん悔げごっこでもしてるってか？　笑わせるんじゃねぇよ実じつ際さい」

「うるぇせよ、テメェ。牢ろう屋やを逃にげ出して、また捕つかまりに来たのか？」

　揺ゆらぎのない表ひよう情じようで百川は言った。

「はははっ！　俺おれはなァ、同じ過あやまちは二度と繰くり返さねぇ賢かしこい男なんだよ！　だいたい逃げ出したってなんだ？　俺は、牢屋を建物ごとぶっ壊こわして、堂々と、おまえのところに来てやったんだよ！」

「俺のところだァ」

「ああ──。おまえに勝って、俺は本物になるのさ。本物の強者によ！　そして今度は世界中の人間も天使も殺してやるのさ！」

「──こんなときに」

　芹也は必死に屍を防ふせいでいたが、すでに限げん界かいだった。

「奈生──とにかく先生を安全な場所に──」

「あ、うん……」

「ナイアート！　もも君もやめなさい！」

　奈生の腕うでから離はなれたアリアが、百川とナイアートの間に割わって入る。

「なんだよおまえは！」

　ナイアートが乱らん暴ぼうにアリアを突つき押おす。

　アリアは部屋の端まで吹ふき飛ばされ、壁かべにぶつかりかけたが、際きわどいところで奈生が受け止めた。

　激はげしく咳せきこみ、アリアは両手で口を押さえた。

「先生！」

　彩がアリアの元に駆かけ寄る。

　ナイアートは怒いかりも顕あらわにアリアを見み据すえた。

「だいたい、おまえが一番の偽ぎ善ぜん者しやなんだよ。口では偉えらそうにたいしたこと言ってたくせによ、いざとなっても口しか動きやしねぇ。そんなにこの俺が心配なら海かい賊ぞくんとこまで迎むかえに来いってことだよ。なにもしやしねぇで、俺が来たときだけ偉そうにちがうだのやめろだの言いやがってよ」

「そうね──。私は海賊を恐おそれ、貴方あなたを死界島まで迎えに行くことができなかった。謝あやまるわ、ナイアート」

　彩に肩かたを借り、アリアは口の血を拭ぬぐいながら立ち上がる。

　ナイアートは腰に手を当て、

「おい、それが謝る態度かよ？　謝るなら土ど下げ座ざしろ土下座。それが人間さまの礼れい儀ぎってもんだろ、なあ？」

「テメェ──」

「土下座して言えよ、『私は偽善者です。口では色々と言えますが、実際にはなにもできない臆おく病びよう者ものでどうもすいません』ってな」

「わかったわ、ナイアート。それで、貴方の気が済すむなら──」

　静かに頭こうべを垂たれ、アリアが若わか者ものの前で膝ひざを折ろうとする。

「ダメだよ先生！　謝っちゃ絶ぜつ対たいにダメ！　謝る理由なんてない！」

　必死になって彩が止めた。

　アリアは微笑ほほえみ、

「いいのよ、彩。私が臆病だったことは事実だから。謝りたいの」

「当然だぜ。ほら、さっさと土下座しろ偽善者」

　ナイアートがせせら笑う。

「ちがうぜ、先生」

　百川はわずかに眉まゆをひそめる。研とぎ澄すまされた双そう眸ぼうで、白はく髪はつの下の貌かおを貫つらぬき刺さすように見つめる。

「こいつは、自分で決めたんだよ。自分で決めて、今、ここにいるんだ。この俺と同じようにな。どれだけこいつが血に濡ぬれようが、なにに身を狂くるわそうが、全部、なにもかもこいつが決めたことなんだよ。おい半人。テメェも男なら、自分の歩いてきた道を人のせいにして逃げるんじゃねぇよ」

　生きた年月こそ少なくとも、百川には繰くり返された戦いの日々があった。

　最近は自分の歩いてきた道を振ふり返るようにもなった。しかし見えない。求めるものもわからない。

　ただ、ひとつ。

　要よう因いんがどうであれ。きっかけがどうであれ。

　なにもかも、自分がこの手でしてきたことなのだと理り解かいはした。

　それは、自分が背せ負おうものなのだと。

　だからこそ、言えた。

「もも君……」

　アリアは、彩に支ささえられてしゃがむことをやめた。

「ふざけるな、天使がよ。土下座は遊びだぜ？　あ・そ・び。おもれぇだろ、人が屈くつ辱じよくで震ふるえてるとこを見るのは」

　ナイアートは鼻で笑う。

「遊びか──」

　一転して顔を伏ふせると、百川はつぶやいた。

「おい半人。いい遊びだな、そりゃ」

「あぁ、おもしれぇ遊びだろ？　おまえが俺にやったことと同じさ」

「俺は、遊びで戦っちゃいねぇよ。俺が戦うのは敵てきさ。テメェみたいに、最は初なから無力な奴やつをいたぶる趣しゆ味みはねぇ」

「おい、この町の連中は全員俺の敵だよ。俺はな、この町の連中に親父おやじを殺されたせいで人生を踏ふみ外しちまったんだよ！　俺はこの町の連中に復ふく讐しゆうする権けん利りと資し格かくがあるってことなんだよ！　そんな俺が、この女をどうしようがなにが悪い！　俺には権利があるんだからなにをしようが俺の勝手だろうが！」

「中ちゆう途と半はん端ぱに狡こう猾かつになりやがって──。たいがい臆病だなテメェは」

「なにぃ？」

「おい半人」

　低い声で呼よびかけ、百川は驚おどろくほど静かに白はく貌ぼうを上げた。

「──自分で責せき任にん取るのが恐こえぇなら、最初からなにもすんじゃねぇよ。やっちまってからごたくを吐ぬかすな。やっちまったあとはな──もう言い訳わけなんてきかねぇ。どんな主張も無意味。そこにはただ、事実だけが残るんだよ」

「………」

　彩の胸むねは痛いたむ。今の百川の言葉は、彼が自身に向けたものに聞こえた。

　そんな場合じゃないのに、愛いとしさと不安が胸を圧あつ迫ぱくする。

　語ご意いを強め、百川は言葉をつづけた。

「テメェは、その腐くさった根こん性じようでテメェを心配している人の心を傷きずつけた。テメェの海かい賊ぞく行こう為いなんてどうでもいいが、それだけは許ゆるせねぇよ」

「許せねぇ？　だと」

　全身から瘴しよう気きを撒まき散らし、ナイアートが赤い眼めを大きく開いた。

「許せねぇのはこっちだ！　俺はおまえを殺して、殺して、殺して！　三度は殺してミンチにして、俺のこれからの恐きよう怖ふ伝説の礎いしずえにしてやるんだよ！　俺が強つえぇってことを証しよう明めいしてやるためのな」

　狂きよう気きに快かい楽らくを覚えているのだろうか。

　彩は黙だまって、ニヤリと微笑ほほえんだナイアートの死者じみた貌を見つめた。

　恐怖は感じない。

　むしろ、哀かなしみを感じる。

　そのとき、屍しかばねの大たい群ぐんを一人で押おさえていた芹也が叫さけんだ。

「ダメだ！　みんな飛べ！」

　発動力によって作られていた膜まくが弾はじけた。いよいよ今度こそ雪な崩だれを打って屍が部へ屋やに押し寄よせてきた。

　奈生の反はん応のうはだれより早かった。

　アリアを抱え、瞬しゆん間かん移い動どうじみた速さで窓まどの外に躍おどり出た。

「先生！」

　彩が叫んだとき、もう二人は夜空の中にいた。一瞬、彩は有あり本もと奈生の恐おそるべき力に衝しよう撃げきを覚えた。港で見た百川より、奈生は遥はるかに速かった。

「百川、逃にげろ！　戦うのは空でいい！」

「うん！　百川も早く！」

　芹也と彩が同時に飛ぶ。

　百川は自然体に構かまえ、薄うすい笑えみを浮うかべてナイアートと対たい峙じする。

「天使、俺の本当の力をおまえに見せてやる」

　襲おそい来る屍などいないかのようにナイアートは振ふる舞まう。

「ああ、見てやるよ」

　この状じよう況きようは、ナイアートと百川、どちらが先に屍から逃げるために飛び上がるかの対決でもあった。だれに理り解かいできなくても、百川には誇ほこりを賭かけた勝負だった。負けることなどできるはずはない。

「百川！　バカ野や郎ろう、なにやってる早く逃げろ！　そんな奴に構うな！」

　外から芹也の怒ど鳴なり声が聞こえた。

　百川は無む視しする。

　汚よごれた歯を剝むき出した屍の群むれが、対峙する二人に食くらいつく──

　その刹せつ那なだった。

　両手に力をこめ、仰あおぐようにしてナイアートが叫んだ。

「うるせぇんだよ雑ざ魚こがよぉぉぉぉぉ────────ッ!!」

　爆ばく発はつ。まさに爆発としか言い様のない衝撃波が、激げつ昂こうした赤せき眼がん白はく髪はつの青年を中心に膨ふくれ上がって弾はじけた。

　黒い爆ばく炎えんが一瞬でアリアの家を包んだ。

　空に飛んでいた三人は、後方に下がることで難なんを逃のがれた。

「百川！」

　彩の悲鳴に近い声が爆音に搔かき消える。

　百川は最後までナイアートと見み据すえあい、動こうとしなかった。

　彩が火柱に飛びこもうとする。

「やめろ彩！　無理だ！」

　そんな少女を抱だきしめることで制せいし、芹也は空を見み渡わたす。

　百川とナイアートの姿すがたは、どこにもない。

　家の中にいるのだ。

「──死んだ……？」

　奈生が眼を見開き、消えていく火柱を見つめた。

　石で造られたアリアの家は、ナイアートの一撃で粉ふん砕さいされてしまった。

　丘おかの麓ふもとから強い風が吹ふいた。

　なびいた彩の緋ひ色いろ髪がみが芹也の鼻先をくすぐる。

「百川！　百川！」

　芹也の胸から離はなれた彩が、ギリギリのところまで火柱に近づく。

「彩……」

　芹也は呆ぼう然ぜんと彩の翼つばさを見つめた。胸むねには、冷たくてマシュマロのように柔やわらかい翼の感かん触しよくが残っていた。思えば、彩の翼に触ふれたのは、これがはじめてだった。そんなときではないのに、芹也はそのことを強く意い識しきした。

　立ち昇のぼっていた煙けむりが晴れる。

　芹也が見下ろせば、崩くずれた家の瓦が礫れきに屍が潰つぶれていた。

　月明かりの下、まだぴくりぴくりと動いているが、立ち上がるほど原形を留とどめている屍は少ない。

「百川」

　彩の嬉うれしそうな呼び声と共に、芹也は視線を目の高さに戻もどした。

　空中に、百川とナイアートがいた。

　全身に白はく透とう色しよくの輝かがやいた燐りん──『純じゆん粋すいなる力の結けつ晶しよう』を浮き立たせ、仁王立ちで眼前の敵てきを睨にらむ百川。

　見るだけで眼めに痛いたみを感じるほどの瘴しよう気きをまとい、冷れい笑しようするナイアート。

　二人は結局、一歩も動いてはいなかった。

「……バカ野郎が」

　芹也には百川の度ど胸きようを誉ほめる気などない。むしろ、敵さえいなければ今すぐ二時間ほど説教をしてやりたかった。
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「最高だぜ、おまえ」

　ナイアートは興こう奮ふんを抑おさえようと、わざと押し殺した口調で言った。

　全身を燐でまとった百川が無む傷きずで立っていることに衝撃は覚えない。むしろ、大だい歓かん迎げいしたい気持ちで一いつ杯ぱいだった。

　胸に埋うめこみ、今や体の一部となった『心しん臓ぞう』は、今もドクドクとナイアートの全身に力を注いでいる。

　それは、泉いずみから湧わき出す水のようだった。

　どこまでも尽つきることなく出てくるから、体に収おさまりきらない分が瘴気となって放出されていた。アリアの家を吹き飛ばしても、まだ十分に余よ力りよくはあった。『心臓』の脈みやく拍はくは平へい常じようのまま変わっていない。

　ナイアートは、蠢うごめく『心臓』の鼓こ動どうを全身で感じる。

　鼓動の度たびに、粘ねん液えきが体内を巡めぐる。蟲むしが這はいずっているような酷ひどく気色悪いその感覚には最初こそ戸と惑まどったが、もう慣なれた。

『心臓』を埋めこまれたナイアートは、闇やみの中、精神が狂くるうほどに悶もだえた。『蟲』の這いずりを感じることでナイアートは『心臓』に体をあわせていき、苦しみから脱だつ却きやくすることができた。『蟲』には感かん謝しやしなくてはいけなかった。

　そして、目の前に立つ、まっすぐな銀ぎん髪ぱつを鼻にまで伸のばした天使にも。

「──なあ、〈捨すて去りし者〉さんよ。おまえがいなけりゃ俺おれは、とっくに闇の中で死んでいただろうな」

「そうかよ。残念なこった」

「おまえを殺すために、俺は痛みに耐たえ、苦しみに耐え、ようやくこの力を手に入れたんだ。なのに簡かん単たんにくたばってもらっちゃ俺も困こまるんだよ。感謝するぜ、今の挨あい拶さつ程てい度どで死んでくれなくてよ」

　百川康貴がどれほどの力を持っているのか、ナイアートは知らない。

　が、今の自分が負けるなど考えられなかった。

「もうやめて！」

　割わって入ろうとした緋色髪の天使の少女を、ナイアートは片かた手てで弾はじいた。悲鳴を上げて少女は吹ふき飛ぶ。少女とて、さすがは〈捨て去りし者〉の仲間──並なみの天使を超こえた反はん応のう力りよくは有していた。

　なのに、ちょろいものだった。

　今のナイアートは、鍛きたえられた天使ですら片手でやすやすと弾けるのだ。

「おらっ！」

　少女に蹴けりを食くらわせようとすると、

「貴き様さま！」

　怒いかりの形相で、短たん髪ぱつの天使青年が突つっこんできた。

　彼のパンチを躱かわし、カウンターで膝ひざを放つ。が、するりと青年は脇わきを抜ぬけた。少女よりはやるようだ。

「芹也、やめろ！」

　百川が叫さけぶ。

「おまえが──」

　芹也はナイアートの脇に回りこむと、そのまま腰こしを取った。

「無む謀ぼうなことをするから──！」

　渾こん身しんの力でナイアートをうしろに投げようとする。

「……動かねぇなぁ」

　ナイアートは微び動どうだにせず、余よ裕ゆうの中に嘲ちよう笑しようを含ふくめて芹也を見下ろした。芹也の頭を鷲わしづかみにし、彩に向かって放ほうり投げた。彩は避よけることができず、受け止めることもできず、芹也と共に民家の側そく壁へきに激げき突とつした。

「きゃっ！」

「がぁ……」

　二人の呻うめき声が心地ここち良よく耳に届とどき、ナイアートは長く伸びた舌したで唇くちびるを舐なめた。

「……彩、済すまない」

「ううん……。あたしは平気だよ……」

　芹也と彩は、互いに肩かたを抱だきあって墜つい落らくすることには耐えた。

　それをちらりと見た百川が、

「──二人とも、手ぇ出すんじゃねぇよ。これは、俺とこいつの決けつ闘とうさ。なあおい、そうだろう？」

「ああ、そうさ。これは、俺とおまえの一いつ騎き打うちだ」

「へ……。一騎打ちか。宣せん言げんしてくれたな。じゃあどうだ、邪じや魔まの入らない場所で完全に二人でやるってのはよ？」

「おい、またいい子ちゃんごっこか？　アジア最さい凶きようの殺さつ人じん鬼きがよ」

「それとも、俺が恐こわくて二人にゃなれねぇか？」

　百川が挑ちよう発はつ的に口元を歪ゆがめた。

「なにぃ……」

　突き刺さす眼まな差ざしに、ナイアートは一いつ瞬しゆん、本当に一瞬だが、息を飲むほどの恐きよう怖ふを本ほん能のう的に感じた。それは、本当に一瞬のことだった。すぐに、『心しん臓ぞう』から湧わき出した粘ねばついた狂きよう気きが余よ計けいな感かん情じようを飲み干ほす。

「いいぜ」

　恐怖などというものを完全除じよ去きよするために、ナイアートはうなずいた。

　自分が、負けるはずがないのだ。

　二人きりの方が、都合よくいたぶれるというものだった。

「場所は──」

　百川は、あたりをぐるりと見み渡わたした後で、遠く遥はるかな水平線の方を眺ながめ、

「──そうだな。死界島なんてのはどうだ？」

「いいぜ」

　死界島であれば地形をよく知っている。断ことわる理由はなかった。

　百川は仲間たちに軽く手を振ふった。

「じゃあ、そういうことだからよ、あとはそっちでよろしく頼たのむぜ」

「……もも君」

　アリアは、かけるべき言葉を見つけられない。

「……百川」

　アリアを抱きかかえた三つ編あみの奈生は、今にも泣きそうな顔だった。

「なんだよ」

　そんな奈生を見て、百川は半ば呆あきれた顔を浮うかべる。

　百川は肩をすくめ、

「いつものことだろ。おい、どうしたよ？」

　と笑う。

「百川、よせ──」

　彩と肩を貸かしあう芹也が真しん剣けんに言った。

「よすんだ。そいつはおまえのことをだれかに聞いた。港で戦ったときには知らなかったというのに。必ずそいつの背はい後ごには黒くろ幕まくがいる。卑ひ怯きような連中だ、一騎打ちなんて言葉だけに決まっている」

「あぁ？」

　芹也の言葉にナイアートは眉まゆを吊つり上げた。

　怒ど鳴なる。

「俺がそんな真ま似ねするか！　俺はな、強つえぇんだ！　一騎打ちといったら一騎打ちでこんな天使野や郎ろうは殺す！　殺すんだよ！」

「ということらしいぜ。まあ、こいつのことは俺に任まかせてくれ」

「いいのか、〈捨すて去りし者〉？　お別れの挨あい拶さつがそれでよ？」

「ああ、これでいいさ」

「──なら、行くか？」

「ああ」

　ナイアートを引き連れ、百川は死界島へと向かった。

「……クソ」

　芹也は後を追えなかった。

　ナイアートの予よ測そくを上回る力を前に、悔くやしいが、わずか一いち撃げきで一時的とはいえ力を奪うばわれてしまった。

「百川……。死なないでね……」

　奈生もまた、追うことなく百川の背せ中なかを見送る。

「みんな！　あたしたちは死し霊りようを！」

　彩は、仲間の意識を呼び覚ますかのように鋭い声で言った。
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　先ほどの強い風が運んだのだ。

「……靄もやだ」

　最初に気づいた芹せり也やが、ぽつりともらす。

「なに──これ──。事じ態たいが……悪化しているのかな……」

　と、奈な生お。

「わからないけど──。わかるよ──。急がないと」

　彩さいの背せ中なかで翼つばさがばたついた。

　ナイアートに気を取られていたほんのわずかな内に、海面から昇のぼった赤ばんだ靄が町を這はっていた。

　とはいっても、丘おかの斜しや面めんに貼はりついた靄は人の高さほどだ。

　空に浮うかぶ一行のまわりには月夜の領りよう域いきがあった。

　単なる気象現げん象しようかもしれない。その靄に芹也は、さらなる腐ふ気きを感じなかった。

　腐気は、とっくに町中に満ちている。

　ただ、靄の赤色に血を想そう像ぞうして、不安と緊きん張ちようを増ぞう殖しよくさせたことはたしかだった。

　屍しかばねと人間の狂くるった宴うたげは、眼がん下かの靄の中でつづく。

　見えなくとも、悲鳴でわかる。

「とにかく俺は先生を安全な場所に運ぶよ。どうしようか？　どこか合流する場所を決めておく？　それとも勝手に動く？」

　奈生に早口にたずねられ、芹也は判はん断だんに迷まよった。

　迷っている場合ではない。

「急がないと！」

　今にも彩は、人間を助けるために靄の中に身を投じようとしていた。

　百もも川かわは、とっくに行ってしまった。

「私のことはいいから……。お願い、町の人たちを助けてあげて──。ナイアートともも君の決けつ闘とうも止めないと……」

　身をよじり、アリアは空中にもかかわらず二人を追おうとする。

「先生、危あぶないよ！」

　もちろん奈生が押おさえる。

「先生の安全が先です！　第一、あの二人のあれは決闘なんてものじゃない！　単なるチキンゲームだ！」

　芹也は言い放ち、銀ぎん髪ぱつを爪つめで搔かきむしりながらいらいらと考える。

「──とにかく、みんなで別々に行動するのだけはなしだ。──彩、待て！」

　行こうとする彩を厳きびしい声で制せいし、

「どこか近場で安全な場所はないのか──」

「あ」

　と、彩。

「どうした!?」

「うん──。あるよ！　今日の夕方、百川と行った塔とうの上の──なんていうのかな、鐘かねを撞つく広間！」

「塔……？　もしかして、聖せい塔とうか？」

「あそこなら、階かい段だんが崩くずれているから屍は絶対に上って来れないよ！　それに聖なる場所だからますますいいかも！　けっこう広いから人も入るし！」

　迷っている暇ひまはなかった。

「よし」

　芹也はうなずき、

「じゃあ、そこに決めよう。奈生、場所はわかるか？」

「うい、わかるよーん」

　より切せつ迫ぱくしたからだろうか。奈生の口調が、いつものおどけた感じに戻もどった。

「なら、奈生はまずそこに先生を運んで、俺おれたちが来るのを待っててくれ。彩は俺と二人で町の人間を助け出して聖塔に運ぶぞ」

「うん！」

「行くぞ、彩」

「うん！」

　芹也につづいて彩が、赤みがかった靄の中に身を投じた。

「んじゃ、先生は俺と行くよ」

「みんな……」

「平気平気。俺たち、こういうのは意外と慣なれてるからさ。なんとかなるよ」

　奈生は身を翻ひるがえし、聖塔を目指そうとした。

　と、

　ふと天空を見上げた。

　そこには、熟じゆくしたオレンジのような、赤らんだ丸い月があった。

　禍まが々まがしい光。

　奈生には、その月が美しいとは思えなかった。

「……神さまは、なにがしたいんだろうね」

　そんなことをつぶやく。

「どうして……。俺たちをこんなに苦しめるんだろう……。俺たちは、もう本当に神さまの使徒じゃなくなったのかな……」

　本当にかすかな、アリアにも聞こえない小さなつぶやきだった。

「奈生君？」

　アリアは、奈生の表ひよう情じようが曇くもったことには気づいた。

　心配してたずねると、

「あ、なんでもない」

　また元の、緊きん張ちようを感じさせない柔にゆう和わで女の子のような笑え顔がおに戻った。

　奈生自身、べつになにを思ったわけではない。

　ただ、どうしてか、生れてもいなかった頃ころ──『楽園』にいたという頃に、ふと懐なつかしさを覚えたのだ。

　たったの──。

　それだけのことだった。




　予定が狂くるっていた。靄もやの中に二つの人ひと影かげを見つけ、芹也は飛びこむ。尻しり餅もちをついて動けないでいる男が屍しかばねに嚙かみつかれようとしていた。男を抱だきかかえて宙ちゆうに舞まい、とりあえず男を家の屋根に置いた。

　──考えればそれでよかった。

　また靄の中に悲鳴が聞こえる。

　あわせて彩の怒ど号ごう。

　響ひびいた衝しよう撃げき音おんは、屍が壁かべに叩たたきつけられたものだ。中年の女を引き上げた彩が芹也のところに来た。

　眼めがあうと芹也は、助けた男のほうを見てから、彩に苦く笑しようした。

　彩は軽く微笑ほほえむ。が、その眼は深しん刻こくだった。

　身を翻した芹也の横に彩が並ならぶ。

　次の人間を救ったところで、芹也は靄の中から不意をつかれた。

　ぐんと伸のびた爪つめが肩かたに突つき刺ささろうとする。

　彩が、芹也に襲おそいかかってきた屍の手首をつかんだ。彩の体は天使脈動の活かつ性せいによって薄うすく輝かがやいていた。

　背せ中なかの白い翼つばさをピンと伸ばし、彩は渾こん身しんの力で屍を突き飛ばす。

　同時に芹也が、そんな彩に食くらいつこうとした屍を殴なぐり飛ばし、二人はここでも視し線せんで意い志しを交かわす。

　それぞれ左右に飛んで、襲われていた人間を救った。

　四人を屋根に運んだところで芹也は言った。

「聖塔に行こう！　奈生が待っている！」

「──うん」

　下からは、まだ悲鳴が聞こえた。彩はためらいながらも芹也の指し示じに従したがう。

「海に出よう、鐘かねを探さがすんだ」

　全力で飛びながら、芹也は繰くり返して告げた。百川が行ってしまった以上、人助けと鐘探しの両方は無理だ。

「でも──」

　彩は、芹也にちゃんとついてきていた。ついこの間──南米大陸最北の都市カトラスから逃にげ出したときには、飛ぶだけで精せい一いつ杯ぱいだったというのに。今では、鍛きたえられた天使と同等に動くことができている。

「すごいな──」

　彩の成長ぶりをあらためて目まの当たりにし、芹也は場ば違ちがいな笑えみを浮うかべた。

「……どうしたの、芹也？」

「いや、ごめん」

　芹也は気を引き締しめ、

「──でも、俺たちがいくらがんばっても、やはり町の人間全員は救えない。でも、鐘さえ見つかればなんとかなるかもしれないんだ」

「鐘があるかどうかわからないし、あっても効果があるかどうかわからないのにその可か能のう性せいに賭かけるの？　もしも失敗したら、町の人たちが死ぬんだよ？　今、ここでがんばれば一人でも多く救えるのに！」

　細かく助けていても、結局、手の届とどかない場所で大おお勢ぜいが死ぬ。

　芹也は叫さけびかけて、危あやういところでおしとどめた。少なくとも彩は本気で一人でも多くの人間を助けたいと思っている。

　しかし、一〇〇人を救ったところで、残りが殺されれば町はおしまいだ。町を救うためには、根本を断たつ必要がある。そのためにはエディエルの鐘を見つけるしかないと芹也は考えていた。

「鐘はある。百川の話を聞いただろ？　神が俺たちに探せと言っているんだ」

「神……。神さま……」

「ああそうだ！　神が俺たちに啓けい示じを与あたえた！　鐘はある！」

　芹也は、自や棄けになって吼ほえた。人間を救おうとしていることは同じなのに、どうしてこうも意見がちがうのか。




　月光が射さすドーム状じようの石いし部べ屋やで奈生と合流して、芹也は推すい理りを訴うつたえる。

「今は夜だからよく見えないが──。この方向に死界島があるんだよな？」

　と、真西に開いたアーチ口の方向を指差し、

「うん」

　彩がうなずくのを確かく認にん、

「そして──」

　芹也は指を、隣りん接せつした南みなみ寄よりのアーチ口に向けた。

「これが夏だ」

　芹也は言う。

「ん？」

　奈生がまばたきして首を傾かしげた。

「なに？」

　彩も不思議そうに芹也を見る。

　壁かべにもたれて膝ひざに手を当てていたアリアだけが、血色のない唇から「あ」となにかを理り解かいしたときの声をもらす。

　芹也はうなずき、

「百川は、死界島の封ふう印いん塚づかから、この町が見えたと言ったよな？」

　と、奈生に聞いた。

「うん……。言ってたよね、たしか」

「死界島の封印塚でも、この空間と同じように──南寄りの隙すき間まから海を見ることができたと言っていたよな？」

「うん……」

　ここで奈生はようやく、ふとあることに気づいた。

「ん？」

　と、下ろした前まえ髪がみを掌てのひらで押し上げ、見開いた眼めで、夜と海の狭はざ間まにある彼方かなたの水平線に眼を凝こらした。

「ああ」

　芹也は奈生と同じ方向を──指差した方向を強く見つめた。

「……ごめん。……どういうこと？」

　彩にはわからなかった。

「夏よ」

　弱々しい足取りで歩いてきたアリアが、芹也のとなりに並ならんで夜空を見た。

　そして、言う。

「──聖せいと死の夏が交わりたる狭間。聖とは、やはり聖せい塔とう。死とは、やはり死界島のことだったのね……」

「そうです」

　うなずいて芹也は話をつづけた。南寄りのアーチ口を見つめたまま、

「おそらく、これが夏を示した方向です」

「……方向が季節なの？」

　彩には理解できない。

　そんな緋ひ色いろ髪がみの少女の困こん惑わくした表ひよう情じようを見て取ったアリアが、

「世界には、これと同じ謎なぞを残した超ちよう古代の遺い跡せきが、いくつもあるの。〈三さん聖せい域いき〉というものを彩は知っている？」

「はい──」

〈三聖域〉とは、『鉄てつ槌つい』以前の世界で特に魔ま力りよくの湧わき出ていた場所のことを指す。

　インドシナ半島、〈竜りゆう座ざの神しん殿でん〉アンコールワット。

　太平洋、〈魔ま術じゆつ師しの島〉イースター。

　南米大陸、〈地の十字〉ナスカ。

　ただ、彩が〈三聖域〉を知るのは、かつて世界の中心だったからではない。

　彩の育ての親──緒お原ばら辰たつ弥やが龍りゆう王おうを目覚めさせる際さい、なんらかの目的でそこに行ったことを知っているからだ。

「思い出せば、そうね。〈三聖域〉にも同じ特とく徴ちようがあったわ。地は天を映うつす鏡、天を映すことでより強く魔力は導みちびかれるという考えが、魔道世界にはあったの。特に、太陽の動きは正せい確かくに模も写しやされていたわ」

「……太陽を模写？」

「夏げ至しと冬とう至じよ」

　太陽は年間を通じて昇のぼる場所と沈しずむ場所を変える。

　それは、地球が太陽のまわりを北極星から見て反時計回りに公転する際、地ち軸じくを一定角度傾かたむけているために起こる。

　秋分と春分は、一年の中で太陽が真東から昇って真西に沈む日のことを示しめす。

　夏至とは、一年の中でもっとも太陽が空に長く存そん在ざいする日。日本では、太陽がもっとも北寄りから昇り、沈む日のことを言う。

　冬至とは、一年の中でもっとも太陽が空に短くしか存在しない日。日本では、太陽がもっとも南寄りから昇り、沈む日のことを言う。

　魔道世界の人々は、繰り返される太陽の運行をとても神聖なものに捉とらえた。特に夏至と冬至の日の出・日の入には、『なにか』があると信じた。

　だから、世界に残る遺跡の多くは、夏至と冬至の日の出あるいは日の入の方向を、そのときに正面からぴったりと陽ひ射ざしを受け止める窓まどなどで示している。アンコールワットなどにも夏至と冬至の太陽運行を示す特徴は存在する。

　芹也からそういった説明を受けた彩は、芹也が見つめていた南みなみ寄よりのアーチ口にあらためて眼を向け、

「じゃあ……」

　と、つぶやいた。

「そうだ」

　芹也が、ジャケットの中に突つっこんであった地図を取り出す。

「──先生、いいですか？　すぐに確かく認にんさせてください」

「そうね──」

　アリアと芹也が石の床ゆかに座すわり、地図を囲んで早口で検けん討とうをはじめた。

「そうだ！」

　あわせて彩も叫さけんだ。

「奈生、あたしたちはこの間にみんなを！」

　と、彩は意気を沈ませ、ためらいがちに眼を伏ふせ、それからあらためて決意した眼で奈生を見つめた。

「──奈生。みんなを、あたしと一緒に助けてほしいの」

「うん」

　奈生は迷まよわずに優やさしくうなずいた。

「みんなを助けに行こう、彩」

「うん！」

　芹也に確認を取らず、彩と奈生が塔とうから飛び降りて靄もやの中に向かった。

　芹也は止めなかった。

　アリアと話を進めながら芹也は思う。

　みんな。

　人間のことを、芹也と百川は決してそう呼よばない。

　人間は人間。

　天使は天使。

　だが、彩と奈生は人間のことも「みんな」と言う。たいしたことではないが、なんとなくのちがいを感じた。
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　幻げん想そう的な景観ではあった。

　風のない静かな晴れた夜。

　オレンジ色の満月。

　海の上では赤ばんだ靄が雲海に似にて揺ゆらめいている。

　百川が決けつ闘とうの舞ぶ台たいに選んだのは、海かい賊ぞくの隠かくし港が存在する崖がけの上である。岩場の足元には雑ざつ草そうがまばらに生え、内陸は森。隅すみには、海賊が使っていたと思われる木もく製せいの見み張はり台が目立たずに建つ。

　降おり立てば、岩場にくっきりと二つの影かげが伸のびた。

　眼がん前ぜんの敵てきと視し線せんをあわせる前に、百川は天空の満月を仰あおぎ見た。

「いい月だな、おい」

「ああ、テメェの血の色だな」

　水分の抜ぬけた肌はだに皴しわを寄せ、ナイアートが微笑ほほえむ。

　自分に似た凄せい惨さんな笑みだと百川は思う。

　……やっぱ似てるな、こいつは。

　心の中で笑う。

　百川には余よ裕ゆうがあった。油ゆ断だんではない。悪あく魔まに魂たましいを売ったとしか思えない変へん貌ぼうぶりのナイアートが新しく身につけた力は、先ほどアリアの家で見た。本人の言う通り、しかもあれが全開ではないのだろう。

　ナイアートには、疲つかれた色ひとつなかった。

　もっとも、死者じみた今のナイアートに、果たして疲れというものが発生するのか百川にはわからない。

　いずれにせよ、決闘を前に百川の心は不思議と静かだった。

　戦うと決めてしまえば、もう迷いはない。

　あとは戦うのみだ。

　だから逆ぎやくに、余よ計けいなことを考えずに済すむだけ心は落ち着く。

「さて、やるか？」

　百川に、余計なことを聞くつもりはなかった。

　ナイアートの心しん情じようなど関係はない──

　そう考えて百川は、

「おい」

　攻こう撃げき的な口調ながら声をかけ直した。

「今度はおまえがびびったか？　天使」

　身み構がまえることなく、ナイアートがその呼びかけに応おうじた。

「一応、聞いといてやるぜ。なあ、今のおまえはなんだ？」

「はぁ？　今の俺おれだと？　言ったろう？　俺は悪魔に魂を売ったんだよ！　人間でも天使でもねぇなら、新しいもんになってやるのさ！　そして！　俺をのけ者にしやがったおまえらを全員殺してやる！」

「まずは、俺からってことだな」

　両方の肩かたを軽く揺すり、百川は体から力を抜いた。

　そして、構える。

「ハッ！　おい天使、まだ余裕があるってか？　すぐに悲鳴を上げるぜ？」

「俺は、悲鳴を上げたことなんてねぇよ。テメェとちがってな」

「おもしれぇ──。なら、悲鳴を上げさせてやるぜ」

　次の瞬しゆん間かんだった。

　百川の眼前にナイアートが跳とんだ。

　右から飛んできた拳こぶしを百川が足さばきで躱かわす。

　と、拳がふいに消えた。

　フェイントで百川の体たい勢せいを崩くずし、ナイアートが次の一撃を放った。

　こめかみを狙ねらったショートフックだ。

「チッ──」

　一撃を食くらいながらも百川は歩を詰つめた。体のひねりで力を加えて肘ひじを出す。

　ナイアートの鳩尾みぞおちに直撃。渾こん身しんの一撃だった。

「きかねぇな」

　ニヤリと笑い、ナイアートが百川の額ひたいを鷲わしづかみにする。

　ナイアートが百川を空に放ほうり投げた。

　首にかかった負ふ担たんを軽けい減げんするため、百川は空に舞まうしかなかった。体たいを入れ換かえたところに飛び上がったナイアートの膝ひざが飛んでくる。

　百川は咄とつ嗟さに反はん応のうし、かろうじて両方の掌てのひらで受け止めた。

「おらっ！　どうした天使さまがよ！」

「テメェ──」

　じんと痺しびれた掌を握にぎり、百川は左の拳を放つ──放とうとした刹せつ那な、掌の痺れが腕うで全体に伝わったような気がして、百川は右の拳に変えた。が、その大きな隙すきをナイアートは見み逃のがさなかった。

　空中で急きゆう接せつ近きんしたナイアートが、百川の顔面に額をぶつけた。

　立てつづけに三発の拳が百川の体に入る。

　息の詰まる衝しよう撃げきだった。

　百川は空中での制せい御ぎよを失い、頭から岩の地面に落ちた。

　それを見たナイアートが高らかに笑う。

「あーっはっはっは！　みっともねぇな、おい天使！　それがおまえ、神の使徒たる高こう貴きで神しん聖せいなおまえの姿すがたかよ！　まあ、あれか。たしか、神に逆さからって『楽園』を追放された天使の長こそが魔王だったよな、人間の話ん中じゃ。てことはおい、おまえ、天使じゃねぇじゃねぇかよもう」

「うるせぇよ……。黙だまってろ、半人」

　左腕を右手で押おさえながら、百川は立ち上がる。

　痛いたみはない。

　だが、無む意い識しきにかばっていた。

「おい」

　と、百川の言葉を聞いたナイアートが空中で眉まゆを吊つり上げた。

「前に言っただろう？　忘わすれんなよ。この俺を──」

　百川の間近に移い動どう。

「半人って呼よぶんじゃねぇよ!!」

　ナイアートが回し蹴げりを放つ。

「うるせぇよ──」

　百川は左手一本でその蹴りを受け止めて見せた。左腕に痺れと痛みが走る。

　構わず百川は力ちから任まかせにナイアートの足を撥はね返した。

「テメェは！」

　そして今度は自分で飛び上がると、『純じゆん粋すいなる力の結けつ晶しよう』をまとわせた拳でナイアートを殴なぐった。

　一発、二発、三発。

　殴られた数をきっちりと返す。

　ナイアートの体が後方に退しりぞく──落ちる。と、思ったところで、ナイアートは空中に体を留とどめた。

「おい、天使。この勝負、俺の勝ちみたいだな」

　おまえは落ちた、だが俺は耐たえた。

　そうナイアートは言っている。

　ナイアートは、わざと三発の拳こぶしを食らってみせたのだ。

　赤い月の下でもナイアートの肌はだは青白い。死者の貌かおから、塗ぬり染そめられた赤い眼めが百川を見み据すえる。

　百川は容よう赦しやなく全力の拳を放った。

　なのに効きかなかった。

　左腕の痺れが強まる。

「おい、半人。あれが俺の全力だとでも思ってるのか？」

　百川は立ち上がる。ゆっくりと、ナイアートが浮ういている空の高さに戻もどった。

　動どう揺ようはない。

　怯おびえも恐きよう怖ふも百川にはなかった。

「なら、見せてみろよ。おまえの全力ってやつをよ」

　攻こう撃げきを仕し掛かけず、ナイアートはあざ笑う。両腕を左右に軽く広げた。

「後こう悔かいするぜ？」

「ああ、してやるよ」

　タリスマンを左の掌に浮かべたのは、二人ほぼ同時だった。

　百川はナイアートの発動力をすでに見ている。

　重幻視トリプルビジヨン。

　三体の分ぶん身しん術じゆつだ。

　最初のときは、たいした技わざではなかった。

　ナイアート自体が弱かったから、三体に分かれてもどうということはなく、まとめて殴り飛ばせた。

　だが、今は──。

　爆砕拳ブラストアームを早目に発動させて、先手を取るか。

　相手が分身する前に殴ってしまえば、それで済すむ。とはいえ、全開ではない一撃で倒たおせる相手とも思えなかった。

　全力で行くしかない。

　しかし、それだと発動は確かく実じつにナイアートのほうが早い。

　──セアラ・ラプトのときと同じか。

　ふと思い、軽く笑う。

　なんだか愉ゆ快かいだった。

　同じ──

　いや、セアラ・ラプトのときより極きよく限げん状じよう態たいなのだろうか。

　セアラ・ラプトのグレリアンカースと対した際さい、百川には対たい策さくがあった。ハーシェ・グランツがそのヒントをくれた。

　今回はなにもない。

　考えれば、芹也とこのことについて話してもいない。

　芹也からたずねられることもなかった。

　それはもちろん、百川があっさりとナイアートの発動力を破やぶったからだ。

　勝った力の分ぶん析せきをわざわざする必要はなかった。

　今まで、百川は同じ敵てきと二度戦った経けい験けんは少ない。なぜなら、自分が勝てば相手を殺したからだ。思えば、昔の自分は賢けん明めいだった。殺しておけば、こんなふうに──強化されて再ふたたび相対する愚ぐはない。

　百川は苦く笑しようする。

　敵を殺せなくなった自分。ふと胸むねに通り過すぎた孤こ独どく感かん。

　その二つに。

　それでも──

「──行くぜ」

　百川は胸の前に左の掌てのひらを掲かかげた。

　負けることはできない。

　瞼まぶたの裏うらに、最後に見た天あま照てらすの優やさしい微笑ほほえみが浮うかんだ。

　夕焼けの塔とうで見た彩の和なごんだ笑顔も浮かぶ。

　天照は死んだ。

　殺された。

　彩は、まだ生きている。

「──我わが内に満ちる奇き跡せきよ。我が内に満ちる可か能のう性せいよ」

　負ければ、なにもかもを失ってしまうと百川は考えた。勝った先にこそ、道は切り拓ひらかれていくのだと。

「今こそ力となり、我が声に応おうじて発動せよ──」

　そのときだった。

「重幻視トリプルビジヨン!!」

　三体に分かれたナイアートが、百川に襲おそいかかってきた。

　発動は間にあわなかった。

　無む防ぼう備びなところを狙ねらわれ、百川は立てつづけにナイアートの攻撃を食らった。百川の掌からタリスマンが消える。

「死ね死ね死ねッ!!」

「ガッ──」

　百川は口から血を吐はいた。空中での制せい御ぎよを失っても墜つい落らくしないのは、ナイアートの打撃が百川の体を宙ちゆうに押しとどめているからだ。ナイアートは、天使の瘦やせた体たい軀くをサンドバッグよりやすやすと殴なぐった。

　百川は抵てい抗こうできなかった。

　為なすがままに殴られ、意い識しきが飛ぶ。神しん経けいが破は裂れつし、ちぎれた。
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「……百川」

　ふと動きを止め、水平線の方を彩は見つめた。

「どうしたの、彩？」

　気づいた奈生がたずねた。

「あ、ううん」

　胸に感じた不安を彩は振ふり払はらう。抱だきかかえていた子こ供どもを塔の広間に下ろし、再び靄もやの中に向かった。

　これで一〇人を助けることができた。

　奈生とあわせれば二〇人だ。

　少ないのかもしれない。でも、ゼロよりは絶ぜつ対たいにいいと彩は確かく信しんしていた。

　その確信は、一人一人を助けながら強くなる。

　……百川は勝つよ。

　彩は言い聞かせるように思う。

　……だって。

　……百川は強いから。

　……一人でも、ちゃんと大地で生きられるくらいに。

　一一人目を助けて、塔に運んだところで芹也が彩に叫さけんだ。

「わかったぞ！　だいたいの目星はつけた！　頼たのむ、二人とも俺を手伝ってくれ！　この靄の中で鐘かねを探さがすのは俺一人じゃ無理だ！　俺だって町を救いたいんだ！　彩の気持ちはわかるけど──」

「──うん。わかってる、芹也。あたしたちは三人でやろう」

　彩は最後まで話を聞かずにうなずいた。

「………」

「どうしたの？　早く！」

「あ。ああ……。ありがとう──」

　芹也にとっては予想外の科白せりふだったのだろう。まばたきして、芹也はなんとなくお礼を彩に言った。

「……みんな……お願いね……」

　塔の壁かべによりかかりながら、アリアがか細い声で言った。

「はい」

　床ゆかを蹴けり、彩は赤い月夜に舞まった。
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「立てよ！　立ておら天使が！」

　再ふたたび岩場に落ちた百川を、容よう赦しやなくナイアートが蹴り飛ばす。一撃で百川は吹ふき飛んで樹じゆ木もくに激げき突とつし、倒たおれた樹木の下した敷じきになった。樹木をどかして、ナイアートが百川の首をつかんだ。

「どうした？　天使」

　持ち上げて、赤い眼めでナイアートが百川を見み据すえる。

　ナイアートは発動力を解とき、一体に戻もどっている。

「あぁ！」

　頭から岩場に叩たたきつける。岩が砕くだけ散った。それだけの衝しよう撃げきを受けても、百川は立ち上がろうとする。

「へ……。まだ攻こう撃げきが甘あめぇな……」

　口の血を拭ぬぐい、百川は笑った。

「言ってろボケが！」

　無む防ぼう備びな百川の顎あごをナイアートが蹴り上げた。

　短い嗚お咽えつをもらし、百川はうしろのめりになる。

　が、倒れはしなかった。

　持ちこたえて、左手に拳こぶしを作った。

　唸うなり飛んできたナイアートの足に、『純じゆん粋すいなる力の結けつ晶しよう』の拳をぶつける。

　伝わる感かん触しよくでわかる。

　足の骨ほねを折った。

　わずかにナイアートがよろめいた。

　見み逃のがさず、百川は左の掌てのひらにタリスマンを浮うかせた。

　一気に発動。

　膝ひざのバネで身を起こすと共に、『結晶』に加えてさらに輝かがやきを増ました拳でナイアートの胸むねを捉とらえた。

　百川の発動力は、細工抜ぬきで、ひたすら破は壊かい力りよくに特化されている。

　全開でなくとも並なみのパンチではなかった。

　ナイアートが空中へと距きよ離りを取る。

　左ひだり腕うでに亀き裂れつの入ったような痛いたみ。百川は構かまわず、今度こそ、体にたゆたう天使脈動をタリスマンに集めた。

　集めて、願う。

　敵てきを倒す力を。

　眼がん前ぜんの敵を倒すに適かなう力を。

　──俺おれの奇き跡せきよ。

　──俺の可か能のう性せいよ。

「爆砕拳ブラストアーム！」

　ナイアートに飛びかかって、組みつく。

　動きを押おさえた。百川は、下から振ふるった拳こぶしでナイアートの左胸を捉えた。

　腕が痛む。

　ブラストアームの威い力りよくに、もはや左腕はついていけなかった。

　稲いな妻ずまを受けたような閃せん光こうが左腕に散る。激げき痛つうの中で、百川は最後となるかもしれない一撃にすべての力を注いだ。

　必殺の拳が、干ひ乾からびた青年の胸を貫つらぬき、背せ中なかから突つき出た。

　拳に血肉はまとわりついていない。腕はフィールドに包まれている。

　腕の筋肉が、とうとう破は裂れつしたのかもしれない。

　真まっ赤かに染そまって、ただ熱かった。

　百川は腕を引き抜いた。ナイアートの胸から噴ふき出した腐ふ肉にくが、百川の尖とがった白はく貌ぼうに降りかかった。

　熟じゆくした月の下、その血もまた赤らんでいた。

「悪いな」

　百川は凄せい惨さんに微笑ほほえむ。

「だけどよ──。半人、決めるときには一撃で決めるもんだぜ？」

　心しん臓ぞうを破壊したのだ。

　これで終わったと百川は思った。

　できれば殺したくなかったが、仕方なかった。負けは許ゆるされない。一撃で決めるしか勝機はなかったのだから。

　だらりと垂たれ下がった左腕には、まったく力が入らない。

　発動力は消えた──再さい動どうは無理だろうか。

　勝った。

　だけどきっと、アリアや彩はこの勝利を喜んでくれないのだろう。

　その予感が、百川に勝利の喜びを与あたえなかった。

　腕よりも、胸が苦しかった。

　百川は黙だまって月を見上げる。

　熟した禍まが々まがしい天の光輪を。

「ふふふ……」

　そこに、小さな笑い声が聞こえた。

　数すう瞬しゆん、それがだれのものなのか百川にはわからなかった。

　だが、それがナイアートのものだとわかったとき。奴やつが未いまだ墜つい落らくせず、宙ちゆうに浮いたままでいることを理り解かいしたとき。

「きかねぇな」

　うつむいた顔を持ち上げたナイアートが歪ゆがんだ笑えみをさらす。

　百川は、自分で言った言葉を忘わすれていた。

　奴はすでに天使でも人間でもないのだと。

　ナイアートが百川の左腕をつかんだ。

「こっちが痛いてぇのか、おまえ？　──なあよっ！」

　強ごう引いんにねじ曲げる。

「がっ！」

　百川が大きな呻うめき声をもらす。

「あーはっはっはっ！　いい悲鳴だぜ天使！　ほらもっと泣けよ！」

　岩場に叩たたきつけ、倒たおれて動けない百川の左腕をナイアートは集中的に蹴けった。

　そして上から靴くつで潰つぶす。折った足でさえ、すでに回かい復ふくしていた。

　百川は歯を食いしばって耐たえるが、時折、血に濡ぬれた薄うすい唇くちびるの隙すき間まから悲鳴に近い音がこぼれた。

　それがたまらなく、ナイアートには愉ゆ快かいだった。

「泣け！　泣け！　助けてくださいって泣いて頼たのんでみろよ！」
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　彩と芹也と奈生は海に出た。

　飛びながら芹也は言う。

「──聖せいと死の夏が交わりたる狭はざ間ま。夏とは、夏げ至しの太陽の動きのことなんだ。百川が見た二つの南みなみ寄よりの窓まどは、聖せい塔とうでは夏至の夕日が、死界島では夏至の朝日が、おそらくそれぞれ正面になるんだ」

「えーと……。ちょっと待って……。あの、さあ……。夏って、たしか、太陽が北寄りになるんだよね？　南寄りなのは冬だよ……？」

「彩、ここは南半球だ」

「えーと……」

「南半球では、北半球の日本とは季節が入れ替かわるんだよ。だから、こっちの夏至は日の出入りがもっとも南寄りになった時さ」

「なら──」

　横を飛びながら、彩は芹也の知的な横顔を見た。

　風のない、静止した夜。

　自らの飛ぶ速度によって、三人の髪かみははげしく後方になびいていた。

「交わりたる狭間」

　繰くり返して芹也は、

「窓から見える方向を引き伸のばした交点──そこに鐘かねはある」

　推すい測そくだった。

　しかし、推測と言えば彩は思うだろう。『芹也は、推測で町のみんなを犠ぎ牲せいにするかもしれない選せん択たくを選ぶの？』と。

「光が射さしたね」

　奈生はいつものように、美少女然とした涼すずしげな笑えみを芹也に向けてくる。

　のほほんとした振ふりこそしているが、奈生は敏びん感かんだ。

　とっくに芹也の心しん情じようなど察しているだろう。

「ああ」

　苦く笑しようして芹也はうなずいた。

　目的の海かい域いきについた。

　そこもまた、赤みがかった靄もやに海面は覆われている。

　波の穏おだやかな揺ゆらめきにあわせて、靄もまた揺らめいていた。

　正直、潜もぐりたいとは思わない。

　夜の海は空より遥はるかに暗い。まさに夜の海中こそ闇やみの領りよう域いきだと芹也には思えた。

「そういえば、百川も潜っていたな……」

　セアラ・ラプトと戦う前夜、百川はグレリアンカースに対たい抗こうする力を得るため、湖へと身を投じた。

　今、自分が感じている「ためらい」を、百川も潜るときに感じたのか。

「この下に……鐘……」

　彩がつぶやく。

　芹也は左ひだり掌てにタリスマンを浮き立たせた。

　天使脈動をいくらか集束させ、光の球──タリスマンを握にぎり潰す。

「発動力、巡照明ボールライト」

　砕けた光が、ふわりと舞まう三つの輝かがやいた小球に分かれた。

　小球はそれぞれ、三人の額ひたいから五〇センチほど離はなれたところで静止し、あたり一帯を仄ほのかに照らす。

「ども～」

　奈生が気楽にお礼を言う。

「芹也もすごいね。色々なことができて」

　彩が言うと、

「ただの小手先さ」

　と、芹也は肩かたをすくめた。

「とにかく海に潜って、あたりをくまなく捜そう索さくしよう。──あとはそれしかない」

「あいよ」

　長い三つ編あみをなびかせ、ためらいなく奈生が海に飛びこむ。

　その姿は靄に隠かくれて見えないが、海水の跳はねる音が聞こえた。

　芹也と彩は視し線せんをあわせた。

「恐こわいかい？」

　芹也はたずねた。翼つばさがしな垂だれているのでわかる。

「うん……少しね……。海の中は、あのときの……龍りゆう王おうに囚とらわれたときのことを思い出しちゃいそうで……。今は百川もいてくれないし……。でも、あたし、がんばるよ。みんなが幸せになるために」

「そうだな。行こう」

「うん」

　靄を破り、芹也と彩は闇の領域に挑いどんだ。
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　自らの変へん容ようにナイアートは気づいていなかった。

　折られた足は、磁じ石しやくが引き寄よせあうようにひとつとなった。貫つらぬかれた胸むねは、周囲の腐ふ肉にくが増ぞう殖しよくすることによって塞ふさがった。

　だけどそれは、正確には、回かい復ふくではなかった。

　服が破やぶれる。

　蠢うごめく腐肉が、白はく髪はつの青年の体たい軀くをいびつに膨ふくらませた。

「はーっはっはっは！　おらどうした天使！」

　樹じゆ冠かんごしにかすかな月光の届とどいた森の中。ナイアートは、起き上がろうとしていた銀髪の天使を蹴けった。

　百川が森の奥おくに吹ふき飛び、ナイアートは飛んで後を追った。

　大樹の根本に天使を見つける。

　百川は尚なお、膝ひざに手をついて立ち上がろうとしていた。

　研とぎ澄すまされた双そう眸ぼうは、まっすぐにナイアートを見み据すえて揺るがない。

　ナイアートは銀髪を鷲わしづかみし、強ごう引いんに立たせた。

「どうした？　もう終わりか？　ならそろそろ殺してやるけどよ？　俺も少しは優やさしい男だからな」

「化けモンになったなあ、テメェ……」

　百川は血まみれの唇くちびるでつぶやく。右手の拳こぶしに『結けつ晶しよう』を浮うき立たせ、強化された拳でナイアートの腹はらを撃うった。

「きかねぇな」

　ナイアートはあざ笑う。

　その笑った口に、百川は自らの額をぶつけた。

　命中。

　不意をつかれたナイアートは、百川の髪かみを離してうしろによろめく。

　百川はためらわずに踏みこんだ。

　至し近きん距きよ離りから、胸に三発の左右の拳を入れる。

　鈍にぶい衝しよう撃げき音おんが暗くら闇やみの森に響ひびいた。

　嗚お咽えつと共に、ナイアートが口から泥どろじみた紫むらさき色いろの粘ねん体たい──血を吐はき出す。

「へっ……」

　不ふ敵てきに笑いながらも百川は、左の上じよう腕わんを右手で押さえていた。

　無む意い識しきだった。

　敵前だというのに背せ中なかにまで届いた痛いたみに我が慢まんできなかった。百川は空に飛んだ。天使脈動を左ひだり腕うでに集束させる。すでに筋きん肉にくはいかれてしまっているが、天使脈動で強引に動かすことはできた。

　空中で体たい勢せいを整え、百川は身み構がまえる。

　ナイアートは百川を追って空に舞まい、楽しそうに口元の血を拭ぬぐった。

「タフだな、天使」

「心しん臓ぞう無くしても動けるテメェほどじゃねぇよ」

　百川も唇の血を手てつ甲こうで拭う。

「心臓？　あるぜ？」

「ああ、さっきまではな。だけど、俺おれが潰つぶしてやったさ」

「だから、あるってよ」

　ナイアートは、トンと右胸を叩たたいた。

　その意味が百川にはわからない。

「化けモンがよ──」

「礼を言うぜ、天使。俺もとうとう半人から化けモンに昇しよう格かくか」

「なあ、おい」

「なんだよ、〈捨すて去りし者〉」

「あぁ」

　百川は眉まゆを持ち上げ、

「なんでもねぇよ。いや──。なあ、あの屍しかばねどもはテメェの友達か？」

「チゲェよ。しかしまあ、友達か。たぶんありゃ、俺の知り合いがやったんだぜ。俺の知り合いはそういうタイプだからよ」

「そういうタイプだぁ？　なんだそりゃ？」

「さあな。俺だって知らねぇさ。ただ、魔ま術じゆつを使うみたいでな──」

　そこまで語ってナイアートは口を止めた。

「魔術だと……」

「おまえには関係ねぇよ。どうせここで死ぬんだからな」

「悪いが、死ぬのはテメェだよ」

　そういうと百川は、左手を胸むねの前に掲かかげた。タリスマンを浮き立たせる。

「おもしれぇ」

　あわせてナイアートの掌てのひらにもタリスマンが輝かがやいた。

　ナイアートは百川の様子を見る。

　百川の額ひたいには脂あぶら汗あせが浮いていた。

　吊つり上がった左右の眉み間けんに眼めは寄よせられ、必死に焦しよう点てんのぼやけを無くそうと努力しているのがわかる。

　ナイアートから見て、すでに百川は限げん界かいだった。

　よく立っているものだと敵ながら感心する。

　それにひきかえ、自分はまったく疲つかれを感じていない。

　ドクドクと脈打つ『心臓』が、絶たえ間なく腐くさった肉体に活力を注いでいる。

　と、ここでナイアートは、体がいびつに変形していることに気づいた。

「化けモンか──。かもな──」

　認みとめて、薄うすく笑う。

　傷きずだらけでも、血まみれでも、眼がん前ぜんにいる天使は美しかった。

　光を内包した深い双そう眸ぼう。鼻び梁りようが通った鋭するどい印象の白はく貌ぼう。手足の長い細身の体たい軀く。輝きを帯びた銀ぎん髪ぱつ。

　血と傷にさえその固体美は崩くずされることがない。

　それが天使だった。

　それにひきかえ自分は、もはや美など喪そう失しつしていた。昔は──半人だった頃ころは、美しい面おも立だちだとよく人には言われた。ナイアートは自分で自分のことを半人だと考え、心の中で百川に、おまえの言う通りさとつぶやいた。

　……おまえの言う通りさ、天使。

　……俺は半人だよ。

　だけど、ナイアートの体に傷はない。『心臓』の力で回復されていた。

　そして、制せい御ぎよできないほど強化されていっている。

「だが──。だからこそ──勝つのは俺だぜ」

「爆砕拳ブラストアーム！」

「バカのひとつ覚えがよ！」

　輝いた拳こぶしが衝しよう撃げき波はと共にうなり飛んでくる直前、ナイアートは自らの発動力によって三体に分裂した。

　三方向に飛び散り、やすやすとブラストアームを躱かわす。

「おらあっ！」

　そして、三方向から百川に蹴けりを放った。

　渾こん身しんの一撃だった。

　百川は吹ふき飛び、地面が揺ゆれるほどの凄すさまじい勢いきおいで島にぶつかった。

　ちょうど『塚つか』のある島の中央──

　石の砕くだける音がナイアートには聞こえた。

　ゆっくりと様子を見ながら、ナイアートは丘おかの頂いただきに降おり立った。

　割われ砕けた石の台だい座ざの上だ。

　百川の姿すがたはない。

　どうやら、砕けた台座の中に埋うもれているようだった。

　ナイアートは待つが、百川が石せき片へんの中から立ち上がってくることはなかった。

　他に逃にげた可か能のう性せいは、考えられなかった。

「勝った……。俺は……天使に勝ったんだ……。俺は……とうとう……人間にも天使にも……負けねぇ存そん在ざいになれた……」

「そのようですね」

　と、ナイアートのとなりに、ぼんやりとした闇やみが渦うず巻まく。

　白い衣い装しように身を包んだ金髪の男──『司し祭さい』が現あらわれた。

「他の天使はどうしました？」

「……他の天使？　ああ、あとの連中は雑ざ魚こさ。片かた手てでひねってやったぜ」

「そうですか」

　男の手に、長さ二メートルはある金きん属ぞく質しつの杖つえが現れた。先せん端たんの台座に取り付けられた透とう明めいな丸い宝ほう石せきが、赤い月の光に煌きらめく。

「ああ」

　ナイアートは瓦が礫れきの山を見つめ、得意げにうなずいた。

　このとき、ナイアートは急に体に重さを感じた。

　痛いたみはない。胸のあたりにぼんやりと冷たさを感じた。

　なにがおきたのか理り解かいすることができない。

　が、右胸に突つき出た尖とがった杖つえ尻じりを見て、司祭がうしろから自分の『心しん臓ぞう』を貫つらぬいたのだと気づいた。

「な……」

　胸から血を迸ほとばしらせ、ナイアートは前のめりに倒たおれた。

　意識はある。

　なのに体が動かなくなる。

「『心臓』が潰つぶれれば、君の動きは止まる。死ぬのではない。止まるだけです。すでに君という存在は消えている。動いていようが、止まっていようが、どちらでも大差はないと思いますが、どうでしょうかね？　半人よ」

「……司祭。なんで……。俺たち……ファミリーだろ……」

　ナイアートは懸けん命めいに喉のどから空気を吐はいた。

「君など、ただのゴミです」

「そんな……」

「地じ獄ごくにつながった我わが杖の一撃を受けても、まだしゃべることができますか。今度は確実に止まれ」

『心臓』に狙ねらいを定め、司祭が杖を突き下ろす。

　杖尻から燐りんが散った。

「──久しぶりだな、ミラン・ベルティール」

　白はく透とう色しよくの燐は、百川の発生させた『結けつ晶しよう』。

　瓦礫から身を起こした百川が、横からすべりこむようにして、クロスさせた両りよう腕うでで司祭の一撃を防いだのだ。

「久しぶりですね、〈捨すて去りし者〉」

　司祭──ベルティールは冷たい眼まな差ざしで、天使の尖った白はく貌ぼうを見下ろす。

「……偶ぐう然ぜんにしちゃ……すげぇとこで会うもんだ……」

　百川は、錆さびた剣けんを杖がわりに立ち、右腕一本でその剣を構かまえた。

　いつの間にか、百川はその剣を持っていた。

「たしかに、よい偶然です。私も驚おどろきました。同じ南米とはいえ、この地に貴方あなたがたが来るとは」

「……テメェが……黒くろ幕まくだったとはな」

　荒あらく息を吐きながら、百川は懸命に言葉を紡つむいだ。

　視し野やがいくつにもぶれ、百川は腰こしから崩くずれかける。

「意外ですか？」

「……いや……そうでもねぇさ。テメェは殺してやる……」

　剣に体重をかけ、百川は立ったまま必死にベルティールを見み据すえた。

「その錆びた剣と、その砕けた腕で私をですか？」

　立っているだけで必死な様子の若き天使を前に、ベルティールは余よ裕ゆうを持った仕草で肩かたをすくめた。

「テメェを殺して……奴やつとの決けつ闘とうにもケリをつけてやるのさ……」

「決闘？　なんのためにそれを行うのです？」

「決まってるだろ──」

　百川は左右の眉まゆを中央に寄よせ、目を一いつ層そう尖らせることでぶれた視線を修正し、

「見み極きわめる、ためさ。──俺とあいつの、過か去こと現在ってやつをな」

「〈捨て去りし者〉よ。貴方には死相が出ている。過去と現在を見極め、明日あしたに死ぬつもりですか？」

「──ああ、そうさ」

　いつか百川は、だれかに殺されるのだろう。

　だが。

「少なくとも、今じゃねぇぜ？」

　眼がん前ぜんの敵てきは倒す。

　次の瞬しゆん間かん、眼めには見えない力で百川は弾はじき飛ばされた。何本かの樹じゆ木もくにぶつかり、そのすべてを折る。

「無む駄だにあがきなさい。君の運命は、すでに決している」

　ベルティールは動こうとしない。

「……ああ、あがいてやるさ」

　背せ中なかにのしかかっていた樹木を押おしのけて、百川は立ち上がった。

　よろめきながらも、ベルティールの元に歩いて戻もどる。

「うおおお！」

　天を仰あおぎ、血を撒まき散らしながら吼ほえた。

　全身の力を鼓こ舞ぶする。

　肉体も精せい神しんも、極きよく限げんの中でさらに高め、そのすべてで天使脈動を発動する。全身に浮き上がった燐が竜たつ巻まきに似にて舞まった。

「行くぜ──」

　剣けんを投げ捨すて、百川は左腕を胸むねの前に掲かかげた。

　右手で手首を押さえ、掌てのひらにタリスマンを浮き立たせる。

「──我が内に満ちる奇き跡せきよ。我が内に満ちる可か能のう性せいよ。今こそ力となり、我が声に応おうじて発動せよ──」

「そろそろ時間ですね」

「爆砕拳ブラストアーム！」

　光に満ちた拳こぶしに胸を貫つらぬかれて。あっけなく、司祭と呼ばれた存そん在ざいは塵ちりとなって月夜の闇やみに消えた。百川はこのとき、今までの中で最高の威い力りよくを、最高の速度を発動させ、ブラストアームで敵を撃うった。しかし、手応えはなかった。

「野や郎ろう……」

　散り去った敵を見送り、百川は舌したを打った。

　魔ま術じゆつを操あやつる男は、また悠ゆう然ぜんと百川の眼前から姿を消したのだ。

　左ひだり腕うでから血が噴ふき出す。

　上半身の服は、とっくにナイアートによって引きちぎられていた。

「運命か……」

　百川はつぶやいた。

　そして、倒たおれているナイアートに眼を向けた。

「おい、立てよ。まだ終わってねぇだろ」

「はは……。ははは……。俺おれもよ……、まだ生きてるんだよな、これが」

　薄うすら笑い、ナイアートは身を起こす。

「はははははっ！　ケッサクだぜケッサク！」

　ナイアートは大声で笑った。

「こんなに笑えるこたねぇよなおい！　俺はよ、ゴミだってよゴミ！　天使でもなく人間でもなく半人でも化物でもなく！　行き着いた先はゴミだとよゴミ！　ははっ！　こんなに笑えることねぇぜ！」

　腹はらを抱かかえてナイアートは笑う。

「おい、おまえも笑えよ天使。おもれぇだろ実じつ際さい！　俺は結局、一人でバカみてぇにくるくる踊おどってたわけだ！　はははははっ！」

「いいから構かまえろ」

　百川は、鋭えい利りな表ひよう情じようのままそんな青年を見み据すえる。

「あぁ？」

「今は笑ってるときじゃねぇだろ。──今は、ケリをつけるときだぜ」

「──なんだと？」

　ナイアートが笑うことを止めた。

「俺がつけてやるよ、ナイアート・ソルク。おまえのケリをな」

「おもしれぇ──。やれるもんならやってみろ、天使」

「ああ、やってやるぜ」
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　ナイアートにはわからない。何な故ぜ、眼がん前ぜんの男は立っているのか。

　どう見ても動ける状じよう態たいではなかった。

　左腕はすでに血まみれだった。

　服の破やぶれた上半身をみても、傷きずのないところを探さがすほうが難むずかしい。

　眼めも腫はれていた──まともに見えているとは思えない。

　腰こしも膝ひざもふらふらとおぼつかない。

　だが、それでも百川は身構え、最初よりも増ましたように思える威い圧あつ感かんをナイアートにぶつけていた。

　百川の瞳ひとみには揺ゆらぎがない。

　深く冴さえ、まっすぐにナイアートを捉とらえていた。

　……強つえぇ男だぜ。

　終わろうとする決けつ闘とうの中で、ナイアートはそのことだけ百川を認みとめた。

　なぜか、かすかに惜おしくも感じる。

　この時間が終わることを。

　全力をぶつけて、全力をぶつけて、尚なお、立ち上がってくる敵てきが、これで目の前からいなくなることを。

　……まあ、いいか。

　ただ、気持ちは、不思議とすっきりしていた。

　今、対たい峙じする中。どうしてか。心の中にあった泥どろ臭くさいものは浄じよう化かされた。

　眼前に在ある天使の双そう眸ぼうが洗い流したのだろう。ナイアートはそう感じた。

「なあ、〈捨すて去りし者〉よ。もう一度、やらねぇか？　俺とおまえ、どっちの発動力が本当に強いのか」

「勝負か？」

「ああ、ケリをつけようぜ」

「わかった──。やってやるよ、ナイアート・ソルク」

　ナイアートはここで、百川が自分を名前で呼よんでいることに気づいた。

「バカがよ」

　ナイアートはかすかに唇くちびるの端はしを歪ゆがめ、

「だけど、死ぬのはおまえだぜ、天使」

「行くぜ！」

　百川がブラストアームのための精神集束に入った。

「ああ！」

　あわせてナイアートもタリスマンを起動。

　最後の一いち撃げき。

　ナイアートは三体に分かれ、怒ど号ごうと共に渾こん身しんの拳こぶしを百川に向けて放った。

　百川はそれを低い姿し勢せいで受けた。

　三つの拳の軌き跡せきを見切り、一歩を前に踏ふみこむ。

　その一歩で、すべての拳を空すかした。

　どれだけの攻こう撃げきだろうが、格かく闘とうであれば打撃の瞬しゆん間かんに距きよ離りはなくなる。そのことを百川は見切った。

　百川は三連打する。

　ナイアートは後方に大きく吹ふき飛ばされ、口から吐と血けつした。

　……負けたか。

　自らが破は壊かいした神しん殿でんの上だった。天空の熟じゆくした満月が、ぼやけた視し界かいに映うつった。

　が、その視界は、すぐに鮮せん明めいなものとなる。

　痛いたみも苦しみもナイアートの肉体にはなかった。

　体は執しつ拗ように活かつ性せいをつづける。

　見たくもなかった。

　蠢うごめいている体内の感かん触しよくで、さらなる化物へと変へん容ようしていることはわかる。

「おい」

　そこに、百川の声が聞こえた。

「なんだよ……」

　仰あお向むけになったまま動かず、ナイアートは答えた。

　百川は言う。

「テメェになにを言う気もねぇけどよ──。ただ、忘わすれるんじゃねぇよ。人間なんて確たしかに弱いもんだよ。自分の命を捨ててまでなにかのできる人間なんて、そういねぇ。おまえの親父おやじのことについても──本当はどうだったかなんて、俺にわかるはずもねぇ。だけど──それでも──。おまえを心配して、少しでも体張ってくれた人がいることは、おまえ、忘れるんじゃねぇよ」

「うるせぇよ、天使がよ……」

　百川が誰のことを言っているのか、ナイアートにはわかる。

　アリア・ベイジングだ。

「──立てよ、まだできるんだろ？　とことんつきあってやるぜ、俺はよ」

「もういいよ……。うるせぇよ、おまえ……」

　ナイアートは眼めを閉とじた。

　涙なみだは、もう体のどこにも存そん在ざいしていないのだろう。

　流れることはなかった。

「なあ──」

　かわりに、ひとつのことを頼たのむ。

「俺はよ、右みぎ胸むねに『心しん臓ぞう』を埋うめたんだ。そいつを完全に潰つぶせば、多分、俺は動かなくなるらしいぜ」

　その言葉を聞き、百川は側そばに落ちていた錆さびた剣けんを拾った。

「おまえ、見み極きわめはついたか？」

　百川はたずねた。

「ああ」

　ナイアートはすっきりした声で短く答えた。

「そうか──」

　百川は剣を右手で構かまえた。青年の右胸を狙ねらい、しっかりと体重を乗せられる形で錆びた剣先を向けた。

「……謝あやまっといてくれよ、先生にさ」

　最後に言い残し、ナイアートは口元を緩ゆるめた。

「ああ……」

　百川は、ナイアートの胸に剣を刺さした。

　ナイアートの体が大きく跳はね、抵てい抗こうするように痙けい攣れんした。百川は自分の体重で刺した剣を固定する。

　やがて痙攣は弱まる。

　動きの止まったとき。

　港町ロアンの聖せい塔とうから、静やかに、大天使の鐘かねの音が聞こえた。

　音は、波は紋もんとなって二人の許もとに伝わる。

　薄うすい光の衣ころもがナイアートを包んだ。

　百川は剣を抜ぬいた。

　元の青年の姿すがたに戻もどったナイアート・ソルクを、百川は見下ろす。

　そこに居るのは、在あるべき形での死者だった。

　ただの、動かない、青白い肉にく塊かい。

「半人とか言って悪かったな……。ナイアート・ソルク……」

　ようやく百川は、声に出して謝ることができた。

　しかし、手て遅おくれだろう。

　百川は薄く笑う。

　左ひだり腕うでから溢あふれた血が、手の甲こうから指先を伝わって、だらだらと足元にこぼれる。

　もう、左腕は持ち上げることすらできなかった。

　ただ、熱い。

　右手に錆びた剣を握にぎったまま、百川は天空の赤い月を見つめた。
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　両足を伸のばし、背せ中なかを瓦が礫れきに預あずけて百川は、森の隙すき間まから見える彼方かなたの港町に視し線せんを向けていた。

　筋きん肉にく質しつだが華きや奢しやな上半身は、埃ほこりと血にまみれていた。

　血と埃は、ズボンにもついている。

　月明かりを受けた銀ぎん髪ぱつが、きらきらと輝かがやく。

　赤い月の下でも、天使の肌はだは白く、天使の髪かみは星のような銀色だった。

　そんな彼の姿を空から見たとき、彩はそこに天使がいるのだと思った。

　天使──

　百川は天使なのだから、それは当然かもしれない。

　だけど彩は、百川が天使だと知っていても、自分が同じ存在でも、今、一人で佇たたずんでいる青年に神しん性せいを感じた。

「……百川」

　彩は百川の近くに降おり立つと、小さな声で呼よびかけた。

　すると、喧けん嘩かっ早ぱやそうな尖とがった白はく貌ぼうが、微笑ほほえみもせず彩の方に向いた。

「よう」

　神性な何者かではなく。

　そこにいるのは、いつもの百川だった。

「彩、おまえやったな。──鐘、見つかったんだろ？」

「うん」

　彩はうなずいた。

「そっか。この島にも聞こえてきたよ。静かで、いい音だったぜ。──それで、死し霊りようも消えたのか？」

「うん。鐘の音が町に広がって、そうしたら、すうっと消えた」

「そっか。よかったな」

　百川は苦く笑しようまじりに言った。

「百川は？」

「ああ。勝ったぜ」

「……あの子は、どうしたの？」

　彩は上空から、瓦礫の中で仰あお向むけに倒たおれているナイアートを見た。

　だから、知ってはいた。

「死んだ」

　百川は短く告げ、簡かん単たんにナイアートのことを語った。

　背はい後ごにいた男のことは語らない。言ったところで彩が心を沈しずませるだけだろう。

「奴やつは俺おれが殺した」

　最後に百川は付け加えた。

　それは、彩の予期した答えだった。

「……うん」

　彩はうなずいた。

「彩──」

　百川は、遠い彼方の港町に視線を戻もどす。

「なに？」

　彩は百川の横顔を見つめる。百川の横に膝ひざを曲げてしゃがんだ。

　彩は、鐘かねを鳴らした後、一人でここに来た。

　芹也と奈生はいない。

　晴れた夜空の下に、二人きりだった。

「これだよ」

　百川は、側そばに置いてあった錆さびた剣けんを右手で持ち上げた。

「……これ？」

　彩がきょとんとたずねると、

「──〈破は滅めつの剣つるぎ〉だよ。俺はこれで、奴の心臓を刺さした」

　錆びた刃はには、まだ濡ぬれた血がべっとりとついていた。

「うん」

　彩はうなずく。

「なんとか言え」

　と、百川は、

「──俺は殺した。文もん句くがあるなら言えよ」

「うん」

　彩は、ただうなずいた。うなずいた後で、しばらくの沈ちん黙もくを挟はさみ、

「どうして、殺したの？」

　とたずねた。

「どういう意味だよ」

「だって……」

　言ってから、彩は考える。

　どう言えばいいんだろう。

　どう言えば、彩の心配と憤いきどおりをわかってもらえるのだろう。

　わからない。

　だから、

「あたしたちのことを、信じてなかったの？」

　そう言ってしまった。

「どういう意味だよ」

　百川は繰くり返す。

「だって……。あたしたちが鐘を鳴らせば、死し霊りようは消えるってわかってたじゃない。鐘を鳴らしたからナイアートも元に戻ったんでしょ？　だったら──」

「あいつが元に戻ったのは、俺が殺したからさ」

「そんなの──。わからなかったじゃない……」

　彩は口ごもる。

「文句があるなら、もっとはっきり言え」

　百川は冷たく言い放った。

「文句って──。どうして百川、そんな言い方するの？　あたし、百川にただの人殺しになってほしくないから──」

「おい」

「……なに？」

「俺は、昔からただの人殺しだよ」

「そんな──」

「だいたい、殺しにただもクソもあるか。どんな理由があろうとも、殺したって事実は変わんねぇよ」

「……うん」

　彩は言葉をつづけられなかった。

　それでも視し線せんはそらさず、まっすぐに百川の横顔を見つめた。

　百川の視線が彩に向くことはなかった。

　百川は黙だまって海を見つめる。

　そうしている内、アリアと共に芹也と奈生が来た。

　救急道具を持ってきた奈生が、すぐに百川の手当てをする。

　青年の亡なき骸がらは、翌よく日じつ、アリアによって船で町へと運ばれた。そして静かに、灰はいとなった青年は父の待つ海に還かえった。
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　最後にリボンを結んで、彩さいは鏡に自分の姿すがたを確たしかめた。

　うん。

　大だい丈じよう夫ぶだった。

　自分で思うのもなんだけど、そんじょそこいらにはいないくらい、かわいく身だしなみは整った。

　彩は満足して、うんと背せ伸のびをした。

　開けた窓まどからは、眼めが痛いたむほどに眩まぶしい真っ白な光が注がれている。

　朝。

　港からは、バーン、バーン、と、祝しゆく砲ほうの音が聞こえる。

　あの日──

　聖せい塔とうに鐘かねの戻もどった夜から、二日。

　今日は港町の祭りだ。

　海かい賊ぞくが滅ほろび、忌いまわしい死者の群むれが町から消えたことをみんなで祝うのだ。

　彩は、心からよかったと思う。

　これでこの町のみんなは、幸せに暮くらせるのだろう。

　………。

　彩は悲しい気持ちで青い水平線を見つめる。

　ふと、一人の青年のことを思い出した。

　忘れたわけじゃないだろうけど。

　もう。

　町のみんなは、彼のことを思い出そうとはしないのかもしれない。

「──さようなら、ナイアート・ソルク」

　彩は言った。

　あてがわれた民宿の一室。

　窓からは、町を見下ろし、その向こうに海を見ることができた。

　彩は背中の翼つばさを折りたたみ、リュックを背負った。

　服と同じく、それもまたアリアが用意してくれた。百もも川かわと芹せり也やと奈な生おも、今までとほぼ同じ服を着て、もう外の廊ろう下かで待っている。

　ドアごしに百川の、

「おーい！　なにやってんだ彩！」

　という怒おこった声と、

「百川、女の子は身み支じ度たくに時間のかかるもんだよ」

　という奈生の明るい声。

「まあ、のんびり待とう。彩、ゆっくりでいいぞ」

　最後に芹也の、いつもと同じ、結けつ論ろんとしての言葉が伝えられた。

「今いくねー」

　彩は笑って言う。

　悲しい気持ちは胸むねの中にしまい、彩は懸けん命めいに気持ちを切り替かえた。

　あの夜の後、次の日──百川はいつもと変わらなかった。

　口論などなかったとばかりに、いつも通りに接せつしてきた。

　百川にとってあの口論は、寝ねれば忘わすれてしまう程てい度どのことで、全然たいしたことではなかったのかもしれない。

　だとすれば……。

　彩も、たいしたことではないように振ふる舞まおうと思った。

　彩は、ひたすら我わが身を血に染そめようとする百川のことが心配で、つい言ってしまったのだ。非ひ難なんしたくて、喧けん嘩かしたくて言ったわけじゃないし、百川の心を癒いやせるような明るい自分でもいたい。

　なんといっても、これから海に出るのだ。

　大きな大きな、真まっ青さおな、どこまでもつづいた海に。

　旅立ちの朝は快かい晴せいだった。

　かなり暑そうだけど、ちゃんと水はあるし、食料もあるし。だから、快晴という天気は望むところだった。

　彩はドアを開けた。廊下にいた三人に、

「お待たせ」

　と微笑ほほえみかける。

「おせぇよ！」

　腕うで組ぐみした百川が真っ先に突つっかかってきた。

「ごめんごめん」

「かわいいな、彩。服もリボンも、よく似に合あっているよ」

　芹也がさらりと言う。

「へへ。ありがとー」

「うん。かわいいかわいいっ」

　と、奈生。

「んじゃ、いこー！」

　彩は、百川の右腕を取って廊下を歩いた。

「おい、引っ張ぱるなバカ野や郎ろう！」

　百川は──

　本当に、いつも通りだった。

　傷きずは大だい丈じよう夫ぶなのかと彩は何度も心配したが、二日経たった今、今までと同じように百川の傷は治っていた。天使の生命力と、百川の強い天使脈動が、その驚きよう異い的な回かい復ふく力りよくを彼に与あたえているのだ。

　だから、百川康やす貴たかは大丈夫なのだろう。

　ぜんぜん平気で、彩と、これから旅に出てくれるのだ。

　彩は嬉うれしくなる。

　通りに出るとアリアが待っていてくれた。

「彩。リボン、よく似合ってるわね」

「ありがとうございます。先生がかわいいのを選んでくれたから」

　港に出る。

　港には、大おお勢ぜいの人が集まっていた。

　たくさんのいい匂においと、たくさんの笑い声と、たくさんの希望が集まり、みんな心から楽しそうだった。べつに感かん謝しやされなくても、それでも疎うとましがられても、彩はがんばってよかったと思った。

　アリアが所有する新型クルーザーは、すでに出航の準じゆん備びが整っていた。

　百川が手にした〈剣けん〉も船には積んだ。

　ただの錆さびた鉄てつ屑くず──

　百川はそう言って捨すてようとしたが、彩が持ち運んだ。

　水や食料は、すべてアリアが積んでくれた。

「先生、いろいろとありがとうございました」

　芹也が言う。

「それはこっちの科白せりふよ。みんな──」

　アリアは一行の顔をひとりひとり見つめ、最後に彩に、

「がんばってね」

　と、伝えた。

「先生も元気でな。マジで、酒ばっか飲んでんじゃねぇぞ」

「もも君は、喧嘩ばっかしてるんじゃないぞ」

　アリアは陽気だった。

　と、そこに、小さな女の子がてけてけと走ってきた。一行の前で立ち止まり、つぶらな蒼あおい瞳ひとみで一行のそれぞれを見上げる。

「なあに？」

　膝ひざを軽く折り曲げて視し線せんを近づけ、彩は優やさしくたずねた。

「みんなを助けてくれて、ありがとう」

　女の子が、手に持っていた一輪の花を差し出す。

「うん」

　彩が笑え顔がおで花を受け取ると、女の子はさっと身を返し、逃にげるように、賑にぎわう人々の中に消えていった。

「よかったな」

　横から百川の声が聞こえる。

「──うん」

　彩は、ふいに眼めに溢あふれた涙なみだを急いで拭ふき取った。

「あの──」

　彩はここでアリアに言った。

「なあに？」

　彩が子こ供どもに向けたのと似た声こえ質しつで、アリアが優しく問う。

　彩は真顔になる。

「あたし、考えました。命ってなんだろうって。よくわからないけどでも……。人が死ぬのはとても悲しいってことはわかります──わかりました。だから、自分で決めたことでも、でも──。最後の最後まで──最後の瞬しゆん間かんまで。生きているのなら夢ゆめと未来を見つめてほしいって。あたし──」

　百川たちの前だ。

　アリアのことであることを隠かくし、彩は必死に気持ちを伝えようとする。

「彩……」

「先生、忘わすれないでください。先生のことを愛して、先生のことを心配しているあたしたちがいるってことを」

　彩は涙を堪こらえ、できるだけ明るい声で言った。

　どうしても涙がこぼれてしまうのは、もう仕方がない。

　でも、できるだけ明るく。

「忘れないでください」

　彩は繰くり返して伝えた。

「ありがとう」

　アリアは顔を伏ふせ、

「そうね──。わかったわ」

　そして、

「これは、じゃあ──。友として、私から貴方あなたたちへの贈おくり物よ。受け取って」

　と、ひとりひとりの掌てのひらに、高こう価かそうな首くび飾かざりを載のせた。

　重ねられた金の十じゆう字じ架かが、金のチェーンでつながれている。

「これは──。先生」

　それがなんであるか、芹也は一目でわかった。

　重ね金十字が芹也の掌の上で薄うすい光をまとう。

「ほら、ちゃんと君たちに反はん応のうしている。本物でしょ？」

　アリアは笑って、

「まちがいなくイルミナ・ルクシエールの聖せい印いんは入っているから安心して。勝手にだけど登録は済すませたわ」

「って──。先生!?　聖女に会ったことあるのか!?」

　イルミナ・ルクシエールは、四大陸神しん聖せい連れん邦ぽうの盟めい主しゆとして人間社会の中心に位置する聖女である。その正体は不明。絶ぜつ世せいの美女であるとの噂うわさだが、実じつ際さいに見たという話が出ることはない。

　百川も名前くらいは知っていた。

「いいえ、ないわ。聖印の発行は連邦神務局の管かん轄かつだから、私は神務局に緊きん急きゆうの申しん請せいをしただけよ」

「そうか……。って。発行!?　申請!?」

「ま、細かいことは気にしなさんな」

　アリアは、おちゃらけた仕草で肩かたをすくめた。

「あと困こまったことがあったら、連邦都のレオラシオ・パスティールを訪たずねなさい。私の幼おさななじみで清せい廉れんな男よ。貴方たちの力になってくれるわ」

「先生は、貴き族ぞくなんですね？」

　芹也がたずねた。

「ええ。ベイジング公こう爵しやく家けと言えば、ガリアでは少しは顔なのよ？　この植民港も、実は我わが一族の所しよ領りよう──と言っても名目だけで、実じつ権けんはすべてガリア政府に吸すい取られているんだけどね」

「……どうも……ありがとうございます」

　芹也は掌の金十字を見つめた。

　金十字は、人間社会で生きる天使が、自らが人間社会に認みとめられた存そん在ざいであることを示す証しよう明めい書しよとなる。大きな力となることは確かく実じつだった。

「ほら、みんな。行きなさい。旅立ちのときは、さっくり前に進むものだぞ」

　アリアは笑え顔がおで見送る。

「ありがとうございます、先生」

　芹也は首飾りをポケットにしまい、クルーザーのデッキまで飛んだ。

「じゃねー」

　と、手を振ふって、奈生が芹也につづいた。

「先生、またな」

　百川も飛んだ。

　彩は最後までアリアの前にいた。

「行きます」

　しっかりした声で、彩はアリアに伝えた。

「行ってらっしゃい」

「はい」

　輝かがやいた緋ひ色いろ髪がみを翻ひるがえし、彩は空に舞まった。クルーザーのデッキに降おり立つ。

「先生、またね！　きっとまたね！　あたし、一〇年したら、絶対、先生みたいに素す敵てきな人になるから！」

　そして振り向き、もう一度、アリアに手を振って別れを告げた。

「またな！」

　百川も声を上げた。

「元気でね。彩、もも君、奈生君、芹也君」

　アリアは手を振って答える。

　奈生の運転でクルーザーが出航する。

　補ほ助じよするのは芹也だ。

　百川と彩の二人は後部デッキにしゃがみ、陽ひ射ざしを全身に感じながら、離はなれていく港町を見つめる。

「今度来たときには、うまい酒いっぱい持ってきてやろうな」

　百川が言う。

　彩は、堪こらえきれなかった。

「ごめんね……」

「なんだよ、彩。どうした？」

「ごめんね……。あたし、みんなに黙だまってた……」

「なにをだよ」

「ごめんね……」

　彩は、ただ謝あやまった。

　しばらくして百川は、

「わかってるよ」

　と答える。

「……なら、どうして？　……なんにも言わなかったの？」

「先生が──自分で決めたことだからだよ」

「でも──」

「彩──」

「……なに？」

「おまえ、リボン似に合あうな」

　百川が会話を止めたがっていることに、彩は気づいた。他に適てき切せつな表ひよう現げんがなかったときの微び笑しようを百川は口元に浮うかべている。

「……ありがとう」

　彩は小さな声で答えた。

　今はまだ、見つかっていない。

　でも。

　水平線の先に、空の向こうに。

　きっと、夢と未来はある。

　きっと、どこかに、みんなが幸せになれる方法は。きっとあるのだ。

　……見つけよう。

　……絶ぜつ対たい。





了









　あとがき







　ふ。ふふふ……ふふふ……。

　なんと。

　三巻。

　ついにこの日がやってまいりました第三巻のあとがきを書く日！

　私はこの日を一いち日じつ千せん秋しゆうの思いで待っていましたとも！

　とはいえ、べつにあとがき上で求きゆう婚こんしたい相手がいるわけではなく、告白したい相手がいるわけでもなく。

　あるとすればそう、最近ハマッている冷やし担たん々たん麵めんのカップ麵ゲキうまーってことをアピールしてみよっかなってくらいのもので。

　ああ、この栄養不足状じよう態たいをなんとかせねばと考える初夏の日々です。




　とりあえず、そんなわけで……。

　ども。高瀬です。

　こんにちは！　あーんど、はじめましてっ！

　実はこれを書いている今、外ではしとしと雨が降っているのですが、なのにどこからか太たい鼓この音が聞こえてきています。

　七月の上じよう旬じゆんです。

　季節は、夏へと移り変わろうとしているんですねぇ。

　聞こえてくるのは、まちがいなく盆ぼん踊おどりの曲です。雨だというのにどこかで練習しているのでしょう。

　とても風ふ情ぜいがあり、しばし穏おだやかに耳を傾かたむけたりしております。

　私、実は盆踊りに目がなく、盛せい夏かになればたいてい近くの盆踊りから遠くの盆踊りまで参加して踊り狂くるっております。

　おかげで、住んでいる地方の踊りはたいてい覚えました。

　地元のオネエサマがたを参考にせずとも、だいたいの踊りを自力で踊ることができるようになりました。

　しかしそうはいっても、まるで挑ちよう戦せん状じようを叩たたきつけるかのごとく、毎年、ちょっぴり流は行やりのような、しかしちょっぴり流行りから取り残されたような曲が、盆踊り会場に流れて高瀬を戦せん慄りつさせます。

　もちろん、知らない曲だからと踊りの輪から外れては、オドリマイスターへの道は遥はるか遠すぎて近づけません。

　なので、がんばって踊ります。

　打だ倒とう！　浴衣ゆかたのオネエサマ！

　そのうちにＴシャツはべっとり濡ぬれて、額ひたいに前まえ髪がみが貼はりつき、なんだか必死になってくる自分がまた心地ここちよくて、陶とう酔すい度ど倍ばい増ぞう。




　いきなり話は変わりますが、私は陶酔して小説を書く方です。

　普ふ通つうに見れば、多分、「えーこんなとこで泣くのお」というような場面でひとり涙なみだボロボロ……。

「わかる！　おまえの気持ちは痛いたいほどわかる！」

　ではなく。

　場面場面でキャラクターに入りこんで、すっかり自分ごとのように感じて書きながらひとりで泣いております。私の神しん経けいは彼らより細いようで。

　んで、そんなうちに完成。

　やや一線を置いた目で、こうしてあとがきを書いているわけです。

　盆踊りにたとえるなら、盆踊りがおわって、はじまった後あと片かた付づけを見ながら缶かんジュースを飲んでいる時の気持ちにイコールするものがあります。

　灯ともったままの提ちよう灯ちん。消えた音楽。立ち去っていく人々。

　なんだか不意に、それまで踊っていた場所をとても広く感じて。

　同時に、汗あせみどろな自分がとても心地よくて。

「うむ。踊り通したぞ」

　という充じゆう実じつ感かんと、おわってしまったことへのそこはかとない寂さびしさが、一体となって夏のひとときを作ってくれるわけです。




　これが本になる頃ころは、もう八月の下旬なんですよねぇ。

　夏ですのお。

　盆踊りにも、もう何度か行ってるんだろうなあ。

　果たして、今年はどんな曲があるのか。

　近い未来を楽しみにしつつ、あとがきをおわります。

　また会いましょうね～。ではでは～。
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